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　それはアルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の、とある午前中だった。

　ざわ……ざわ……ざわざわ……

　学院校舎本館の大会議室に、急きゆう遽きよ呼び集められた学院の講師・教授陣じんが雁がん首くびをそろえ、一体何事かと相談天国を繰くり広げていた。

「なんなのかしら、この時期に突とつ然ぜん、全教職員緊きん急きゆう会議だなんて……」

「はて……また、ツェスト男だん爵しやくが何かやらかしたのかのう……？」

「聞き捨てならないですな、オールク教授！　私は今月はまだ、精神支配術の授業と称しようした女子生徒達へのセクハラ行こう為いなどしていないし、正気を失った少女の姿を見たいがために、名状し難がたき冒ぼう瀆とく的な何かの幻げん影えいを見せたりなどはしていませぬぞ!?」

「おい……誰だれかホント、コイツ、なんとかしろよ……？」

　と、その時だ。

　全教職員が一堂に会するこの大会議室に、リック学院長が入室し、上かみ座ざの議長席に腰こしを落ち着けた。

「諸君、早さつ速そくだが会議を始めよう」

　学院長のいかにも深刻で険けわしいその様相に、学院教職員の一人が声を硬かたくして問う。

「が、学院長……一体、何が？」

「実は……あのオーウェル＝シュウザー教授が、人手をよこせと要よう請せいしてきたのじゃ……なんでも新しい魔ま導どう発明品のテストをするとのことで……」

　途と端たん、シンと静まり返る場。

　そして──

「ぅわぁああああああ──っ!?　そうか、その時期かぁああああッ!?」

「なんてことだッ!?　あの男、まだ生きていたのか……ッ!?」

「前回、あんな惨さん劇げきを引き起こしておいて、なんてしぶとい……ッ！」

「ていうか、誰かさっさと始末してくださいよ、あの人ッ！」

　会議室中が一気に狂きよう騒そうの渦うずへと吞のみ込まれていった。

「仕方あるまい……あんなのでも、オーウェル殿どのはすでに第五階梯クインデに到いたった若き天才魔術師で、この学院に毎年莫ばく大だいな出資をしている大貴族の当主じゃ……人手を貸す程度の要求を蔑ないがしろにすることはできん……」

「だが、このままオーウェルを放置すれば、いつか死人が出ますぞ!?」

「ひぃいいいい!?　嫌いやだ！　僕はもう嫌だぁああああ！　オーウェルにだけは関わりたくない──ッ！」

「ああっ!?　ラインハルト先生が、ＰＴＳＤ発作を──ッ!?」

　そんな阿あ鼻び叫きよう喚かんの大おお騒さわぎに、俺には関係ねーやとばかりに会議を聞き流していたグレンが呻うめく。

「ったく、うっせぇなぁ……発明のテストごときでなんなんだよ、この騒ぎは……？　オーウェル？　そんなやつ、この学院にいたか？」

「ああ、そうか。お前はまだ知らないんだな、グレン」

　グレンの隣となりに淑しゆく女じよ然と腰かけていた学院の魔術教授の一人、セリカ＝アルフォネアが何やら楽しげな笑みを零こぼしている。

「オーウェル＝シュウザー魔導工学教授……まぁ、普ふ段だんは自分の研究室に閉じこもり、ひたすら魔術の研究に没ぼつ頭とうして、ほとんど表に出てこないようなやつだからな。講師としては新人のお前が知らんのも無理はない」

「いやまぁ、それはいいとして……その噂うわさのオーウェルさんに対する、一同のこの反応はなんなんだ……？」

　今日、世界が終わらんと言わんばかりのこの狂騒っぷりには、流石さすがのグレンも脂あぶら汗あせを垂らしてどん引きだった。

「グレン。少々誤解されがちだが、オーウェルはなかなか面おも白しろい男だぞ？　アイツには私も一いち目もく置いている」

「これが少々の反応か？　つーか、お前が一目置くとか、めちゃくちゃ不安なんだが？」

　そんなグレン達を尻しり目めに、この場に集つどった教職員陣の口喧げん嘩かじみた会議はさらに紛ふん糾きゆうしていく。

「とにかく今回も誰か生け贄にえを選ばなければ！　やつを一人放置すれば、余計に被ひ害がいが拡大するのは確実ッ！」

「しっ、しかし、私は嫌だぞ!?　私には愛する家族が……ッ!?」

「無む駄だですよ……シュウザー教授への生け贄は皆みなで平等に、というのが慣例じゃないですか……うふふふ……」

「すると誰になるのだ？　今、この中でオーウェル＝シュウザーからの被害がもっとも少ない者とは……？」

　……すると。

　誰が先導するともなく、会議室中の視線が、グレンへと集まっていく。

「……あ、あれ？　ボク、なんかすっごい嫌な予感がスルヨー？」

「今回は誰が行くか……うむ、多数決を採とるかの。グレン先生が良いと思う方々は挙手を」

　そんな学院長の鶴つるの一ひと声こえに。

　シュバッ！　と。

　一いつ瞬しゆんで、グレンとセリカを除くほぼ全員が右手を挙げていた。

「はい、満まん場じよう一いつ致ちでグレン君に決定」

　どっ！

　一同総立ちの拍はく手しゆ大喝かつ采さい。

「って、なんなんだ、この数の暴力ぅううううう──ッ!?」

　思わずグレンが頭を抱かかえて叫さけぶが。

「うるさいのう……さっさと行け、グレン君。行かなきゃクビじゃぞ？」

「え!?　学院長!?」

　普段の学院長の好こう々こう爺やぶりからは想像もつかないこの迫はく力りよくに、グレンは思わず頰ほおを引き攣つらせて後ずさる。

「グレン＝レーダス……私は貴様のことが大だい嫌きらいだが……今回ばかりは、素直に同情する……」

「ハーなんとか先せん輩ぱいまで!?」

　なんと、グレンの天敵ハーレイまで、顔を青ざめさせながらそんなことを言い出す始末である。

「え、ええええ──ッ!?　オーウェルってなんなの!?　なんか俺、すっげぇ嫌な予感がするんですけど!?」

「うーん、面白いやつなのにな……お前の気が進まないなら、私が代わりに行ってやってもいいんだが……」

　セリカがそんなことをグレンに提案した、その時だ。

「やっ、ヤメロォオオオ──ッ!?」

「お願いしますッ！　アルフォネア教授ッ！　貴女あなただけはオーウェルの所に行かないでくださいいいいッ！」

「世界が滅ほろびたらどうするんですかぁあああああ──ッ!?」

「むしろ滅ぼす気か、貴様!?」

　さらなる恐きよう慌こうに陥おちいる会議室の図。

「な？　なぜかこう、皆から止められてしまうんだ。なんでだろうな？」

　いかにも残念だと言わんばかりに肩かたを竦すくめて苦笑いするセリカを前に。

（もう笑うしかねぇ……）

　グレンは顔面神経痛患かん者じやのように頰を震ふるわせるのであった。

「しかし、なんだ……」

　その時、ツェスト男爵がいかにも遺い憾かんそうに頭を振ふり、ため息を吐つく。

「シュウザー教授といい、アルフォネア教授といい……この学院の高位階魔術師にはホント、ロクなやつがいないな……実に嘆なげかわしい」

「君が言うなよ、第六階梯セーデ」

　リック学院長のツッコミは、その場に居合わせた全ての者達の胸中を代弁していた。




「……というわけで、だ。俺はその噂のオーウェルとかいうやつのとこへ行くことになったんだ」

　昼休み。

　グレンはオーウェルの研究室を目指し、学院校舎本館内の廊ろう下かを気乗りしない足取りで進みながら、背後についてくるシスティーナとルミアをちらりと振り返る。

「先生の事情はわかりましたけど」

　システィーナが不服そうに頰を膨ふくらませ、ジト目でグレンを睨にらむ。

「なんで、私とルミアまでついて行かなきゃならないんですか？」

「わからんのか？　白しろ猫ねこ……」

　グレンは呆あきれたような流し目をシスティーナに送る。

「ルミアは優しい上に可愛いだろ？　それゆえに……もし俺に、万が一何かあったら、そんな子に今わの際きわを看み取とって欲しいと願うのは男のサガだ」

　かくんとシスティーナの首が傾かしぐ。

「ば、馬ば鹿かじゃないの!?　じゃあ、私はなんで呼ばれたのよ!?」

「わからんのか？　白猫……」

　グレンは呆れたような流し目をまたもシスティーナに送る。

「お前は口やかましい上に生意気だろ？　それゆえに……もし俺に、万が一何かあったら、そんな子を盾たて代わりにしてやりたいと思うのは男の……」

「ルミア放して──ッ!?　こいつ殺せない──ッ！　こいつを殺して私も死ぬぅ──ッ！」

「ま、まぁまぁ、システィ、抑おさえて抑えて……先生は冗じよう談だんを言っているんだよ……多分」

　涙なみだ目めで暴れるシスティーナを後ろから押さえるルミア。その言葉尻じりはどこか自信なさげだった。

「さて、そうこうしているうちについてしまったぜ……ここが噂のオーウェル＝シュウザーの魔術研究室か……」

　学院校舎本館の奥の奥。

　今、グレン達の目の前には、どーんと立ちふさがる扉とびらがある。

「さて、鬼おにが出るか蛇じやが出るか……」

　その扉はごくごく普ふ通つうの扉なのだが、なぜか異様な迫力と圧力を放っているように思えた。

「はぁ……言っておくけど、止やめておいた方がいいわよ、先生……」

　流石のシスティーナも、オーウェルの研究室を前に尻込みしているようだ。

「オーウェル＝シュウザー教授には本当に関わらない方がいいですって。あの人が学院でなんと呼ばれているか知ってます？　人呼んで『天災教授』……その並外はずれた才能と実力は本物ですけど、いつも斜ななめ上にその才覚を発揮しまくって周囲を大騒そう動どうに巻き込む、最も早はや自然災害と同じ扱あつかいの生きつ粋すいの変態マスターなんですよ？」

「関わりたくないのは山々なんだが、行かないとクビだしなぁ……あぁ、働くって辛つらい……セリカのスネを囓かじっていたあの幸せな頃ころに戻もどりたい……」

　と、グレンが渋しぶ々しぶノックしようと扉に近づこうとした──その時だ。

　ばぁ───んっ！

　突とつ然ぜん、グレンの眼前で、扉が盛大な音を立てて左右に開かれる。

「……は？」

　ぽかんと、口を開けるグレン。

　開け放たれた扉の向こうには、白衣型ローブを纏まとった一人の男がいた。

　教授というにはまだ若い。二十代後半くらいだろう。ミディアムロングヘアを蛮ばん族ぞくのように振り乱みだしている。左目は妙みように爛らん々らんとギラついており、右目には眼帯。程良く整った顔立ちは男前と呼べる域だが、口元に浮うかべたやたら悪そうな笑みが狂きよう気きを感じさせる。色とりどりの結けつ晶しよう石と鉄くずをごちゃごちゃにまとめたような謎なぞの魔ま導どう装置を頭に被かぶったその姿は、とてつもなく異様だった。

　もう一目でわかる。

　こいつは──変態だ。

「あ、俺、もうクビでいいです。さような……」

「フゥ──ハハハハハハァ──ッ！」

　しかし、回り込まれてしまった。

「まぁ待ちたまえ！　何も言うな！　何も言うなよ!?　君達は今から歴史の証人となるのだ……ッ！」

　ばばっ！　と全身をねじくったような謎のポーズを決めてグレン達の前に立ちはだかる男──オーウェル＝シュウザー教授。

「今からこの私が、君達が心に思い浮かべていることを見事に言い当ててみせようではないかッ！　この世紀の大発明『竜の涙ドラゴンズ・テイア』でなぁ──ッ！」

　呆あつ気けに取られて硬こう直ちよくするグレン達を前に、オーウェルが頭のヘンテコ装置をピコピコ操作し、装置に付属した水すい晶しよう玉を通してグレン達を凝ぎよう視しする。

「ふむ……見える……見えるぞッ！　君達は今……『腹が減っている』……そうだな!?　君達は食事を欲ほつしているのだろうッ!?」

「いや、全然違ちがいますけど」

　グレン達三人に共通する心中は、むろん『今すぐ帰りたい』である。

「何!?　違うだとっ!?　待て！　魂こん紋もんパターンの解かい釈しやくを読み違えたか!?　ならば……わかったぞ！　君達は『明日の天気が気になっている』……これでどうだぁ──ッ!?」

「いや、掠かすりもしてねーけど」

「馬鹿な、なぜだぁああ──ッ!?」

　頭を抱えて天に叫ぶオーウェル。

「感情によって色と形を変える魂たましいの波形──魂紋！　そのパターンを百パーセント完全解かい析せきできているのは疑いようもなく証明されている！　なのに、なぜだ!?　なぜ、当たらん!?」

「こ、魂紋パターンの完全解析ですって……ッ!?」

　その時、オーウェルの言葉を聞いたシスティーナが顔色を変えた。

「お、おい……アンタ……それ、マジで言ってんのかよ……？」

　グレンすらも、信じられないという表情で脂あぶら汗あせを垂らしてる。

「マジに決まっているだろう？　この私を誰だれだと思っている？　世紀の天才オーウェル＝シュウザーだぞ？　証明データはすでに魔ま術じゆつ学会に発表できるレベルで採取してある！　だが、魂紋パターンを思考言語に変へん換かんする術式がまだ甘かったか……ッ!?」

　苦く悩のうの表情で、オーウェルが思考実験に耽ふけり始める。

「せ、先生？　システィ？　魂紋って……？」

　いまいち話の読めないルミアが、グレン達に問う。

「この変態が言ったとおり、感情によって千差万ばん別べつに変化する魂の波形だ。そこには魂情報の全てが表されているんだ。だが、そのパターンの表れ方は個人個人で全て異なる。要は魂の指し紋もんみたいなもんさ」

「生命の神秘を追究する白金術では、研究を進める過程で常に立ち塞ふさがる最大の壁かべよ。人間の魂の解析には莫ばく大だいなお金と時間がかかって、それでもなお解析しきれないの。あの白金魔導研究所だって、今、莫大な国家予算を費やして研究に必死なんだから」

「そんな魂紋を、見ただけで瞬しゆん時じに完全解析できる魔導装置だと……ッ!?」

　噂うわさに聞いていたオーウェルの実力が、まさかこれほどまでのものとは夢にも思っていなかったグレンは、戦せん慄りつと共に驚きよう嘆たんするしかない。

「ア、アンタ、物もの凄すごい装置を作ったじゃねえか!?」

「そ、そうですよ！　これを帝てい国こく魔術学会で発表すれば、学会中の魔術師達がひっくり返りますよ!?　白金術の歴史が変わったって──」

　だが、そんなグレンとシスティーナの掛かけ値ねなしの賛美に……

「うっさい、やかましいわ！　何が凄いだ!?　おべっかも大たい概がいにしろ！」

　何がお気に召めさないのか、オーウェルは子供のようにだだをこね始めた。

「私が構想した『魂紋から人の思考を読み取る術式』がちっとも完成していないではないか!?」

「そ、そんなのどうでもいいことじゃねえか!?　人の心を読むだけなら白しろ魔ま【マインド・リーディング】っていう便利な呪じゆ文もんがすでにあるし！」

「そうですよ！　『魂紋から人の思考を読み取る術式』なんて回りくどくて無む駄だ極きわまりないですけど、魂紋を瞬時に完全解析するシュウザー教授の功績は魔術史上に残る──」

「え？　そんな便利な呪文あるの？」

　きょとん、と。

　オーウェルが目を瞬しばたかせる。

「いや、そりゃあるさ。つーか白魔術じゃ、わりと初歩的な魔術で……」

「そうか……それはつまり……」

　オーウェルが妙に落ち着き払はらいながら、頭の装置に手をかけ……

「こいつが、まったくなんの役にも立たんガラクタだということではないかぁあああああああああ──ッ!?」

　ドガシャァアアアンッ！

　壁に、その装置を叩たたき付けていた。

　叩き付けられた人類魔術史上の大快挙は、バラバラに砕くだけ散って四散した。

「あああああ──ッ!?　おま、なんつーことをぉおおおお──ッ!?」

「ふっ、私としたことが、まさか前提条件が間違っていたとはな。まぁ、いかなる天才にも失敗はつきものだ」

「いや、前提条件が間違ってるっていうか、間違ってるのはアンタだよ!?　直せ！　これ今すぐ直せ！　設計図とかねーのかよ!?」

「あるわけないだろう!?　本命の発明の片手間に、趣しゆ味みと暇ひまつぶしで作ったものなんだからな！　それにもう興味も失うせたから、直すなんて無駄で無意味なことはせん！　直すくらいなら腹を搔かっ捌さばいて死んでやるわ！　ふはははははははははは──ッ！」

「あぁあああもう！　コイツやっぱ、なんか根本的におかしいわ！　教授達のあの反応がわかってきた！」

「うぅ、頭おかしくなりそう……やっぱりついて来るんじゃなかった……」

　グレンとシスティーナは、頭を抱かかえて呻うめくしかない。

「ところでだ、君達は誰だね？」

　そんなグレン達を、オーウェルが今さら改めて誰すい何かする。

「あ、私達はシュウザー教授の要よう請せいに応じて、新しい魔導発明品のテストの助手として派は遣けんされた者です」

　がっくり脱だつ力りよくしているグレン達に代わり、ルミアが苦笑いで応対する。

「おお、なるほど！　君達がか!?　ふっ、この度たびのご協力、感謝する！」

「でも……せっかく発明した装置も壊こわれてしまいましたし、私達はお役ご免めんみたいですね……」

「何を馬鹿な。たかがあの程度のガラクタが、この稀き代たいの大天才の新作発明品であるはずがあるまい!?　本命の発明品のテストはこれからだよ！」

「いや、もういいです俺達帰ります」

　グレンが、システィーナとルミアの背中を押して、その場から立ち去ろうとするが──

「フゥ──ハハハハハハ──ッ！　まあまあ遠えん慮りよはいらんッ！　どうぞ入りたまえッ！」

　しかし、回り込まれてしまった。

「君達は今日、魔術史の転てん換かん期を目まの当たりにすることになる──」

「もう目の当たりにしたよ!?　アンタが台無しにしたけどな!?」

「ふっ！　《レッツ・キャッチ》！」

　聞く耳持たず、オーウェルがぱちんと指を打ち鳴らすと。

　扉とびらの開いた薄うす暗ぐらい研究室の奥から、巨きよ大だいなゴーレムの手が伸のびて、グレン達をまとめて鷲わし摑づかみにして──

「ひぃいいいいいいいい!?　助けてママァアアアアアアア──ッ!?」

「きぁあああああああ──ッ!?」

「うわぁ、捕つかまっちゃった……」

「うむ！　こういうこともあろうかと作っておいた『ガードが堅かたい可愛いあの娘むすめをマイハウスへ強ごう引いんに連れ込み君』が役に立ったッ！」

「は、犯罪だろ、それ!?」

「だからなんだ!?　たとえ犯罪だろうが、それでも私は後一歩を踏ふみ出せないシャイな全世界の思春期男子の背中を押してやる！　全力でな！」

「崖がけに突つき落としてるじゃねーか！」

「で、でも凄いわ、これ……こんな高出力かつ精せい緻ちな制御ができるゴーレム作製術……この動作制せい御ぎよに関する一連の術式を学会で発表すれば、多分ゴーレム工学が五十年くらい進むわ！」

「ふはははッ！　それでは三名様を我が魔術研究室へご案内ぃ──ッ！」

「ぎゃ───────ッ!?」

　悲鳴と共に部屋の中へと引きずり込まれていく三人。

　そして──ばたん、とオーウェルの研究室の扉が閉まるのであった。




　オーウェル＝シュウザーからは逃にげられない。

　すでに諦あきらめの境地に達したグレン達は、まな板の上にのった鯉こいの気分で簡単な自己紹しよう介かいを済ませた後、オーウェルの後についてとぼとぼと研究室内を歩いて行く。

　案の定といえば案の定、その研究室内は、謎の魔導装置や魔術品、書きかけの設計図や、作りかけの機械が所ところ狭せましと溢あふれかえっていて、足の踏み場もないような混こん沌とんっぷりであった。

「なんなの……この部屋の半分を埋うめ尽つくす超ちよう巨大な魔導装置は……？」

「おおっと、そこの白しろ猫ねこクン。危ないからその装置には触さわらないでくれたまえ。それは外部からなんの魔ま力りよく供給もエネルギー供給も受けることなく、毎日決まった時間に目玉焼きを焼いてくれる、主婦の強い味方なのだ！」

「……えっ？」

「しかし、残念ながら失敗作だ。私は半はん熟じゆくとろとろが好きなのに、どうにも火加減が利きかん。ムカついたから後で解体してやる予定だ」

「あ、あの……これっていわゆる『永久機関』なんじゃ……？」

　脂汗を垂らすシスティーナの呟つぶやきはオーウェルには届かない。

「おお、グレン先生、お目が高い！　今、先生が手に取ったそれは、太陽光を魔力変換する機能を組み込んだ魔ま晶しよう石を取り付け、太陽光から得た魔力で魔術の光を灯ともす照明用ランプだ」

「はぁ!?　太陽光を魔力変換だと!?　無機エネルギー帯を生命エネルギー帯に変換とか、スッゲェ!?」

「だが、それは失敗作だ。そのランプは肝かん心じんの暗くら闇やみの中で使えん。ひょっとしたら基き礎そ理論が間違っていたのかもしれんな。後で廃はい棄きしよう」

「使い方が間違ってんだよ！　お前、自分の偉い業ぎように少しは気付けよ!?」

　頭を搔かきむしって悶もん絶ぜつするグレン。

「こ、この部屋に来たら、学院の魔術師達の大半が、きっと自信なくなっちゃうね……」

　ルミアも苦笑いするしかない。

　そんなこんなで、並の魔術師達が生しよう涯がいを懸かけて追い求める神秘の数々が乱雑に積み重なっている研究室内を通り抜ぬけ、奥の執しつ務む室兼けん、応接間へ。

　一応の接客常識はあるらしく、オーウェルはいそいそとお茶の準備をし、グレン達に差し出した。

「まぁ、飲んでくれたまえ。私は趣味で家庭菜園みたいなこともやっててな。無論、白金術を応用した品種改良を手ずから行う本格派だ！　見よ、そこの鉢はち植うえに生えてる茶葉を！」

　グレンが部屋の隅すみに据すえられた茶葉の鉢植えを見て、ぎょっとする。

「ふっ、立派に育っているだろう？　そんなわけで茶葉ならいくらでもあるのだ。なあに、しょせん粗そ茶ちや！　いくらでもおかわりするがいい！」
















「へー、俺、その特とく徴ちよう的な葉、知ってるヨー。古典植物図ず鑑かんで見たことあるヨー。それ、確かノーブル＝リストネアっていう今は絶ぜつ滅めつしちゃった幻まぼろしの特級茶葉ダヨネー？　まさか再現しちゃったんディスカー？」

「なんだそれは、知らん。そもそもこの茶葉、私の舌には合わんから関係ないな。匂においもキツいし……これなら安市場で売ってる三級茶葉の方が百倍は美味うまい！」

「え、ええー……？」

「まったく、この私が手を入れてやっているのにロクな茶葉ができん。やはり天才にも向き不向きがあるのだろうな……そろそろ家庭菜園にも飽あきてきた頃ころだし、もうやーめた！　この余った茶葉は後で、学院で飼っているハーブ鶏どりの餌えさにしてやる！」

　神をも恐おそれぬオーウェルの言葉に、グレンが深いため息を吐つく。

「かつて、この葉を求めて国同士が血で血を洗う泥どろ沼ぬまの戦争までやらかしたっていうのに……それを鶏にわとりの餌……」

「うわぁ……システィ、このお茶、凄すごく良い香かおりだね！　それに……美味おいしい！　私、こんなに美味しい紅茶初めてだよ！」

「私達って今、伝説を追体験しているはずなのに、なんだろう……このやりきれなさと敗北感……」

　感動と悔くやしさが入り交じった涙なみだをぼろぼろ流しながら、システィーナはお茶を堪たん能のうするしかない。

「さてと、お茶もそこそこに、さっそく本題に取りかかろう！」

　もう好きにして……そんな空気がグレン達三人の間に漂ただよっていた。

「さて……今回の私の世紀の大発明を披ひ露ろうする前に……諸君等らは、このアルザーノ帝てい国こくの現状をどう思う？」

　だが、そんな投げやりな雰ふん囲い気きのグレン達とは異なり、オーウェルは真しん剣けんな表情で、問いを投げた。

「どうっていわれても……」

「国外ではあの狂きよう信しん者しや共──聖エリサレス教会教皇庁が支配するレザリア王国が、常に我らがアルザーノ帝国の併へい合ごうを狙ねらってる。この緊きん張ちよう状態は年々増してきており、いつ第二次奉ほう神しん戦争が両国間で勃ぼつ発ぱつしてもおかしくはない──そんな危あやうい状じよう況きようだ。帝国が保有する優すぐれた魔ま導どう技術による戦力的優位性が抑よく止し力りよくになってはいるものの、レザリア王国の国土と人口は帝国の数倍、この優位、いつまで保もつか……」

「！」

「そして国内では──あの邪じや悪あくな魔ま術じゆつ結社──天の智ち慧え研究会がガンのように帝国を蝕むしばみ始めている。近年、彼かの組織の外げ道どう魔術師達が引き起こす残ざん虐ぎやく非道なテロの年間件数も右みぎ肩かた上がりであり、彼の組織が何かよからぬことを企たくらんでいるのは、最も早はや明白。建たて前まえ上は魔術師による世界支配を掲かかげてはいるらしいが、連中の真の思おも惑わくがそんな単純低てい俗ぞくなものでないことは、少しでも魔術の裏社会を知る者であれば、火を見るよりも明らかであろう。あの組織は人の常識で測はかれぬ、何か恐ろしい陰いん謀ぼうを企んでいるはず……」

「それは……」

「わかるかね？　我々はまるで当たり前のように日々『平和』を享きよう受じゆしている。だが、それは薄はく氷ひようを踏むがごとき際きわどいバランスの上に成り立つ砂上の楼ろう閣かくのような『平和』なのだ。憂うれうべきことにこの『平和』は、ほんの少しのきっかけで脆もろくも崩くずれてしまう──私はこの祖国たるアルザーノ帝国に、そして女王陛へい下かに忠誠を誓ちかう一魔術師として、この状況を甘んじて看過することはできないのだ……ッ！」

「オーウェル……」

「『平和』とは！　断じて与あたえられるものではない！　勝ち取るものだ！　有事の際に他人が何かしてくれるのを期待するのではなく、自分が何をするべきかを考えるべきなのだ！　私は帝国の未来を憂い、私の為なすべきこと、成せることを熟じゆく慮りよし……今回の発明をこの帝国と女王陛下に献ささげる」

（アカン……こいつ、性しよう根ねは意外とマトモなやつだ……）

（表面上はアレだけど、根本的にはマトモで、しかも無む駄だに才能溢れる人材だから、クビにできないのね……）

（多分、その有り余る熱意と才能が、明後日あさつての方向に空から回まわりしちゃってる人なんだね……）

　グレン、システィーナ、ルミアが同時にため息を吐いた。

「まぁ、アンタの立派な信念はわかったよ……で？　結局、アンタは一体、何を発明したんだ？」

「ふっ……ここまで言われてまだわからんのかね？」

「いや……多分、国防に関する何かだとは予想がつくが……」

　すると、何か思い当たったのか、システィーナが目を輝かがやかせて言う。

「国防……まさか、半自律型の戦せん闘とう用魔導人形を本格的な実戦レベルにまで高めたとか、ですか!?」

「えっ!?　それって、ゴーレムと違ちがって柔じゆう軟なんな作戦行動が可能な反面、戦場での動作安定性と防ぼう御ぎよ性能にまだ不安があるから、実戦投入には後、十年はかかるっていわれている……？」

　システィーナの言げんにルミアも気付いたらしく、思わず声を上げる。

「もし、本当にそれだったら凄いね、システィ！」

「ええ！　たとえレザリアと戦争が起きても、これで数の不利を補えるわ！　国内治安の安定化だって……」

　ルミアとシスティーナが驚おどろきの表情で顔を見合わせるが……

「ノンノン、お嬢じようさん方。もっと単純に考えたまえ。そもそもそれは改良であって発明とは呼べぬだろう？　この国内外に不ふ穏おんな空気が漂うこの状況で、帝国民達が真に心の底から求めているものを素直に考えれば、答えは自おのずと浮うかんでこよう……」

　オーウェルの発明の予想がつかず、困ったような顔をするグレン達に。

「そう……やはり時代は求めているのだよ……『正義のヒーロー』の存在をなッ！」

「はぁ……？」

　オーウェルの言っている意味が理解できず、ぽかんとする三人。

「邪悪が我が物顔で蔓延はびこり、弱者が理り不ふ尽じんに虐しいたげられる暗雲の時代──それでもなお運命に抗あらがい、人を導く希望の星たりえる者の存在──即すなわち、ヒーローッ！　彼の者の存在が人の心に住む限り、人の心が絶望に、暗黒に屈くつすることは決してない！　無む辜この民たみの希望の灯ともし火び──ヒーローッ！　人が真に求めるものはそれなのだッ！」

（アカン……こいつ、性根は意外とマトモなやつそうに見えて、やっぱりマトモじゃなかった……）

（根本的にはマトモだけど、根源的にマトモじゃないのね……なんとかクビにできないものかしら……）

（多分、その有り余る熱意と才能が明後日の方向に空回りしちゃってるどころか、そのまま一いつ緒しよに斜ななめ上に飛んでいっちゃう人なんだね……）

「というわけで、だ！」

　頰ほおを引き攣つらせて硬こう直ちよくする三人を無視し、オーウェルは妙みような意い匠しようが施ほどこされたバックルが取り付けられたベルトを取り出し、グレンへ突つきつける。

「正義のヒーローに変身する魔導アイテム『仮面騎士の魂ナイツオブソウル』ッ！　ここに爆ばく誕たん！　ふはははははははは──ッ！　私は私の才能が恐ろしいッ!?」

「なんだこれ……？」

　思わずベルトを受け取って、半眼で眺ながめながら、グレンが呻うめく。

「説明しよう！　これを腰こしに巻いて、設定されたポーズと共に呪じゆ文もんを唱えると、正義のヒーロー『仮面騎き士しカイザーＸ』に変身できるのだッ！」

「いや、まぁ、大体そういうもんなんだろうな……と予測はついたが」

　最早、グレンはため息も出ない。

「錬れん金きん術じゆつを応用した最新の魔導工学の結けつ晶しようだッ！　仮面騎士の鎧よろいと剣けんを瞬しゆん間かん高速錬れん成せい、使用者へ瞬時に蒸じよう着ちやくさせるという代しろ物もので、その鎧に身を包んでいる間、使用者は強力な身体能力と驚きよう異い的な防御能力が得られるッ！　主兵装の剣の威い力りよくも凄いぞ!?　鋼鉄をバターのように切れるほどだ！」

「げっ!?　発想はアホだけど、実はこれ結構、凄いんじゃね!?」

　グレンがぎょっと驚くが……

「ただし、鎧を装着している間、自分は魔術を使えなくなるが」

「意味ねえだろ!?　魔術が戦争の要かなめとなる時代に、完全に逆行してるじゃねえか!?」

　だぁーっ！　天に叫さけぶグレン。

「いくら防御能力や身体能力強化が凄くても、強力な破は壊かい魔術をばんばん撃うってくる相手に、剣一本で勝てるわけねーだろ!?」

「うっさいバカ！　何が魔術だ、ふざけんな、この野や郎ろうォ──ッ!?」

　なぜか逆ギレしたオーウェルが目を血走らせてグレンに迫せまる。

「ヒーローとは正義！　正義とはこれ即ち騎士道だ！　何が魔術だ!?　何が魔法だ!?　かつて魔術の台頭によって駆く逐ちくされ、失われた正義の魂たましい──騎士道を取り戻もどせッ！　この魔導アイテム『仮面騎士の魂ナイツオブソウル』でなッ！　騎士の剣は魔術の技より優れていることを証明するのだッ！　天才魔術師たるこの私が、最新の魔導技術の粋すいを尽つくして作り上げた、この世紀の超ちよう魔導アイテム『仮面騎士の魂ナイツオブソウル』でなッ!?」

「ツッコミどころが多すぎるッ！　もう帰りてぇッ！」

「あはは……」

　がくりとグレンが脱だつ力りよくし、ルミアもかける言葉が見つからず曖あい昧まいに笑う。

「というわけで、グレン先生。早さつ速そくその『仮面騎士の魂ナイツオブソウル』を装着し、正義のヒーロー『仮面騎士カイザーＸ』に変身してくれたまえ」

「嫌いやだよ。俺帰る……あれ？」

　グレンが、手に取ったバックルをテーブルの上に置いて帰ろうとするが……

「あ、あれ？　なんだ……？　て、手が勝手にこのバックルを握にぎりしめて、手放さねーぞ……？」

「ふっふっふ……岩に刺ささる選定の聖剣を抜ぬける者は選ばれし勇者のみ……そのバックルもまた然しかりッ！」

　びしり！　とオーウェルがグレンを指さし、高笑いする。

「ふははははッ！　そのバックルもまた、使い手を選ぶのだッ！　どうやらグレン先生！　貴方あなたはそのバックルに選ばれた真の勇者らしい！　流石さすがは私が見込んだ男！」

「はぁ──ッ!?　何それ!?」

「実はそのバックル、触ふれた人間の変身適合率を自動計算し、もし触れた人物が変身適合者ならば、絶対に手放せなくなるような『祝福』がかかっているのだよ!?　これぞ王道ッ！」

「『祝福』じゃねぇえええッ!?　それは『呪のろい』だぁあああッ!?」

「まぁ、言い方はどうでも良い。いずれにせよ、グレン先生はそのバックルを自らの意思で手放すことはもうできん！　だが、私ならばその状態を解呪デイスペルできるのだがなぁ……？　さぁ、どうしようか、クックック……」

「ぐぉおおおお……なんか選せん択たくの余地がないっぽいぞ……」

　最早、頭を抱かかえるしかないグレン。

「もう諦あきらめましょう、先生……さっさと発明品のテストを終わらせて帰りましょう……」

　疲つかれたように呻くシスティーナ。

「多分、大だい丈じよう夫ぶだと思いますよ？　今までの教授の発明品だって、一応、死人だけは出てないみたいだから……」

　曖昧な表情で励はげますルミア。

「俺がその第一号ってこともありうるだろうが」

　だが、そんなふてくされたようなグレンの言葉には、システィーナもルミアも、さっと視線をそらすしかなかった。




　そして。

「──《変身》！」

「違うッ！　腕うでの振ふりはそうじゃない！　もっとこう腕を天に掲げて、この手で明日の光を摑つかむぞぉおおお的な感じでッ！　足捌さばきも順序が違う！」

「へ、《変身ッ！》」

「恥はずかしがるなッ！　己おのれを捨てろ、グレン先生ッ！　今の自分を捨て、新しい自分に生まれ変わりたいという熱き思いを呪文にのせるのだッ！」

「《変！　身──ッ！》」

「もっとだ、もっと己おのが熱き血潮を燃やせ！　内に秘めたる魂の鼓こ動どうに耳を傾かたむけるんだ！　小宇宙コスモとかフォースとか、そーゆーのを全身で感じろッ！」

「だぁあああああ──ッ！　なんで変身手順をこんなにややっこしくしやがったんだ、ボケェエエエッ!?」

「趣しゆ味みだ」

「ふっざけんなぁあああ──ッ！」

「ふふっ、このお茶、やっぱり美味おいしいわね、ルミア。流石、ノーブル＝リストネアだわ」

「うん、そうだね、システィ。香こう気きが高いから……うん、オレンジジャムで軽く甘酸っぱさをつけたベーグルを合わせるといいかも」

「あ、それ美味しそう！」

「《へん、しぃいいいいん──ッ！》」

「そうだ、その調子だッ！　大分、良くなってきたぁ！　……ちなみに今、思い出したのだが、変身の呪文は《変身！》じゃなくて《瞬転！》だったわ……てへぺろ☆」

「ぶん殴なぐるぞ、テメェッ!?」




　まぁ、そんなこんなで。

「《瞬、転──ッ！》」

　グレンがやたら複雑な身み振ぶり手振りの後に、天空を舞まう大鳥のようなポーズを決め、独特なイントネーションで呪文を叫ぶと。

　カッ！

　ベルトのバックルから発せられた眩まばゆい光がグレンの全身を包んで──

　次の瞬間、白銀の全身鎧に身を包み、純白のマントを颯さつ爽そうと翻ひるがえす神こう々ごうしい騎士が、一同の前に姿を現していた。

「ふっ、成功だ。やはり私は天才か」

「……ぉ、おおお……ッ!?」

　グレンが自分の顔をすっぽり包むフェイスマスクごしに部屋の隅すみにあった姿すがた見みをのぞき込んで、思わず感かん嘆たんの声を上げる。

「ど、どんなエキセントリックな変態姿になるかと思ったが……」

「ま、まるで英雄叙事詩サーガに出てくる騎士様みたいだわ……」

「せ、先生、かっこいい……ッ！」

　確かにその鎧姿は少々芝しば居いがかった伊達だて姿ではあるものの、見る者を素直に魅み了りようする洗練された芸術的フォルムをもっていた。

「ふっ……当然だろう？」

　啞あ然ぜんとする三人を前に、得意げにオーウェルが髪かみを搔かき上げる。

「この発明の肝きもとなる瞬間装そう甲こう蒸着式は三日くらいでできたが、その鎧のデザインは完成までに三年もかかったからな！」

「……お前、バカだろ。いや、もうわかりきってるけどよ……」

　最も早はや、ため息も出ないグレン。

　しかし、発明そのものは、掛かけ値ねなしに凄すごいものだ。

　鎧を身にまとった瞬間から、グレンの全身には、今まで感じたことのない圧あつ倒とう的な力が漲みなぎっている。通常の身体能力強化術式は身体からだに負担がかかるが、この鎧はそれをまったく感じさせない。しかも驚きよう愕がくすべきことに、この鎧の主素材はどうも真銀ミスリルのようだ。ゆえに重厚な見た目のわりに恐おそろしく軽量で、その防ぼう御ぎよ性能はもう試すまでもない。

　そんな甲かつ冑ちゆうを高速錬成し、瞬時に全身へ蒸着するその技術は、確実に現代錬金術の二、三世代先を行っている。

　なんていうかもう、真ま面じ目めに魔ま術じゆつやるのがバカバカしくなってくるほど高度な魔ま導どう工学技術が使われているであろうことに間ま違ちがいはなかった。

「とにかくテストは成功っすね。俺、もう帰っていいっすか？　これ、どうやったら脱ぬげるんすか？」

「待て！　まだだ！　まだテストは終わってはいないッ！」

　シュバッと、オーウェルがグレンの前に回り込む。

「仮面騎き士しカイザーＸが正義のヒーローとして、一体どれほどの力を持っているのかをテストせねばならん！」

「どうやってだよ？」

「ふむ……実際に平和を乱す悪と戦ってくれたら手っ取り早いのだが……忌いま々いましいことに今は平和そのもの！　ええい、早く乱れろ平和ッ！　今なら仮面騎士カイザーＸが相手をしてやるというのにッ！」

「なんて不謹きん慎しんなやつだ……」

「平和を守るために、これを作ったんじゃなかったっけ……？」

　くたびれたため息しか出ない。

　でも、まぁ、敵がいないならしょうがない。今日はこのままこれで終わりそうだ……グレンがそう思って、安あん堵どの息をつきかけた……その時だ。

「仕方ない！　一刻も早く乱れて欲しいが、待っていてもなかなか乱れてくれないのも平和。なればこそ積極的に平和を乱す必要があるだろう……皆みなの平和を守るためになッ！」

　そんな考えは激甘であった。

「ちょっと待てや……その理り屈くつはなんかおかしいぞ……ッ!?」

　グレンがオーウェルの胸むなぐらを摑み上げ、引き攣つった顔で睨にらみつけるが、オーウェルはなんらお構いなしだ。

「というわけで、こんな時のために作っておいた、私特製『悪の戦せん闘とう用魔導人形』達を召しよう喚かん起動し、学院を襲おそわせてみよう！」

「どういう事態を想定してんだよ!?　つーか、アンタ大たい概がい、暇ひまだな!?」

「ふはは、見よ！　この召喚スイッチを押せば、悪の魔導人形達が学院のあちこちに出現し、学院を恐きよう怖ふのどん底に陥おとしいれるのだぁーあっはっはッ！」

　どすん、とオーウェルが応接机の上に叩たたき付けた匣はこ型装置には、大きなボタンが取り付けられていた。

「アホかぁああああ──ッ!?　つーか、この発明の性能試したきゃ、普ふ通つうに戦闘訓練用のゴーレムを相手に戦えばいいじゃねえかッ!?」

「馬ば鹿かめ！　本物の敵、本当の恐怖に怯おびえ逃にげ惑まどう無む辜この人々！　切に救世主を待ち望む民たみ草くさ達の無む窮きゆうの心の叫さけびッ！　そんな燃えるシチュエーションを用意してこそ正しい実験データが取れるというものッ！　そして正義のヒーローたる君が皆を守れば、まったく何も問題ないのだ──ッ！」

「問題ありまくりだっつーの！　なんかもう何から何まで本ほん末まつ転てん倒とうなんだよ!?　やらないからな!?　俺、絶対、やらないからな!?」

「ほう……そんなこと言っていいのかな……？」

　邪じや悪あくな笑いを浮うかべるオーウェル。

「もし、正義のヒーローたる君が戦いを放ほう棄きすれば、我が悪の魔導人形達が何の罪もない学院の生徒達に──」

「なっ……てめぇ！　止やめろッ！　生徒達に手を出すんじゃねえッ！」

「私特製『なぜか服だけ溶とかす液』を噴ふん射しやするのだ！」

「ふっ、すばらしい発明だ、シュウザー教授。オッケー好きなだけやれ」

　グレンの神速の掌てのひら返しに、システィーナがずっこける。

「学院の平和は俺が守る！」

「そうだその意気だ、グレン先生！」

「──じゃないでしょ!?　いい加減にしてください、二人共ッ！」

　立ち上がったシスティーナが、ばんっ！　と応接机を叩くが──

　ぽちっ！

　システィーナが叩き付けた手の下には例のスイッチがあった。

「「「「…………あ」」」」




　多くの生徒達で賑にぎわう昼休みの中庭──皆の憩いこいの場にて。

「な……なんですの……？」

　グレンのクラスの女子生徒──ウェンディが、ベンチに腰こしかけ、お気に入りの詩集を開いていたその時、ふと異常事態に気付く。

　いつの間にか、どこからともなく現れていた無数の魔導人形達が、中庭に集つどう生徒達を取り囲んでいたのだ。

「戦闘用の魔導人形……？　どうしてそのようなものが……？」

　見み渡わたせば、ウェンディの周囲の生徒達も不安げに首を傾かしげている。

　そんな生徒達を前に。

『規定ぷろぐらむニ従イ、攻こう撃げきヲ開始シマス』

　魔導人形達が生徒達に向かって、掌を向けて……

　プシャァアアアアアア──ッ！

　その掌から謎なぞの液体が、勢いよく噴射されるのであった──




『きゃああああああ──ッ!?』

『う、うわぁあああああ──ッ!?』

『ひぃいいい──ッ!?　ぼ、僕の服が!?　服がぁあああ──ッ!?』

『キャアアアア──ッ!?　キャアアアアア──ッ！　こ、こっち来ないでくださいまし──ッ!?』

『ちょ!?　ウェンディ!?　攻性呪文アサルト・スペルは止め──ぎょわ──ッ!?』

　オーウェルの執しつ務む室にある巨きよ大だいな水すい晶しよう玉型魔導器には今、中庭の光景が映像として映し出されている。

「……こ　れ　は　ひ　ど　い」

　その中庭の惨さん劇げきに、グレンはがっくりと項うな垂だれて呻うめいた。

　オーウェル謹きん製せい『なぜか服だけ溶かす液』の名は伊達ではない。中庭にたちまち顕けん現げんしたのは、肌はだ色いろ天国だ。

　だが──

「馬ば鹿か野や郎ろうッ！　なんで男しか狙ねらわねーんだよォオオオオ──ッ!?」

　グレンが血けつ涙るいを流しながら叫ぶとおり、魔導人形達が謎液を噴ふきかける相手は男子生徒だけだ。女子生徒達は悲鳴を上げ、次々中庭から逃げていく。

「ふっ。私は淑しゆく女じよには手を出さない紳しん士しなのでな。人形の行動パターンはそうプログラムしておいた」

「誰だれ得とくだ、この野郎ッ!?」

　グレンは無む駄だに紳士的で誇ほこらしげな顔のオーウェルを速そつ攻こうで蹴けり倒たおす。

「ったく、やってくれたな白しろ猫ねこめ！」

「あ、あわわわ……ごっ、ごめんなさい！　先生ッ！」

「くっそぉ、どうする!?　なんとかしねーと、このままじゃ学院中が男の肌色桃とう源げん郷きようになっちまうッ！　そんな『地獄ゲヘナ』はいらねぇッ！」

　グレンは眉み間けんにしわを寄せて、難しそうに唸うなり……

「ああもう、ド畜ちく生しようッ！　こうなりゃやってやらぁああああ──ッ！」

　もうヤケクソになって、グレンが研究室を飛び出していった。




　すっかり生まれたままの姿になった無数の男子達が手で股こ間かんを隠かくし、中庭のあちこちで死し屍し累るい々るいと蹲うずくまる中。

「い、嫌いやぁあああ──ッ!?　誰か、誰か助けてぇええええ──ッ!?」

　不幸にもこの場から逃げ遅おくれてしまったウェンディが、パニックに陥おちいって泣き叫んでいた。

　この魔導人形達は女性を襲うようには設定されておらず、実際はウェンディの周囲で新たな標的を探して徘はい徊かいしているだけなのだが、パニック状態のウェンディはそれに気付けない。

「ら、ら、《雷らい精せいの紫し電でんよ》ッ！」

　そして何度、攻性呪文アサルト・スペルを撃うっても、魔導人形達は倒れる気配がない。




「ふははははッ！　無駄なのだよ、そこなツインテールの美少女よッ！　その魔導人形達は、この私が自ら改良を施ほどこし、戦場での動作安定性と防御性能を、実戦投入可能なレベルにまで高めたモノだからな──ッ！　学生程度の攻性呪文アサルト・スペルなど効かんッ！」

「本当にツッコミどころの塊かたまりだわ、この人……それしかないわ……」

「あは、あはは……」

　水晶玉に中ちゆう継けいされる中庭の映像をのぞき込みながら、システィーナは深いため息を吐ついた。




　一方。

「あわわわ……ち、父上、母上、お許しくださいませ……今日、ウェンディは汚けがされてしまいますわ……」

　周囲をすっかり魔導人形達に取り囲まれてしまったウェンディが、とうとう涙なみだ目めで観念した──その時だ。

「待てぃ──ッ！」

　中庭に面した校舎の屋上に、突とつ如じよ、白銀の騎士の姿が現れる。

「罪無き人々を不当に苦しめる、悪あく辣らつ非道の者共よッ！　たとえ大いなる主しゆが許そうとも、この俺が許さんッ！」

「えっ!?　だ、誰ですの!?」

「我は太陽の使徒！　人呼んで仮面騎士──カイザーＸッ！」

　ばぁーん！　と、大鳥が空を羽ばたくようなポーズを決めるグレン。

「とうっ！」

　そして屋上を蹴って虚こ空くうに身を躍おどらせ、太陽光を照り返し、燦さん然ぜんと輝かがやく白銀の騎士がウェンディの傍かたわらに舞まい降おりる──




　水晶玉ごしに、そんなグレンを見ていたシスティーナとルミアは……

「……なんだかんだで、ノリノリじゃない。……何？　先生ってあの格好、実は結構、気に入ってたりする？」
















「ま、まぁ……先生って正義の味方とか好きだもん。ついテンションが上がっちゃったんだよ、きっと」

「はぁ……男って……」




「出いでよ！　（自じ称しよう）戦いくさ天使より賜たまわりし神の焰えん刃じん──聖せい剣けんエクセリオンブレード（命名：自分）──ッ！」

　グレンが背中の大剣を引き抜ぬき──一いち陣じんの風のごとく駆かけ抜けながら魔ま導どう人形達へと斬きりつける。

　すると、あれほど頑がん丈じようだった魔導人形達は、まるでバターのようにあっさりと両断され──

『○×△□○×△□──ッ!?』

　断だん末まつ魔まの叫さけびと共に、不自然なほど派手な七色の光を上げて爆ばく発はつし、光の粒りゆう子しへと分解して消しよう滅めつしていく──




「な、なにこれ!?　なんか妙みように派手な消滅の仕方だわ!?　一体、どうなってるの……？」

「ふはっはははははははは──ッ！　やはり敵が爆破散さん滅めつするのはお約束だからなッ！　魔導人形の改良自体は三日くらいで終わったのだが、この芸術的な爆破散滅っぷりを生み出すのに、実に三年もかかった！　感無量！」

「無駄な努力過ぎる!?」




　水晶玉のこちら側でそんなしょうもないやりとりがなされる一方、向こう側の中庭では、グレンによる魔導人形の一方的な掃そう討とう戦が行われていた。

「はぁああああああああ──ッ！」

　鎧よろいの効果で身体能力が超ちよう強化されたグレンの動きは圧あつ倒とう的だった。

　グレンが振ふるう一ひと太刀たちごとに、魔導人形達が為なす術すべもなく爆散していく。

　グレンの纏まとう白銀の鎧の格好良さ。

　グレンが振るう剣の閃せん光こうのような斬線の華か麗れいさ。

　人間の規格を超こえた速度と力強さで躍やく動どうするグレンの四し肢し。

　そして派手に散っていく敵。七色の爆光と、光の粒子が躍り彩いろどる戦場。

　もう、それはバカバカしいほど幻げん想そう的で、まるで神話に語られる天使と悪あく魔まの戦いを描えがいた聖画のような、華はな々ばなしくも神こう々ごうしい光景だった。

　眼前に展開されるその光景に圧倒されたウェンディは、ただただ呆ぼう然ぜんと刮かつ目もくするしかなくて──

「か……仮面騎き士し様……」

　次第に高鳴る胸の鼓こ動どうを抑おさえるように、胸むな元もとでぎゅっと手を合わせ、熱っぽく潤うるむ瞳ひとみでグレンを真っ直すぐ見つめ始め……




「ちょっとちょっと、ウェンディ……貴女あなた、大だい丈じよう夫ぶ？」

「な、なんだか、ウェンディの目……すっかり恋こいする乙女おとめだよね……？」

「完全に吊つり橋効果だな、これは。ふむ、興味深い……ようし！　次の研究テーマが決まったぁあああっ!?」

「貴方あなたは黙だまっててください！　シュウザー教授ッ！」




　そして。

「奥おう義ぎ・閃せん空くう斬ざん光こう剣けん──ッ！」

　という名前の、ただ剣を思いっきりフルスイングしただけの一いち撃げきが、最後の魔導人形を両断する。

　魔導人形はやはり、派手に爆散し、光の粒子へと砕くだけて散滅する……

「ふっ……この世界に悪が栄えたためしなしッ！（俺ＴＵＥＥＥ!?）」

　後に、この時のことを思い出しては布団の中で頭を抱かかえてゴロゴロする羽目になると今は夢にも思っていないグレンは、何か得体の知れないカタルシスを覚えながら、剣を納めた。

　そして、ぽや～っと、熱に浮うかされたような顔で見つめてくるウェンディに振り返る。

「怪け我がはないかな？　お嬢じようさん」

「えっ？　あっ、あの……わ、わたくしは大丈夫……ですわ……あ、貴方が……守ってくださいましたから……」

　普ふ段だんの強気で気位が高いウェンディはどこへやら。まるで別人のようにしおらしくなった彼女が、もじもじしながら顔を赤らめ、恥はじらうように俯うつむいている。

「あ、ありがとう……ございます、騎士様……そっ、その……せめて、何かお礼を……」

「ふっ、礼には及およばない。強しいて言うなら、君の笑顔が最高の報ほう酬しゆうだ」

「なっ!?」

　歯の浮くようなグレンの台詞せりふに、ぼっと耳まで真っ赤になるウェンディ。

「かっ……からかわないでくださいませ……わたくしは真しん剣けんですのに……騎士様、ひどいです……」

「はっはっは！　それはすまなかった！　あまりにも美しい淑女レデイを前に、この私も舞い上がっていたようだ！」

　そう言って、グレンがばさりとマントを翻ひるがえして踵きびすを返す。

「闇やみの手が君という光こう輝きの花を摘つみ取らんとする時、私はまた必ず君の元へと駆けつけよう！　さらば！」

　そのままグレンが駆け出し──。

「まっ、待ってくださいまし！　お名前を……せめて貴方様の本当のお名前を──ッ！」

　切なげな表情で、ウェンディがその背中に手を伸のばして──

　これが歌劇オペラなら、ウェンディの周囲を埋うめ尽つくさんばかりに咲さき誇ほこるのは色鮮あざやかなバラなのだが、今の彼女の周囲を埋め尽くしているのは、めそめそ泣いている全ぜん裸らの男子達である。




「……な　に　こ　れ……？」

「あは、あはは……」

　水すい晶しよう玉の向こう側に展開される寸劇のあまりの酷ひどさに、システィーナもルミアも目眩めまいを堪こらえきれなかった。

「はぁ……なんか妙にイライラするけど……とにかく、これでテストは終わりですね！　もう！」

「そっ……そうだね……無事に……と言えるかどうか微び妙みようだけど、終わって良かったね……」

「まったく先生も先生よ！　何よ、あの台詞！　調子に乗りすぎ！　後で絶対、説教してやるんだから……ッ！」

　なぜか急に不ふ機き嫌げんになったシスティーナが、オーウェルを振り返る。

「シュウザー教授！　先生が帰ってきたら、さっさとあの忌いま々いましい鎧を解いてくだ……あれ？」

　だが。

「え？　シュウザー教授……？」

　先ほどまで、すぐそばにいたはずのオーウェルの姿が、いつの間にか消えている。

「おかしいね……シュウザー教授、どこに行ったんだろう……？」

　ルミアが不思議そうに小首を傾かしげた。




（……うーん、俺って実は、ノリと勢いに任せて、結構ヤバいことやらかしちゃった……？）

　薄うす々うすそんなことに気づきながら、グレンが一刻も早くウェンディの側から逃にげようとしていた、その時だ。

「キャアアアアアアア──ッ!?」

「──ッ!?」

　突とつ然ぜん、背後から上がったウェンディの悲鳴に、思わずグレンが振り返る。

　そこには──

「ふははははははは──ッ！　油断したな、仮面騎士カイザーＸッ！」

　グレンの纏う白銀の鎧とまったく同じフォルムだが、色は闇色という黒鎧を身に纏った謎なぞの男が、ウェンディを背後から抱だきかかえ、その細い首に黒い大剣をあてがっている。

「お、お前は──ッ!?」

「我が名は黒騎士、ここに見けん参ざんッ！」

「……いや、オーウェルだろ、お前」

　もう、本日何度目になるかわからない目眩を必死に堪えるグレンの図。

「なにやってんだ、テメェ……今度はどういうつもりだ……」

「ふっ！　仮面のヒーローには、対ついとなる好敵手ライバルの存在が不可欠ッ！　平和のために、私は敢あえて涙なみだを吞のんで、闇堕おちすることにしたのだッ！」

「地じ獄ごくに堕ちろ」

「ふははははっ！　信じていた仲間が敵になる展開もまた、お約束ッ！」

「いや、欠片かけらも信じてねえから」

　ぶるぶると肩かたを震ふるわせるグレン。

「いやぁ、瞬しゆん間かん装そう甲こう蒸じよう着ちやく式は、新しい魔導術式！　装甲を身体からだに蒸着した瞬間、圧死とか窒ちつ息そく死とか、命に関わるトラブルの可能性もあったのだが、君が着用したことで完かん璧ぺきな安全性が確認されたからなッ！　ゆえに私も安心して闇堕ちができるというもの！　礼を言うぞ、仮面騎士カイザーＸッ！　ふははははははは──ッ！」

「もうね……俺、お前のこと、マジでぶん殴なぐりてぇ……」

　未いまだかつて、これ程、やりたい放題フリーダムな人間がいただろうか？　例えばセリカも自分も、かなりのロクでなしだとは思っていたが……この男と比べたら、自分達なんて可愛いものなんじゃないだろうか？

「さぁ、どちらが真のヒーローに相応ふさわしいか勝負だ、カイザーＸッ！　言っておくが──この黒騎士の鎧には、君の鎧の二倍のスペックがあるッ！」

「うっわー、ずりぃー……」

「そして、この勝負に応じなければ、この娘むすめがどうなるかわかっているだろうな……クックック……」

「き、騎士様……戦ってはダメですわ……どうかわたくしに構わず……」

「ああもう！　なんなんだよ、この展開!?」

　そもそも人ひと質じちを取っておいてヒーローもクソもあるかよ……そう突つっ込みたいのを我が慢まんし、グレンは黒騎士──オーウェルに立ち向かう。

「まぁ、いいだろう……相手をしてやるぜ……いい加減、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おもぶっ千ち切ぎれる寸前だしな……」

「ふっ、やはり少女のために勝ち目のない戦いに身を投じるか！」

「き、騎士様……わたくしのために……」

「だが、貴様は忘れていないかな？　私には、この人質がいるのだぞ？」

「ああ、そりゃ大丈夫だ。実は俺、こんな状じよう況きようを打破する魔ま法ほうの言葉を知ってるんだ」

「……む？」

　訝いぶかしむオーウェルの前で、グレンは突然、剣けんを放り捨て──

「さぁ、来いよ、黒騎士ッ！　剣なんて捨ててかかってこいッ！」

　そのまま拳こぶしを構えるグレン。

　そして、対するオーウェルは──

「フッ、成る程……男の勝負に人質など必要ない……剣も必要ない！　誰だれが貴様など……貴様など怖こわくないッ！　貴様を血祭りに上げてやるわぁああああああああああ──ッ!?」

　最後まで清すが々すがしいほど、お約束に準じ、剣も人質も放ほう棄きして、拳でグレンに殴りかかるのであった……




　まぁ、当然といえば、当然だが。

　破格の天才ではあるが、肉体的には貧弱な魔ま術じゆつ研究者に過ぎないオーウェルと、かつて帝てい国こく軍でみっちりと戦せん闘とう訓練と実戦経験を積んで鍛きたえ上げられたグレン。その両者が、ただの『格かく闘とう戦』をやればどうなるか……果たして二倍程度のスペックで、その差を覆くつがえせるか……そんなものは火を見るより明らかである。




　数分後。

「あー、すっきりしたぁー……生きてるって素晴らしいや」

　仮面に隠かくれて見えないが、恐おそらく、とてつもなく良い笑顔を浮かべているであろうグレンの傍かたわらに……

「……ゴフッ（吐と血けつ）」

　鎧よろいが原形をとどめなくなるまで、全身ボッコボコに殴られまくったオーウェル扮ふんする黒騎き士しが、まるでボロ雑ぞう巾きんのように転がっていた。

「そ、そうだよね……いくら鎧のスペックが上でも……格闘スキルがないと意味ないよね……なんか違ちがうなって……思ってたんだ……」

　ぶつぶつ呻うめくオーウェル。

　そして、そんな二人を遠巻きに。

「騎士様……やっぱり素敵な御お方かた」

「あの凄せい惨さんなリンチを長々見せつけられて、まだそう思えるあたり、ウェンディ……貴女、本格的に大だい丈じよう夫ぶ？」

「あはは……恋こいは盲もう目もくだね……」

　ウェンディが熱っぽく切なげな目でグレンの背中を見つめており、中庭までやってきたシスティーナとルミアは、不安げにため息を吐ついていた。

「今日のところは君の勝ちだ、カイザーＸ……だが、覚えておくがいいッ！　人の心に闇がある限り……いつか必ず第二、第三の黒騎士が現れるということを……さらば──ッ！」

　そして、オーウェルが腰こしのバックル部分に、なんらかの操作をすると。

　ぴぃー。ぴぃー。

　グレンの鎧と、オーウェルの鎧から何か妙みような音が鳴った。

『『後、三十秒デ自じ爆ばくシマス──』』

　魔術音声が二つ同時に流れ始める。

「……おい、てめぇ……今、一体、何をした？」

　仮面に隠れて見えないが、恐らく真っ青になりながら、グレンが呻く。

「決まってるだろう？　自爆だよ、自爆。自爆は男のロマン！　この『騎士の魂ナイツ・ソウル』シリーズには、全て自爆術式を組み込んであるのだ……」

「ホント、ロクなことしねーのな、テメーは。ちったぁ、自じ重ちようしろよ」

「そしてだ！　悪のボスの最期は、やはり自爆と決まっている。その理ことわりに従い、私は潔いさぎよく散ろう……」

「いや、別にお前がどうなろうと、どうでもいいんだが……なんか、俺の鎧の自爆術式まで作動してるっぽいのは、なぜだ？」

「……え？　あ、ホントだ。それは多分、自爆術式の起き爆ばく機構に、黒騎士とまったく同じものを使ったからだ！　この天才の私としたことが、なんてお茶目なミスを……てへ☆」

「……そうか」

　グレンがちらりと、システィーナ達を振ふり返ると。

「い、嫌いやぁああああ──ッ!?　騎士様ぁああああ──ッ!?」

　システィーナとルミアが、涙を流すウェンディを引きずりながら、グレン達から退たい避ひしていく姿が見えた。

　ルミアが申し訳なさそうに、手を合わせて、ぺこぺこしている。

　別に彼女らに恨うらみはない。自分に付き合って巻き込まれる必要はまったくない……真にそう思う。

　ただ、一つだけ、グレンが心の底から言いたいことは──

「ふっざけんなぁあああああああああああああああああああああ──ッ！」

　カッ！

　そんなグレンの魂の叫さけびは、学院を揺ゆるがすような大爆ばく発はつ音に、かき消されるのであった──




　──翌日。

「なぁなぁ、聞いたか？」

「ああ、オーウェル＝シュウザー教授が昨日、またやらかしたんだってな」

「今回はある意味、過去最低最悪の地獄だったらしいぞ……？」

「あー、今回は巻き込まれなくてよかったぁ……くわばらくわばら……」

　学院中が、昨日起きた惨さん劇げきの噂うわさ話ばなしで盛り上がっている。

「……で？　シュウザー教授は？」

「ああ、全身に包帯をぐるぐる巻きながらも、ぴんぴんして、また研究室で何か怪あやしい研究してるってよ」

「げっ、まだ死んでないのかよ……」

「それどころか、なんでも『素晴らしい好敵手ライバル兼けん協力者パートナーを見つけた』って……妙にハイテンションで、やる気ＭＡＸらしいぜ？」

「なっ!?　ふ、ふざけんなよ!?　誰だよ、あの変態マスターにそんな餌えさを与あたえるバカは!?」

「誰だか知らないけど、どうせ、ロクでなしに決まってるさ……」

　クラスのあちこちで、そんなひそひそ話が上がる中、教きよう壇だん上のグレン（全身包帯と火傷やけどだらけ）は、青ざめながらそ知らぬ振りで、黒板に魔術式を書いている。

　深いため息を吐くシスティーナ。

　苦笑いするしかないルミア。

　そして。

「騎士様……」

　窓まど際ぎわの席で頰ほお杖づえをつき、憂うれいに彩いろどられた表情で、ウェンディが窓の外を眺ながめている。

「貴方あなたは本当に、あの爆発で……？　ううん、そんなはずはありませんわ……あの方はきっと生きていらっしゃる……わたくしは信じていますわ……そして……また、いつか……」

　ウェンディの形のよい唇くちびるから、切なげな吐と息いきが漏もれ……

　抜ぬけるような蒼あおを湛たたえるフェジテの空に霧む散さんするのであった。



















　とある日、アルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院の裏庭にて。

「ずっと君のこと見ていました！　どうか僕と付き合ってください！」

「ええと……」

　戸と惑まどうルミアの前で、頭を下げる学院の男子生徒。

　手紙で呼び出されたルミアが男子生徒から告白をされているという、青春真まっ只ただ中なかな光景がそこにあった。

「ごめんね、エイク君。私は……」

　申し訳なさそうに頭を下げるルミア。

　その男子生徒にとっては、ほろ苦い経験だけど後から思い返せばとても良い思い出……そんな青春の一ページになりかけた、その時だ。

「ルミア──ッ！」

　空気の読めない叫さけびが上がる。

　どどどど──ッ！　と。その場所に少女が一人、無表情ながらも鬼き気き迫せまるものを全身に漲みなぎらせ、猛もう然ぜんと駆かけ寄ってくる。

　伸のび放題の青あお髪がみを適当な紐ひもで雑にくくった小こ柄がらな少女だった。その細ほそ腕うでに携たずさえられたものは大たい剣けん──長大で、無骨で、小柄な体たい軀くのその少女にはあまりにも不釣つり合いな代しろ物ものだ。

「リィエル!?」

「ひぃ──ッ!?」

　突とつ然ぜんの異様な姿の乱入者に、男子生徒は恐れおののき、後ずさる。

「ルミアから──離はなれて！」

　疾しつ風ぷうの如ごとき走力で、男子生徒との彼ひ我がの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで消し飛ばしたその少女──リィエルが、大剣を振ふりかぶり──稲いな妻ずまの如く打ち下ろす。

　どがぁん！

　学院中に鳴なり響ひびく盛大な破は砕さい音。

　怯おびえた男子生徒が頭を抱かかえて屈かがみ込んだその背後──裏庭に面した校舎の壁かべ──を、少女の大剣が打ち据すえて破砕し、大穴を穿うがっていた。

「な、な、なぁあああああ──ッ!?」

　ほろ苦い思い出の青春の一ページが一転、最も早はや思い出したくもない最悪の一ページと化した涙なみだ目めの男子生徒に、リィエルが大剣の切っ先を突つきつける。

「ルミアに手を出すつもりなら許さない。斬きる」

　その口調は何の感情も感じさせない淡たん々たんとしたものだが──この場合、それが余計に怖こわい。

「こ、こらぁ──っ!?　駄だ目めじゃない、リィエル！　そんな乱暴なことしちゃ！」

　呆あつ気けに取られるルミア、尻しり餅もちをついて怯えまくる男子生徒、大剣を構えるリィエル、そんな彼女らの前に遅おくれて駆け寄ってきた銀ぎん髪ぱつの少女は──

「システィ!?　どうしてここに？」

「ごめん！　ルミアが告白に呼び出されるっていうから、どうしても気になっちゃってさ……校舎の陰かげからこっそり覗のぞき──見守ってたんだけど、そしたら、リィエルが突然、暴走しちゃって……」

　息を切らして駆け込んできた少女──システィーナは申し訳なさそうに弁明し、リィエルに怒おこったように向き直る。

「もう、リィエルったら、一体、何やってるのよ!?」

「だって……」

　システィーナの叱しかるような口調に、リィエルがほんの少ししょげる。

「こいつ……ルミアに『僕と突き合って』って言った」

「……？　それがどうしたの？」

「わたしが駆けつけなかったら……ルミアはこいつと刃は物ものか何かで『突き合い』をしなきゃいけないところだった。間に合ってよかった……と思う」

「そういう意味じゃないの！　『付き合ってください』っていうのは、男女交際を申し込んだだけなの！」

「……ダンジョコウサイ？」

　微かすかに目を見開いて、リィエルがルミアに振り返る。

「ルミア。ダンジョコウサイって……なに？」

「あ、あはは……それはね……」

　ごにょごにょと、リィエルの耳元で男女交際に関する基き礎そ知識を簡単に説明するルミア。

「……よくわからないけど……好き合っている男と女が突き合うの？」

「うん、まぁ、そうなるのかな……」

　すると。リィエルは足あし下もとで怯えまくっている男子生徒へくるりと振り返り、眠ねむたげな目で見下ろす。

「そういうことなら、無理。だってルミアが好きなのは多分、グレン。だから、ルミアはグレンと突き合いたいはず。諦あきらめて」

　ほろ苦いだけだったはずの青春の一ページを最悪の一ページに貶おとしめた青い悪あく魔まに、今度は容よう赦しやないトドメまで刺さされて──

「う、うわぁああああああああああああああああああああんッ！」

　男子生徒は号ごう泣きゆうしながら走り去っていく。

「も、もうリィエルったら、何を言ってるの！　私はそんな……」

　微かに頰ほおを赤く染めながら慌あわてたように言うルミアに……

「大だい丈じよう夫ぶ。ルミアとグレンが突き合うときは、わたしも手伝う。だってわたしもグレン、好きだし」

　がしゃり、と。リィエルはいつものように無表情ながら、どこか得意げに大剣を構えてみせる。

「あ、あはは……まだ、何か誤解しているような……？」

「それどころじゃないわよ、ルミア……騒さわぎを聞きつけて、人が集まってきたわ……どうしよう……」

　システィーナがため息を吐つきながら、周囲を見み渡わたす。

　なんだ今の騒ぎは？　と、裏庭に続々と人が集まってきている。

　システィーナがちらりと視線を向けた先には……大穴が開いた学院校舎の壁があった。




「リ　ィ　エ　ル　ぅ[image: ～][image: ～]ッ!?」

　学院の教職員室にて。

　こめかみに青筋をビキビキ浮うかべたグレンが、眼前でぼけっと突っ立っているリィエルを睨にらみつけた。

「どうしたの？　グレン。変な顔」

　だが、グレンの鬼おにのような形ぎよう相そうに対し、リィエルは眠たげな無表情を微み塵じんも揺ゆるがすことなく、ぼそりと興味なさそうに応じる。

「いやなぁ……君は一体、何度問題を起こしたら気がすむのかなぁ……？」

「……問題？　それは心外。わたしがなにか問題を起こしたなんて……きっとグレンの勘かん違ちがい」

「んなわきゃあるかぁあああああああああああああああああ──ッ！」

　ずわっ！　と書きかけの始末書の束を頭上に放り投げ、グレンはリィエルの頭を両手の拳こぶしで挟はさむと、こめかみをグリグリと物もの凄すごい勢いで抉えぐり始めた。

「痛い」

「お前、この手の器物破損、今週に入って何度目だ!?　お陰で俺の監かん督とく不行き届きの始末書執しつ筆ぴつ活動が、売れっ子作家並みにエンドレスループだこの野や郎ろうォッ！　印税よこせよコンチクショォオオオオオオオ──ッ！」

「先生、どうかお気を確かに！」

　グレンを宥なだめるルミア。

「止めるなぁ──ッ！　こいつのせいで俺の給料もカットされまくりなんだぞ!?　印税でウハウハどころか、書けば書くほど生活が苦しくなるブラック仕様っぷりじゃああああ──ッ！」

「グレンも大変ね」

「お　ま　え　が　言　う　な、お前がッ!?　この諸悪の元げん凶きようッ！」

　まるで他人ひと事ごとのように呟つぶやくリィエルの頭を鷲わし摑づかみにして、ギリギリと万まん力りきのように締しめ上げる。

「痛い」

「くそ……元々、社会不適合なやつだとは知っていたが……やっぱ、このままじゃ問題あるよな……」

「確かに、それはそうですね……リィエルにはもうちょっと一いつ般ぱん常識を知ってもらわないと……」

　ため息交じりのグレンの呟きに、この時ばかりは流石さすがのシスティーナも素直に同意していた。

　リィエル＝レイフォード。

　彼女は元々、この学院の生徒ではない。帝国軍時代のグレンの元・同どう僚りよう──帝国宮きゆう廷てい魔ま導どう士し団の特務分室に所属する現げん役えきの魔導士である。

　とある複雑な事情を抱えた女子生徒ルミアの護衛を密かに務めるために、先月、帝国軍から編入生として派は遣けんされたのである。

　そして、同じく先月あった遠えん征せい学修先で色々とあって、リィエルは本当の意味でグレンのクラスの仲間になれた……のではあるが。

　その特とく殊しゆな生おい立ちゆえの常識のなさから発生する突とつ拍ぴよう子しもない言動と社会不適合者ぶりは相変わらずであり、今もなおグレンの悩なやみの種である。

（やれやれ……なんか良い手はないものか……このままじゃ、俺の懐ふところ具ぐ合あいが本格的にヤベェ……）

　リィエルが起こすトラブル……特に器物破損に関する被ひ害がい額は、グレンの監督不行き届きということで、ただでさえ減給されがちなグレンの給料から、さらに天引きされる形で責任を取らされている。世の中は実に理り不ふ尽じんだ。

（リィエルに一般常識を勉強させつつ……なんかこう、俺の懐具合もあったかくなるような……む、そうだ！）

　ふと、良いアイデアを閃ひらめいたグレンが、びしりとリィエルを指さす。

「よし、リィエル。お前、アルバイトしろ！」

「あるばいと？　働くってこと？」

　リィエルが眠たげな表情のまま、微かに小首を傾かしげた。

「そうだ、よく知ってるな、偉えらいぞ。よくよく考えてみたんだが、お前の世界はまだ狭せまい。ここは一つ、普ふ段だんとは違う人達と協力して働きながら、社会というものを勉強するといい」

「あ、それはいいかもしれませんね」

　ルミアが微笑ほほえみながら同意した。

「私も以前、近所の子供達相手に家庭教師のアルバイトをしたことがあるんですけど、単純な勉学とはまた違う発見がたくさんあって、凄すごく勉強になりましたよ？」

「だろ？　やっぱ社会に出て働くって素晴らしいことだよな!?」

「……先生がそれ言うと、なんか物凄い違い和わ感かんを覚えるんですけど……」

　ジト目で取り敢あえずツッコミを入れておくシスティーナ。

　だが、グレンのその提案自体は悪くないように思えた。

「まぁ、先生にしてはマトモでいい案だと思いますよ？　うん、そういうことなら私達も協力……」

　だから、システィーナは素直に賞賛し、協力を申し出ようとするが……

（くっくっく……よぉ～し、これで俺が窓口になってリィエルを雇こ用よう者に仲ちゆう介かいし、アルバイト料をピンハネすれば……こいつのせいで減給されまくって寂さびしくなった懐具合が少しはマシになるぜ……ふっ、完かん璧ぺき過ぎる……ッ！）

　グレンは何やら小声でぶつぶつ呟きながら、いかにも悪そうな顔で薄うす笑わらいを浮かべていて……

「……あれは絶対、何かロクでもないこと考えてる顔だわ……」

「ま、まぁまぁ……リィエルのお勉強ということに関しては、決して悪い案じゃないんだし……」

　呆あきれ顔のシスティーナを、いつものようにルミアが宥めるのであった。

「よくわからないけど……わかった、働く。グレンがそう言うなら」

「おう、そーかそーか！　やってくれるか！　そういうことならバリバリ働いて是ぜ非ひガッポガッポ稼かせ──たくさん勉強してくれ！　期待してるぜ！」

「……ん。頑がん張ばる。グレンの期待に応こたえてみせる」

「素直な良い子だわ……将来、変な男に騙だまされないように、私達が気をつけてあげないと……」

「あはは……」

　流石にルミアも苦笑いであった。

「でも、先生？　一体、リィエルにどんな仕事をさせてあげるんですか？」

「そーだな……まぁ、人には向き不向きってのもあるだろうしな……」

　グレンが思し索さくに耽ふけり始めた、その時だった。

「仕事を探していると──」

「──聞きましてッ！」

　ばぁんっ！　と突とつ然ぜん、盛大に開け放たれる教職員室の扉とびら。

「ふはははははは──ッ！　世紀の天才魔導工学教授ッ！　オーウェル＝シュウザー、此こ処こに見けん参ざんッ！」

「白しろ魔ま術じゆつの世界的権けん威いッ！　ツェスト＝ル＝ノワール男だん爵しやく、貴女あなたの御ご前ぜんに！」

「却きやつ下かだ、馬ば鹿かッ！」

「「ギャアアアアアアア──ッ!?」」

　学院の変態教授達……オーウェルとツェストの二人が現れるや否いなや、グレンは猛もうダッシュからのドロップキックで二人を蹴け散ちらす。

「な、なぜだ、グレン先生!?　仕事を探してるんだろう!?　ならば、ちょうど良い！　我が世紀の新作発明品の実験台に──」

「私も精神支配の白魔術研けん鑽さんの為ために施せ術じゆつ対象となる可愛い少女を募ぼ集しゆうしててな、決してやましい目的はない！　これも魔術の発展のための崇すう高こうな──」

「だ　か　ら、却下なんだよッ！　帰れ、この変態マスターどもッ！」

「「報ほう酬しゆうは弾はずむッ！」」

　声を揃そろえて叫さけぶオーウェルとツェスト。忘れられがちだがこの二人、無む駄だに貴族で無駄に金持ちだった。

「早さつ速そく、商談に移りましょうか」

　するとグレンは神速で掌てのひらを返し、オーウェルとツェスト男爵の肩かたに手を回し、促うながすように歩き始めて……

「《三人共・いい加減に・してください》──ッ！」

「「「ギャアアアアアアアアッ!?」」」

　システィーナの黒くろ魔ま【ゲイル・ブロウ】の巻き起こした激しい突とつ風ぷうが、三バカを吹ふき飛ばすのであった。




「まぁ、というわけで……」

　グレン達は、辺り一面に薬草が植えられている学院の薬草園にいた。

「いきなり学院の外に出てアルバイトじゃ、いくらなんでもリィエルにはハードルが高すぎるだろうからな。まずは学院内の学生向けアルバイトをこなして、労働そのものに慣れさせる方向でいきますか」

　周囲を見み渡わたせば、この場所にいるのはグレン達だけではない。学院の他の生徒達も二十人近く集まっている。

「いやー、ちょうどセシリア先生がアルバイトを募集してて良かったぜ」

　グレンが目を向ける先には、線の細い女魔術師がいた。柔やわらかな髪かみを緩ゆるく三つ編みにした、いかにも優しげで儚はかなげな印象の年若い娘むすめだ。グレンとほぼ同い歳くらいだろう。

　名は、セシリア＝ヘステイア。

　派手で妖よう艶えんなセリカとはまた違った方向性の美人であり、法医系の白魔術や魔術薬調合の達人。その腕うで前まえは学院内の誰だれもが認めるほどだ。

　セシリアは魔術講師としてクラスの担任は務めていないが、学院の医務室に法医師として常じよう駐ちゆうしている魔術師であり、現在、第四階梯クアツトルデ。

　一般的な魔術師の多くが一生をかけても第四階梯クアツトルデ止まりであることを考こう慮りよすれば、この若さで第四階梯クアツトルデに到いたったセシリアは才さい気き溢あふれる将来有望な女性ということになるのだが……

「あの……セシリア先生？　大だい丈じよう夫ぶっすか？　なんか顔色すっごく悪いんですけど……？　汗あせも凄いし……」

「あはは、大丈夫ですよ、グレンさん……私ったら昨日はつい夜よ更ふかししてしまいまして……たった十一時間しか寝ねてないから寝ね不ぶ足そく気味で、微び熱ねつが出ちゃって……」

「え、ええー……？」

　戸と惑まどうグレンを他所よそに、セシリアは肩かた掛かけ鞄かばんから瓶びんを取り出し、その中に手を突つっ込んで何らかの自作魔術製丸がん薬やくを大量に摑つかみ取り、口に運んでボリボリガリガリかじって嚥えん下げする。

「うっ、ごふっ……んっ……ふぅ……ご心配かけて本当にすみません……こうしておクスリを飲めば、私、大丈夫ですから……げほっ、ごほっ！　うーん、今年の風邪かぜは厄やつ介かいね……」

　どん引きの一同の前で、突然血を吐はき始めるセシリア。

「か、風邪……？　いやいやいや待ってくださいって!?　それ絶対、何かの重じゆう篤とくな病気ですよね!?　風邪なわけないですよね!?」

「だ、大丈夫です……本当にただの風邪なんです……私、肺と胃と腸と肝かん臓ぞうと膵すい臓ぞうと心臓と血管とその他諸もろ々もろの器官が生まれつき弱いから、風邪引くとつい血を吐いてしまう体質で……」

「それ、内臓のほぼ全部じゃないっすか!?」

　このように彼女は極きよく端たんな虚きよ弱じやく・病弱体質で、確かにその才気は本物なのだが……はたして、将来それが花咲さくまで生き残れるかどうか、はなはだ不安極きわまりない人であった。

「はぁ……はぁ……うん、今日の血の色は鮮あざやか……私はまだ大丈夫……お母さん……私はまだ元気だよ……」

　手を染める血を見て、どこか悲ひ壮そう感に満ちた笑みを浮うかべるセシリア。

「グレン。この人、死にそう」

「こら、言っちゃいけません」

「あはは、いいんです。私が病弱で、皆みなさんに余計な心配をおかけしてしまっているのは事実ですから。それよりも皆さん、今日はお仕事よろしくお願いしますね？」

　守ってあげたいこの笑顔である……口の端はを血の筋が伝ってはいるが。

　そして、セシリアはふらふらしながら、説明を始めた。

「今日、集まっていただいた皆さんにやっていただきたいお仕事は、まず、新しい薬草を植えるために、あの区画の畑を耕して、土おこしをすることです。これは主おもに男子生徒達にやっていただきます」

　セシリアが指さす区画には、休耕期間を経へて、やや荒あれた畑があった。

「そして、女子生徒達には、男子の皆さんが土おこしした場所に、新しい薬草の株を植えていっていただきたいのですが……」

　セシリアが集まった生徒達を見渡し、困ったように頰ほおに手を当てる。

「うーん……今回は割合的に女子の方が多いですね……あれだけの耕地をこの人数の男子の方々だけに耕していただくのは負担が大き過ぎますし……わかりました、仕方ありませんね」

　すると、セシリアは意を決したように頷うなずいて腕をまくり、かたわらに置いてあった鍬くわを、よいしょ、よいしょ……と散々苦労してやっと持ち上げ、生まれたての子こ鹿じかのようにブルブル手足を震ふるわせながら、鍬を構える。

「……私も土おこし組に回ります！」

「や　め　て　く　だ　さ　い。死にたいんですか？」

　グレンが頰を引きつらせながら、無む謀ぼうに意気込むセシリアから鍬を取り上げた。

「でも……生徒達ばかりに負担をかけるのは……げほっ、ごほっ……」

　言ってる先から血を吐き始めるセシリア。どう見ても瀕ひん死しである。

「いいですから！　そんな心配しなくても大丈夫ですって！　なんてったって、こいつがいますから！」

　グレンが、ぼや～っと突っ立って畑を物もの珍めずらしそうに眺ながめているリィエルを、ぐいとセシリアの前に突き出す。

「こいつは無駄に腕わん力りよくと体力があり余っているやつでして……つーか、薬草の株植えみたいな繊せん細さいさを要する作業、嫌いやな予感がしまくるからこいつにやらせたくないですし……土おこし組が人手不足というなら、こいつを一人回せば万ばん事じ解決ですから」

「……え？　そんな……こんなに小こ柄がらで華きや奢しやな女の子なのに……？」

　セシリアが信じられないといった風にリィエルを見る。

「人は見た目によらない典型っすよ、こいつは。まぁ、実際に見てもらった方が早いっすかね」

　グレンがセシリアから奪うばった鍬を、リィエルに放る。

「……？」

　それを受け止め、不思議そうに見つめるリィエル。

「リィエル、掘ほれ！」

「……わかった」

「えっ!?　ちょ、先生待って──」

　システィーナの制止の声は間に合わず、リィエルはおもむろに鍬を振ふり上げ──

　どざぁあああああ──っ！

　一振りで、地面にどでかいクレーターが口を開け、大量の土が土柱となって空に舞まい上がり──

　咄とつ嗟さに黒魔【エア・スクリーン】の呪じゆ文もんを唱えて空気障しよう壁へきを張ったシスティーナとその効力圏けん内ないにいたルミア以外の全員が、頭から大量の土を被かぶり、まだ何も作業をしていないのに土まみれになった。

「……はぅ」

　セシリアなどは、降ってきた土砂に押おし潰つぶされるように倒たおれてしまった。

「……こうなること、予想できませんでした？」

「……すまん、ちょっと気ぃ抜ぬいてたわ……」

　咎とがめるようなシスティーナの視線を、グレンは脂あぶら汗あせを浮かべて受け流すしかない。

「でも……確かに、これだけの力があれば大丈夫ですね……」

　生徒達に助け起こされながら、セシリアが納得したように呟つぶやいた。

「ええと……リィエルさん？　今日は薬草畑の土おこし作業、どうかよろしくお願いしますね？」

「ん。任せて。全力でやる」

「全力は出すな、全力は……手加減してやってくれ、頼たのむから……」

「今日のこの仕事は便べん宜ぎ上、私が指揮監かん督とくをしますが、これは学院からの正式な仕事依い頼らいなので、少ないながらもちゃんとお給金が出ますので、皆さん、頑がん張ばってくださいね？」

「ん。頑張る」

「……ほどほどにな」

　何やら先行きに不安を感じながら、グレンはため息を吐ついていた。




　そして。

「ぉおおお、あの子スゲェ……」

「鍬二刀流とか初めて見た……」

　鍬を構えた男子生徒達の驚きよう愕がくの視線が集まる先に、リィエルがいた。

　片手に一本ずつの鍬を持ち、それを息つく間もなく、連続して交こう互ごに地面へ振り下ろすという馬ば鹿かげた荒あら業わざを、リィエルは披ひ露ろうしている。

　どかかかかかかかかっ！

　それなりに重たいはずの鍬が、小枝のように振り回されるその光景。まるで二本の包丁で挽ひき肉にくでも作ってるかのように、休耕を経て硬かたくなった土がどんどん耕されていく。

　リィエルの表情は、相変わらず眠ねむたげで、その作業に何の苦も感じてなさそうだった。

「り、リィエル凄すごいね……」

　耕された端はしから、新しい薬草の株を丁てい寧ねいに植えていたルミアが手を止め、感心したようにリィエルを見た。

「あの子、本気出すとあんなものじゃないわよ？　だって、あの子は今、身体能力強化の魔ま術じゆつを使ってないんだもの……」

「そ、そうなの？」

　隣となりで同じように作業をしていたシスティーナの言葉に、ルミアがびっくりしたように声を上げる。

　魔ま導どう士しとしてのリィエルの基本戦法は、錬れん金きん術で高速錬れん成せいした大たい剣けんに、身体能力強化魔術を乗せて振り回す、という単純なものである。それだけに、身体能力強化を乗せずとも、あれだけの作業ができるのは驚おどろきだ。

「あー、身体能力強化の魔術は持久的な作業に向かないからな」

　すると、グレンが解説を始めた。

「強化中は常に魔ま力りよくを消費するせいで、達成仕事量のわりに体力消しよう耗もう度が激しくて、むしろ結果的に作業効率が落ちることが多い。だから身体能力強化魔術の使い手は、常に魔力消費のペース配分との勝負になる。それに実戦においては多くの場合、身体能力強化に回す魔力を、攻性呪文アサルト・スペルに回した方が効果的だしな」

「だから、魔術師の多くが身体能力強化の魔術を好まないんですね……」

　納得したようにシスティーナが相づちを打つ。

「そういうことだ。だから素すの身体能力が化け物じみてるリィエルにこそ、こういう作業はうってつけだな」

「ま、それはわかったんですけど」

　システィーナがジト目で、グレンを見やる。

「……先生は一体、何をやってるんですか？」

「あー、見りゃわかんだろ？　昼ひる寝ねだよ、昼寝」

　ご覧のとおり。

　生徒達が皆で力を合わせて、せっせと働いている中で……グレンだけが畑の畦あぜの上でごろりと寝っ転ころがって、ぐーたらしていた。

「皆、頑張ってるんですよ？　少しは手伝おうとか、そういう気分にはならないんですか……？」
















「なるわけない。働きたくないし、何より面めん倒どう臭くせぇ」

　清すが々すがしいほどきっぱりと言い切るグレン。

「それに俺、リィエルの監かん視しという超ちよう忙いそがしい重要任務があるし？　だから野の良ら作業したくてもできないなぁー、残念だなぁー、たまには土いじりも悪くないと思ってたんだけどなぁー」

「この男は……ッ！」

「ま、まぁまぁ、システィ。元々、リィエルのためのお仕事なんだし……私達が手伝ってるのも有志なんだからさ」

「ルミアの言うとおりだけど、なんかムカつく！」

　グレン達がしょうもないやりとりを交わしている間にも、土おこしの作業はどんどん進んでいく。

「おいおい、リィエルちゃん。もうちょっと手加減してくれよなー？　土がこっちまで飛んできたぞー？」

「……あ。ごめん」

「あはは……頑張ってるのはわかるけど、もうちょっと周囲のことも考えて気楽に行こうぜ？」

「ん。気をつける」

　無む駄だ口一つ叩たたかず、一心不乱に黙もく々もくと作業を続けるリィエルの印象は、周囲にはそれなりに良いようだ。共に作業を続ける男子生徒達と、何気ない会話が交わされていく。

「リィエルさぁ～ん、ちょっとこっちに来てください！　こっちはまだ、土が硬くて……」

「わかった。今、行く」

　最初こそやらかしたものの、基本的に真ま面じ目めで素直なリィエルは、女子生徒達の受けも良かった。

「リィエルちゃん、すまん。土の中から結構デカい石が見つかっちまった。掘り返すの手伝ってくれないか？」

「……ん。任せて」

　思った以上に、リィエルは周囲と協力してせっせと仕事をこなしていく。

「おお、いいんじゃね？　これ。リィエルのやつ、めっちゃ社会勉強できてるんじゃね？　ふっ……やはりこのグレン＝レーダス大先生様の目に狂くるいはなかった……その調子でウチのリィエルをよろしく頼むよ、若人わこうど達！　心から応おう援えんしてるぞ、はっはっは！」

（（（ウザい……）））

　その場に集つどう生徒達の胸中は、この瞬しゆん間かん、完かん璧ぺきに一いつ致ちしていた。




　そして。

「ごほッごほッ！　み、皆みなさぁん……そろそろ、休きゆう憩けいにしましょうね？」

　セシリアが血を吐はきながらそう宣言し、生徒達が作業の手を止める。

「皆さん、凄いですね！　予定していた耕地の半分以上が、もう終わってしまうなんて……」

「いやぁ、リィエルちゃんが大活かつ躍やくしてくれましたから！」

「うん、本当にリィエルがいてくれて良かったわ！」

　皆が口々にリィエルを賞賛する。

「……ん」

　素そっ気けなく応じるリィエル。

　リィエルの無愛想な無表情は相変わらずだが……どこか照れているような雰ふん囲い気きであった。

「ええ、本当にリィエルさんが手伝ってくれて助かりました。おかげで私、嬉うれしくて貧血で倒たおれちゃいそう……あぁ……あ、……誰だれか、私の鞄かばんからクスリを……せ、世界が暗いです……」

「うわぁあああ、先生ぇ[image: ～][image: ～]ッ!?」

「しっかりしてください[image: ～][image: ～]ッ!?」

　がくりと力を失って倒れかけたセシリアを、周囲の生徒達が慌あわてて両りよう脇わきから抱だき支える。

「とにかく皆さん、疲つかれてきているでしょうし、休憩しませんか？」

「私達にというより、むしろセシリア先生にこそ休息が必要な気がするけど……別の意味で」

　大量の丸がん薬やくをボリボリとかじり、瓶びん入りの変な色の飲み薬を呷あおるセシリアに、システィーナがため息交じりに呟つぶやく。

「ここからでは少し遠いですけど、学院のカフェテラスまで行きましょう。皆、頑がん張ばってくれたから、今日は私が紅茶とお菓か子しをご馳ち走そうしますね？」

「おお、やった！　サンキューッ！　セシリア先生！」

　生徒達から歓かん声せいが上がる。

「では、早さつ速そく皆で行きましょう？　なにせ、これが私の最後のティー・タイムになるかもしれないし……ふふっ、なぁんてね？」

　くすっと童女のように可愛らしく冗じよう談だんめかして笑うセシリア。

「……やめてください、先生。貴女あなたが言うと冗談に聞こえません……」

　システィーナを筆頭に、生徒達は冷ひや汗あせをかいて頰ほおを引きつらせる。

　と、その時だ。

「わたしはいい」

　リィエルがそんなことを言った。

「あら……どうしてですか？」

「わたしはあまり頭良くないけど……体力には自信ある。だから、皆が休んでいる間、もうちょっと頑張る」

　その表情がいつもどおり無表情だからわからなかったが……どうもリィエルはやる気満々のようだった。

　周囲から仕事ぶりを褒ほめられて、嬉しかったのかもしれない。

「ですが、私達が休んでる間、リィエルさん一人に任せるのも……」

「あー、いいっすよ、セシリア先生。そいつの好きにやらせてやってください」

　その時、話に割って入ったのはグレンだ。相変わらず、畑の畦あぜでだらしなく寝ねそべってごろごろしている。

「俺はカフェまで行くの面めん倒どいんで、ここにいますから。こいつのことは俺が見てますんで、放っておいて皆で休憩に行っちゃってください」

「本当にいいんですか……？」

「あー、いいっすよ、いいっすよ。その代わり、こいつに支し払はらうバイト料に色つけてやってくださいな、ぐっふっふ……」

「はぁ……そこまで仰おつしやるなら、わかりました。それではグレン先生、後のことはよろしくお願いしますね？」

　そして。

　セシリアが両脇を生徒達に支えられながら、その場から去って行き、その他の生徒達もセシリアに続く。

「……本当に大だい丈じよう夫ぶなのかしら？」

「うーん……？」

　後ろ髪がみを引かれるような気持ちで、システィーナとルミアも仕方なく、セシリアに続く。

「先生～ッ！　リィエルのこと、本当によろしくお願いしますねーッ！」

「はーいはいはいはい……」

　システィーナの叫さけびに、グレンは相変わらず寝ね転ころがったまま、システィーナの方を見もせずに、手をひらひらさせて送った。




　システィーナ達が去った後で。

「ったく、心配性しようなやつめ……」

　グレンは寝そべりながら、リィエルの作業をぼんやりと眺ながめていた。

　相変わらず、リィエルは一心不乱に黙々と鍬くわを振ふり続けている。

「いくらなんでも、もう大丈夫だろ……だって後は単純な力仕事しかねーし……おまけに今は誰もいねーし……もうトラブルなんて起こしようが……ふぁ……眠ねむ……なんか退たい屈くつだなー……」

　誰もいなくなることで、より単調な光景となった中、グレンは欠伸あくびをかみ殺していた。

「まぁ、いいや……どうせ、連中も三十分くらいで帰ってくるだろ……ちょっとだけ寝るか……」

　眠ねむ気けに抗あらがえず。

　グレンはそっと目を閉じた。




　──そして、三十分後。




「ねぇ、グレン。起きて」

　ゆさゆさ。ゆさゆさ。

　身体からだを揺ゆさぶられる感覚に、夢ゆめ現うつつの境を彷徨さまよってグレンの意識がゆっくりと覚かく醒せいする。

　薄うす目めを開くと、かたわらにいたのは案の定、リィエルだ。

「ふぁ……なんだよ？　ちゃんと真面目に仕事してんのか？　サボってんじゃねーぞ……？」

「ううん、違ちがう。もう終わった」

「……はぁ？」

　グレンが眠い目をこすりながら、身をのろのろと起こす。

「もう、耕す場所がない」

「……バーカ、んなわけあるか……いくらお前でもこんな短時間で……あんまりいい加減なことを……」

　畑の方にグレンが目を向けると。

「あれま」

　グレンが目をぱちくりさせる。

　驚おどろくことに、確かにリィエルの言うとおり、もう耕す場所がなかった。

「わたし、頑張った。身体能力強化の魔ま術じゆつを使って、魔力全開で、全力でやった。……皆のために」

　心なしか胸を張るリィエル。無表情だが、褒めて褒めてオーラを全身から発しているのがわかる。

「そうか……なるほどな……全力出しちゃったか……」

　グレンは目前の光景に納得した。確かにリィエルの言うとおり、最も早はや耕せる場所がない。

　今日の作業と関係ない休耕地から、今日せっかく新しい薬草を植えた場所、貴重な薬草が育てられていた隣となりの薬草畑、収しゆう穫かく待ちの薬草が植えられていた別の薬草畑に到いたるまで。見み渡わたす限りの全てが耕され、掘ほり返されているという、あまりにも無残で破は滅めつ的な光景が目の前に広がっている。

　おかげで、この広大な学院薬草園には今、緑色の部分が一つもない。全部、土つち肌はだの色に変わっていた。

「皆、きっと驚く」

「そりゃ驚くだろうな……」

　ガクブル震ふるえ、脂あぶら汗あせと冷や汗を滝たきのように流しながら、グレンが呟く。

　そして。

「ぁあああああああ──ッ!?　俺の馬ば鹿か馬鹿馬鹿ぁあああ──ッ！」

　グレンは頭を抱かかえ、天に向かって絶ぜつ叫きようしていた。

「こいつが常に人の予想の斜ななめ上を行くことは、軍時代から痛いほど知ってただろうに、なぜ油断した俺ッ!?」

「ん。グレンもわたしの仕事ぶりに驚いている……良かった」

「いいわきゃあるかぁあああああああああああああああああ──ッ!?」

　ぐりぐりぐりぐりぐりっ！

　リィエルのこめかみを拳こぶしで挟はさみ、抉えぐりまくるグレン。

「すごく痛い」

「ど、どうする!?　どうやってこれを誤ご魔ま化かす!?　謎なぞの怪かい獣じゆうがやってきて、畑を耕していったとか──いやいや流石さすがに無理だろ、こんなの──」

　と、その時である。

「……グレン先生……？」

　あぁ、無情。ちょうどセシリア達が戻もどってきたところであった。

「あの、先生。これは一体……？」

　事態を察したセシリアの笑みが引きつっている。

「酷ひどい……な、なんなのこれ……？」

「うわ……なんか凄すごいことになっちゃってるね……」

　眼前の荒あれ果はてた光景を前に、流石のシスティーナとルミアも、目を丸くして呆ぼう然ぜんとするしかない。

「ええと……セシリア先生？　こ、これはですねぇ……非常に有機的で複雑な事情がございまして……」

　グレンが慌てて言い訳をしようとした、その時。

「──ごふぉっ!?」

　セシリアが一ひと際きわ盛大に吐と血けつして、その場にびたーんと倒れ伏ふし、白目を剝むいて、びくんびくんと痙けい攣れんし始めた。

「ぎゃああああああ──ッ!?　セシリア先生がショック症しよう状じようを起こしたぞぉおおおおお──ッ！」

「こ、この痙攣の仕方はちょっとやばいぞ!?　おい、早く、医務室の法医師先生を呼べッ！」

「ってそれ、この人でしょ!?」

「このままじゃ、さっきのティー・タイムが本当に先生の最後のティー・タイムになっちゃうわぁああ──ッ！」

「って、あれフラグだったのかよ！」

「先生──ッ！　セシリア先生、しっかりしてください──ッ！」

「ルミア、貴女の出番よ！　私達が知りうる限りの法医術を試すの！」

「う、うん！」

　セシリアを囲んで、てんやわんやの大おお騒さわぎな一同。

　そんな皆みなの様子を、リィエルが不思議そうに眺める。

「セシリア、死んじゃったの？　……わかった。わたし、セシリアを埋うめる穴を掘る」

「余計なことはせんでいいッ！」

　再び鍬を担かついで畑に向かうリィエルの後ろ髪を、グレンは激しく引っ張って叫んでいた。




「とまぁ、そういうわけで。リィエルの社会勉強第一弾だんが大成功を収めたこの勢いに乗りまして──次の仕事、行ってみよーう！」

「え？　言い切る？　あれを大成功したって言い切っちゃう？」

「うっさいわい！　倒たおれたセシリア先生の治ち療りよう費と薬草園の被ひ害がい額、生徒達に支払う賃金の立て替かえで、また一際激しく減給されちまったから、なんとしてもリィエルに金稼かせいでもらわねーと、生活できねーんだよ!?」

「とうとう本ほん音ねを隠かくす気もなくなってきたわね……ていうか、やっぱりリィエルのお給金をピンハネする気だったんだ……サイテー……」

「……でも、今回ばっかりはリィエルにも責任あるし……なんとも言えないね……」

「……？」

　今、グレン達がいる場所は、魔術学院の外。街で大人気のカフェレストラン『アバンチュール』の前だった。

「リィエルには、ここでウェイトレスをやってもらう！」

「あの……接客業とか……いきなりハードル高くないですか？」

　システィーナがジト目で、ぼけっとしているリィエルと店を交こう互ごに見比べながら、不安げに呟つぶやく。

「いやー、それが実は、ここのウェイトレスのバイト、時給が破格に良くてな……ほれ」

　グレンが求人広告のチラシをシスティーナに見せると、システィーナが驚きに目を見開いた。

「噓うそ、こんなに!?」

「でも、この書き方だと、この額って最低金額ですよね？　これよりもさらに時給が良くなる可能性もあるってことなんですか？　何か信じられないなぁ……」

「うむ。ここはウェイトレスの制服の意い匠しようがとても凝こらされてて可愛いことで有名でな……なんでも店長直じき々じきにデザインした特別品だそうだ。おまけにウェイトレスとして雇やとう女の子も店長のお眼鏡に適かなった美少女だけでな……その美少女レベル度で時給や特別賞しよう与よが決められているらしい……」

「何、そのフェミニストや女性団体から非ひ難なん囂ごう々ごうそうな店……世も末だわ……」

「まぁ、店長の拘こだわりと言ってやれ」

「……お、男って……」

「あ、あはは……」

　呆あきれてため息を吐つくシスティーナに、苦笑いを零こぼすルミアであった。

「とにかくリィエルのやつ、見た目だけは良いから、多分速そつ行こう採用だろう。ここいらでどかーんとデカく稼いでもらわねーとな！　俺の明日のために、最早手段は選んでいられん！」

「なんか……話の趣しゆ旨しが変わってません？」

「さぁ、レッツ・ジョブッ！」




　──というわけで。

　リィエルは店で店長の面接を受け、案の定の大だい歓かん迎げい、そして速行で採用されて──




「……グレン。これでいいの？」

　シックで雰ふん囲い気きの良い内装の店内に、ウェイトレスの制服を身につけたリィエルがいた。

　確かにその店のウェイトレスの制服は噂うわさに違たがわぬ逸品であった。

　フリル付きのエプロンにカチューシャにスカート。要所要所に飾かざられたリボン。その制服は一見、可愛くフリフリで、とても華はなやかな印象を見る者に与あたえつつも、貞てい淑しゆくかつ清せい楚そさをも併あわせ持ち、それでいて瑞みず々みずしく匂におい立つ年若い少女の仄ほのかな色いろ香かを強調するデザイン。最早、デザイナーの執しゆう念ねんじみたものすら感じさせる、間違った奇き跡せきの産物であった。

「おおー、馬ま子ごにも衣装だな」

　素直に感心する。

　リィエルは元々、器量は良いのだ。衣装を整えてやれば、それがとても映はえる。同年代の少女と比べて小こ柄がらな体たい軀くゆえに、服の丈たけが少し余り、微び妙みように着こなせていない点も、この場合、ポイントアップだろう。

「まぁ、実際にここで働くリィエルが制服を着るのは当然として……」

　ぴきぴき、と。システィーナがこめかみに青筋を立てながら言う。

「なんで、私達もこの制服を着なきゃいけないんですか……ッ!?」

　見れば。

　システィーナとルミアも、リィエルとまったく同じ制服に着き替がえていた。

「あはは、システィもリィエルも可愛い！　すっごく似合ってるよ！」

「あ、うん、ありがと！　ルミアも凄く似合ってる……って、そうじゃなくて!?」

　思わずルミアに微笑ほほえみかけ、すぐさま我に返って、グレンに詰つめ寄るシスティーナ。

「いや、だってさ……リィエルに単独で接客業とか絶対、無理じゃん？　お前らがついてフォローしてやってくれないと……あ、ちなみにお前らも文句なしに合格だってさ、むしろ最高待たい遇ぐうでここの専属従業員として雇いたいとかなんとか……良かったな！」

　口笛を吹ふきながら、あさってに視線を彷徨さまよわせるグレン。

「話を逸そらさないでください！　なんで無理だとわかってて、リィエルに接客業なんかやらせるんですかッ!?」

「ンなの金のために決まってんだろッ!?　ぶっちゃけリィエルの社会勉強とかもうどうでもいいんだよ！」

「あー、言っちゃった！　とうとうそれ言っちゃった！　それ言っちゃったらもうお仕し舞まいじゃない！　最低！　最低！　最低！」

「うっさい、バーカ！　こいつのせいでカットされまくった給料を回収するだけだ、バーカ！　文句あっか!?」

　店内で始まったあまりにも低レベルな口喧げん嘩かに、店中の従業員と客達の視線が集まる。

「ま、まぁまぁ……リィエルにとって良い経験になることは間ま違ちがいないんだし……システィも今月、お小こ遣づかい厳きびしいんでしょ？」

「そ、それは……そう、だけど……」

　ルミアの言葉に、システィーナはふて腐くされたようにそっぽを向いた。

「だから今日一日だけでもやってみない？　私、たまにはこういうのもいいと思うんだ。皆でやればきっと楽しいよ？」

「はぁ……相変わらずルミアはお人好よしなんだから……」

　渋しぶ々しぶと、システィーナは深いため息を吐くのであった。




　というわけで。

　リィエルとシスティーナとルミアの、ウェイトレスの仕事が始まるのであった。

「いらっしゃいませ、お客様。ご注文はお決まりでしょうか？」

　注文を取りに、客席にやってきたルミアがにこりと朗ほがらかに笑う。

「はい、かしこまりました。すぐにお持ちしますね？」

　それは、単なる営業スマイルに留とどまらない心からの笑みで、来店した客は例外なくその笑顔に癒いやされていく。

「店長！　オーダー入りました！　十五番の席、ローストビーフとリマノフ海老えびのフリッター、七番の席、ジャガイモのミートパイ二つに本日のオススメサンドイッチセットが二つ、コーヒー二つです！　……えっ？　会計の人手が足りないですって？　わかりました、私がそちらに回ります！」

　元々賢かしこくて要領の良いシスティーナは、実に効率よく仕事を捌さばいていく。そのてきぱきとした仕事ぶりは見てて実に心地ここちよい。

　仕事開始の当初こそ、慣れない仕事に戸と惑まどいはあったものの、ルミアとシスティーナの二人は、あっという間に店に馴な染じんでいく。まるで古株の従業員のような堂の入り方だ。

　しかし──

「……おかしいなぁ……この席、まだ注文取りに来ないのかなぁ？　流石さすがに遅おそい気がする……おーい、店員さぁ──うおぉおッ!?」

　店員を呼ぼうとした客の一人が、手を上げて振ふり返った瞬しゆん間かん、驚おどろきの声を上げて仰のけ反ぞる。

　その客のすぐ側そばには、いつの間にか音も気配もなく佇たたずんでいたリィエルがいたのだ。

「き、き、君、いつからそこにいたの!?」

「さっきから、ずっと。かれこれ十分くらい？」

「な、何してたんだよ!?」

「……注文。取りに来た」

「来てたなら声くらいかけてよ!?」

「……ん。一理ある」

　もっともな客のツッコミに、リィエルが微かすかに頷うなずいた。

「と、とにかく……注文、頼たのんでいい？」

「ん」

「えーと、まず……」

　客がメニュー表を眺ながめつつ、注文をしようとしたその時だ。

「苺いちごタルト、食べたい」

　なぜか、リィエルが客に注文していた。

「はぁ……？」
















「だから、注文。苺タルト」

「あの……話が読めないんですけど」

「……注文、頼んでいいって、あなたが言うから。だから、苺タルト」

「そういう意味じゃなぁあああああああああいッ！　てか、客は僕、店員は君だろぉおおおおおッ!?」

「そういえばそうだった。じゃあ、注文言って」

「え、ええーと……そうだな……ナポリタンと、フィッシュアンドチップス、オレンジジュースを……」

「了りよう解かい。すぐ持ってくる」

　…………。

　……そして。

「ん。注文の食べ物、持ってきた」

　どん、と客の前に運ばれたのは。

　苺タルト、三つだった。

　しかも、そのうちの一つは何者かによって一口かじられており、ついでに言うとリィエルの口が何やらもぐもぐと動いている。

「……何これ？」

「苺タルト」

「いや、見りゃわかるよ。どういうことなの？」

「実はあなたの注文、なんだったか忘れた。だから代わりに持ってきた」

「なんなんだ、そのわけのわかんない対応!?　ていうか、あんなに短い間に注文の内容忘れるとかどういうコトなの!?」

「ん。大だい丈じよう夫ぶ、美味おいしいから」

「美味しいとかそういう問題じゃないよ!?　僕はナポリタンが食べたいの！　ナポリタン持ってきてよ!?」

「ううん、きっと苺タルトの方が美味しい。だから苺タルト食べて」

「何、その意味不明な苺タルトプッシュ!?　いいから下げてくれ、こんなもん！　ナポリタン食わせろッ!?」

　客の至し極ごくもっともな言い分。

　すると。

「あなた……苺タルト、馬ば鹿かにするの？」

　じゃきん。

　いつの間にかリィエルの手には大たい剣けんが握にぎられていて──苺タルトを拒きよ否ひした客に向かって、リィエルはいつもどおりの能面ながら、どこか不ふ機き嫌げんそうに大剣を構えて──

「ひぃいいいいいいいいいいいいいいいい──ッ!?　たっ、助け──」

　客がパニックを起こしかけたところで──

「ストォオオオップッ！　ルミア、お客様の対応お願い！　リィエル、ちょっとこっちに来ようねー？」

「あ、あのっ！　申し訳ございませんお客様！　あの子、ここで働き始めたばかりでまだ仕事に慣れてなくて……」

　システィーナがリィエルの手を引いて連れ去り、ルミアが代わりに接客に入ることでことなきを得る。

「い、胃が痛いてぇ……うん、わかっちゃいたけど……やっぱ、お子様なリィエルにはこういう仕事はまだ早かったよな……」

　店の隅すみの方の席で、戦せん々せん恐きよう々きようとしながらその様子を眺めていたグレン。たった一いつ杯ぱいのコーヒーで長々と居座り続ける実に迷めい惑わくな客であった。

「や、やっぱ止やめておくか？　この作戦、無理があったか……？　何か致ち命めい的てきな被ひ害がいが出る前に……うぬぬぬ」

　安全策を取るか。

　一いつ攫かく千せん金きんを狙ねらうか。

　その狭はざ間までグレンの心は揺ゆれ動くのであった。




　結局、グレンの取った策は、一攫千金にかける現状維い持じ。

　リィエルの給料にたかるしか、グレンが生き残る道はないのである（ここで自分も働こうという発想が微み塵じんも出てこないのが、グレンのグレンたる所以ゆえんである）。

　グレンが戦々恐々と見守る中。

　やはり、リィエルが巻き起こすトラブルは続出する。

「こ、こらぁああああ──ッ!?　リィエル、それ食べちゃ駄だ目め──っ！　それはお客様にお出しする料理でしょ!?」

「り、リィエル!?　お皿はもうちょっと優しく扱あつかわなきゃ駄目だよ!?　あ、ああ……また割れちゃった」

「ああああっ！　リィエル！　さっき貴女あなたがお客様に渡わたしたお釣つり、セルト銅貨じゃなくて、リル金貨だわ！　これじゃ大損じゃない!?　取り返してこないと──」

「す、すみません、お客様！　ほら、リィエルも一いつ緒しよに謝って！　まさか転んだ拍ひよう子しに料理を放り投げて、お客様の頭にかけるなんて……」

「だっ、だからそれ食べちゃ駄目だって、リィエルぅううーッ!?」

（ホント、俺、マジでどうして接客業なんか選んじまったんだッ!?）

　頭を抱かかえてテーブルに突つっ伏ぷすグレン。最初に頼んだたった一杯のコーヒーで、まだ居座り続ける心底迷惑な客であった。




　だが、システィーナとルミアの必死のフォローが功を奏したらしい。

　リィエルは細かなミスはするものの、店を傾かたむかせるような致命的なミスは結局起こさなかった。どれもドジッ娘こ、で済まされる程度のものだった。起こしかけてもシスティーナ達のフォローによって未み遂すいに終わった。

　そもそも、この店に通う客層が、料理を楽しむため、というより、店内の可愛い女の子を見て愛めでて楽しむという目的の者が多かったため、実害を被こうむらない限り、リィエルの愉ゆ快かいな接客業はむしろショーとして好意的に捉とらえられている節があった。

　店長としても、リィエルの問題行動は些さ細さいなことだ。

　何しろこの店、いつも可愛い女の子達が揃そろっていることで評判の店なのだが、今日は特に、いつにも増して特別可愛い女の子達がいるという噂うわさがあっという間に口コミで広がり、本日は異例の大繁はん盛じようとなっていた。リィエル達の集客効果は、リィエルの出した被害金額を遥はるかに上回って絶大だったのである。

　やがて、流石さすがのおバカなリィエルも仕事をそれなりに覚えたらしく、ミスは控ひかえめになっていき……

　そして、日も暮れて……




「も、もうすぐ終わってしまうのか……なんだ、結構、呆あつ気けなかったな……」

　安あん堵どの息をつくグレン。

　最初の最初に頼たのんだたった一杯のコーヒーで、ラストオーダーの時間まで居座り続ける絶望的に迷惑過ぎる最低最悪の客であった。

「まぁ、一時はどうなるかと思ったが……」

　ちらりとグレンは、ちょうど向こうで接客中のリィエルを見る。

「ん。注文の苺タルト持ってきた」

「お、ありがとう」

「……わたし、勝手に食べずにちゃんと持ってきた。……偉えらい？」

「え？　……あぁ、……うん？」

「ん。では、ごゆっくり」

　反応に困る客を背に去っていくリィエルの後ろ姿。

　接客態度にまだいささか問題があるようだが、まぁ、最初に比べたら大分マシになってきてはいる。

（社会勉強としても、案外成功だったかもしれないな……このままいけば、リィエルも常識を身につけマシになって、俺の懐ふところ具ぐ合あいも温かくなって、まさに一石二鳥だ、くっくっく……）

　グレンがそうほくそ笑んだ、その時だった。

「──きゃあっ!?」

　突とつ然ぜん、ルミアの悲鳴が店内に鋭するどく響ひびき渡った。

「なんだ？」

　グレンが悲鳴の聞こえた方向へ目を向けると……

「おうおう、可愛いお嬢じようちゃん、ちょっと手がお尻しりに触ふれただけで、大げさじゃのう……ぐふふふ……」

「ちょっ……止やめてください！　私、今仕事中で……」

「まぁ、いいからいいから！　それよりもちょっとこちらに来て、おじさん達に接客してくれんかねぇ……？」

「い、嫌いやっ！」

　見れば、いかにも好色そうで柄がらの悪いチンピラが数人、店内の一角を占せん拠きよし、ルミアの肩かたに手を回して、自分達の席に無理矢理座らせようとしている。

「ちょっと、貴方あなた達ッ！　ルミアから離はなれなさいッ！」

　システィーナが猛もう然ぜんとチンピラ達に向かっていくが……

「おうおう、威い勢せいのいい嬢ちゃんだのう……その細ほそ腕うででどうするつもりなのかなぁ？」

「うぐ──」

　三人の大柄な男達に取り囲まれ、思わず尻しり込ごみしてしまうシスティーナ。

　魔ま術じゆつさえ使えばなんてことはない相手なのだが、こんな人前では魔術は使えない。魔術がなければシスティーナも普ふ通つうの少女だ。屈くつ強きような男三人を同時に相手などとてもできない。

「嬢ちゃんも綺き麗れいじゃのう！　どれ、一緒にこっちで接客してくれや！」

「ちょ──は、離してよっ!?」

　そんな光景を前に、グレンが苛いら立だったように舌打ちする。

「ちっ、あの馬鹿ども……ちったぁ店の迷惑も考えろってんだ……これは教育的指導が必要だな……」

　バキボキ指を鳴らしながら、グレンが席を立ち、チンピラ達へと向かい始めた──その時だ。

「「どぉおおおおおおわぁああああああああああああああ──ッ!?」」

　突とつ如じよ、二人のチンピラが冗じよう談だんのように宙を舞まい──ドガシャンッ！　と隣となりのテーブルの上に叩たたき付けられる。

「ルミアとシスティーナから離れて」

　仕し掛かけ人はリィエルだった。チンピラの首根っこを摑つかんで、その馬鹿げた膂りよ力りよくで頭上に放り投げた──ただそれだけである。

「二人をいじめるやつは、許さない」

　そう呟つぶやくリィエルの表情は相変わらず無表情だったが……よく見ると僅わずかに硬かたく強こわ張ばっており、どうも相当にお冠かんむりであるらしかった。

「な──」

　チンピラ達もこの小柄な少女がただ者でないことを、本能的に薄うす々うす察してはいたのだ。だが、街では喧けん嘩か自じ慢まんで鳴らしている彼らのなけなしのプライドが、こんな小さな少女を相手に退ひくことを許さなかった。

「なっ、なんだとコラァアアア!?」

「っすぞぉ、あああんッ!?」

「痛い目見ないとわからんようだな、このガキャアアアアアッ!?」

　悲しいくらいカマセ犬確定ムード満まん載さいのチンピラ達が、愚おろかにもリィエルを取り囲んでいく。

「や、やべぇ──ッ！」

　グレンが駆かけ出す。

　無論、リィエルの心配はしていない。たかが街のチンピラが数人や数十人、束になったところで、あの《戦車》のリィエルをどうこうできるわけもない。

　問題は、その荒あら事ごとの収め方だ。

　もし、店に大被害を出すような収め方をしてしまったら、給料が──

「ひゃぎゃああああああ──ッ!?」

　その心配の矢先、チンピラの一人がグレンのかたわらを物もの凄すごい勢いですっ飛んでいき、店内のテーブルや客達を巻き込んでいく。

　その余波で空を舞う料理の数々。

　たちまち狂きよう騒そうと混乱に陥おちいる店内。

　悲鳴と喧けん噪そうを背景に、チンピラ達とリィエルの大乱らん闘とうが開かい催さいされる。

　先ほど、大たい剣けんで客を脅おどかす騒さわぎを起こした際に、きつく言い含ふくめておいたので、大剣を錬れん成せいするようなことはしなかったが……それだけに乱闘は長引き、被害は次々と拡大中であった。

「ちょ──待て、君達ィ!?　ここは一つ平和に穏おん便びんにぃ──ッ！」

「うっさい、やかましいわボケぇえええええええええッ！」

「ぐわぁああああああ──ッ!?」

　チンピラ達を説得しようとして、逆に殴なぐられてしまうグレン。

「こら、リィエル！　落ち着けって──どぉおおおわぁああああッ!?」

　リィエルがチンピラの足を摑んでぐるんぐるんと独楽こまのように回転し、それに巻き込まれて吹ふっ飛ばされるグレン。

「あ、あのさっ！　争いは何も生まないと思いません？　お給金も生まないと思うんですがぁ──ッ!?」

「じゃかあしいっ！　だあっとれ、兄ちゃんッ！」

「ぐっはぁああああっ!?」

　チンピラからラリアットとパワーボムを喰くらうグレン。

「げっ、げほぉ……お、おい、リィエル……ぼ、暴力は良くないなぁ──」

「邪じや魔ま」

「ぁああああああああああ──ッ！」

　リィエルに突き飛ばされ、ボールのようにかっ飛んで壁かべに叩き付けられるグレン。

「あはは……みっ、皆みなさぁーん？　暴力はいけませんよー？　暴力は──はぐぉおおおうっ!?」

「どやかましゃっ!?　引っ込んでろぉおおおおおおッ！」

　それからも。

　グレンはその乱闘騒ぎをなんとか穏便に収めようと、必死に努力して、努力して……その度たびに、ボロボロになっていって……

　そして。

　……ぶちん。

「ぁあああああああああああああああああああ──ッ!?　もう、お前らざっけんなぁああああああ──ッ!?　人が下手に出りゃあ、調子に乗りやがってぇえええええええ──ッ!?」

　とうとう、堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたグレンが奇き声せいを上げて──

「かかって来やがれぇあああッ!?　給料を守るために──てめぇら、全員まとめてぶっつぶしてやらぁああああああああああああああ──ッ！」

　その乱闘騒ぎに、拳こぶしを構えて乱入するのであった。




　……そして、数日後。

　件くだんのカフェレストラン『アバンチュール』にて。

「ぷっ……え、ええと……俺の注文は……ぷくくっ……えと……コーヒー……ひと、一つ……ぶは──ッ！」

「うん、わっ、わたくしは……ッ！　くすくす……チョコケーキ……くすくす……話には聞いてましたけど……これは……ぷっ……ッ！」

「わ、笑っちゃ悪いよ、ウェンディ……ぷっ……あはは……」

　カッシュにウェンディ、リンなど、グレンのクラスの生徒達が、その店に客として姿を現していた。

　そんな彼らのテーブルの注文を取っているウェイトレスは……

「なんだよ、お前ら……ッ！　さっさと注文言えっつーのッ！」

　暴れた被ひ害がい金額の分だけこの店で働くことになったグレンであった。

「いっ……いや、そりゃいいんですけど……その……なんで、そんな姿でっぶはっ！　だはははは──ッ！」

「もうダメ！　堪こらえられませんわ！　あははははっ！　あははははっ！」

　腹を抱かかえて笑い転げる生徒達。

　グレンの姿は、この店自じ慢まんのあの可愛いフリフリの制服だった。ご丁てい寧ねいにウィッグまでつけている有様である。

「仕方ねーだろ!?　この店、この忌いま々いましい制服しかねーんだとよッ！　ああああもう！　どうしてこうなるんだよぉおおおおおおおお──ッ!?」

「あははっ！　だっ、大だい丈じよう夫ぶですわ、先生！　お召めし物のお陰かげで身体からだの線は隠かくれてますし、先生はなかなか男前な御お方かたですから、黙だまっていれば結構別べつ嬪ぴんさんですわっ！　きっと需じゆ要ようございますわよ!?　あはははっ！」

「ひぃいいい!?　止やめろ、止めてくれ、笑い死ぬぅうううう──ッ!?」

「どやかましゃあああ、お前らッ！　さっさと食って帰りやがれぇええええええええええええええ──ッ！」

　グレンの悲痛な魂たましいの叫さけびが、店内に木霊こだまするのであった。

　そして、その隣のテーブルでは。

「ん。美味おいしい」

　リィエルが満足そうに苺いちごタルトを頰ほおばっていた。

　ちなみにグレンとは違ちがい、リィエルは集客効果のプラス分と乱闘騒ぎの被害金額のマイナス分が見事に相そう殺さいされ、晴れて無罪放ほう免めんという形で落ち着いていた。

「ま、なんていうか……」

　リスのようにカリカリ苺タルトをかじるリィエルの隣で、システィーナが深いため息を吐く。

「この子が一いつ般ぱん的な社会常識を身につける日はまだまだ遠そうね……」

「……まぁ、時間はたくさんあるんだもの。焦あせる必要はないと思う。ゆっくりやっていこう？　ね？」

　穏おだやかに微笑ほほえむルミア。

「……それもそうね」

　ルミアの言葉に、システィーナはふっと口元を緩ゆるめて。

　頰ほお杖づえをつきながら、隣のテーブルの騒ぎをのんびり眺ながめるのであった。



















　それは草木も眠ねむる深夜の出来事。

　今こ宵よいは月もなく、街路灯の火もとうに落とされ、塗ぬり潰つぶされたような暗くら闇やみがフェジテの街を支配している。

　そんなフェジテの何処どこか、人知れぬ路地裏にて。

　突とつ如じよ、ごうと激しく火柱が上がり、赤く燃え立つ焰ほのおが暗闇を灼やいた。

「ヒャッハ──ッ！　やったぜぇ！」

　黒いローブ──天の智ち慧え研究会の礼服──に身を包んだ外げ道どう魔ま術じゆつ師しの男が、歓かん喜きの叫びを上げた。

「仕留めた！　あの《星》を仕留めたぞぉ──ッ！」

　男が放った獄ごく炎えんの魔術が、己おのが前に立ちはだかった敵──帝てい国こく軍の魔ま導どう士しを、ついに火ひ達磨だるまにしたのである。

　事実、今、男の眼前にそびえ立つ火柱の中には、その魔導士の影かげが閉じ込められ、揺ゆらめいている。

　もう逃にげられまい。俺の勝ちだ。

「ヒャハハハ！　噂うわさの特務分室のエース様も大したことないなぁ──ッ！」

　完全に隠おん形ぎようしていたはずの自分の前に、件くだんの魔導士があっさりと現れた時は、心底、肝きもが冷えたが……終わってみれば実に大したことがない。

「いいぜぇ！　あの《星》のアルベルトを仕留めたとなりゃあ、俺様の組織内での評価もうなぎ登りだ！　そして、このままあのルミア＝ティンジェルを手に入れれば──」

　男がそこまで言いかけた、その時。

　とっ！

　何処からか飛来してきた一条の雷らい閃せんが、ほんの刹せつ那な、闇を斬きり裂さき、その男の頭部を正確無比に刺さし貫ぬき──

　そのまま、男の意識は暗転した。




　男が永遠の眠りへと叩たたき落とされた場所から、およそ三千メトラほど離はなれた一ひと際きわ高い時計塔とうの天てつ辺ぺんにて。

「……ふん」

　帝国宮きゆう廷てい魔導士団、特務分室執しつ行こう官ナンバー17《星》のアルベルトは、眼下の暗黒に染まる虚こ空くうへ突つき出していた左手の指をゆっくりと下ろす。

「自分が相手にしていたものは、光操作によって作り出された幻げん影えい……それにすら気付けぬとは、勝負以前の問題だ」

　遥はるか彼方かなた、深しん淵えんの暗闇の先を鋭するどく突き刺すように見み据すえながら、アルベルトが誰だれへともなく呟つぶやいた。

「そうだろう？　翁おきな」

　すると。

「……幻影で狙そ撃げき地点まで敵をおびき寄せ、仕留める……かぁーっ！　相っ変わらず神かみ業わざじゃのう！」

　アルベルトの背後には、体格の良い老人がいつの間にか立っていた。

　アルベルトと同じく宮廷魔導士の礼服に身を包んだその老人は、《隠いん者じや》のバーナード……特務分室では古株の、歴戦の魔導士であった。

「大した事はない。何せ、これだけ接敵しているのだからな」

「ちょっと、お主ぬしの言ってることはよくわからんのう……」

　ジト目でぼやくバーナード。

「距きよ離り三千メトラ級の魔術狙撃をそんな風に言えるやつは、世界広しといえどもお主くらいのもんじゃろ……ぶっちゃけ、セリカちゃんだって無理」

「用件は何だ？　翁」

　アルベルトはバーナードに背を向けたまま、突き放はなすように鋭く問う。

「翁程の人物が真ま逆さか、只ただ、狙撃の見物に来た……そんな筈はずはあるまい？」

「相っ変わらずビジネスライクで面おも白しろみのないやつじゃ……まぁ、いい」

　バーナードが一通の書状を懐ふところから取り出すと、それをアルベルトの背中へと放る。

　アルベルトはそれを目で追いもせずに必要最小限の動作で受け取り、封ふう蠟ろうを解いて広げ、文面に目を通す。

「……ッ！」

　その途と端たん、アルベルトの鷹たかのように鋭い目が、さらに鋭くなった。

「次なる任務は理解したかの？　よろしく頼たのむぞ、《星》」

「……待て、《隠者》の翁」

　アルベルトの声こわ色いろには、底冷えするような何かが混じり始めている。

「以下の真しん偽ぎ関係を調査せよ……『グレン＝レーダスが天の智慧研究会と通じている可能性』……『現在、ルミア＝ティンジェルを暗殺しようと暗あん躍やくしている可能性』……この巫山戯ふざけた情報の出所は何処だ？」

「さぁの？　どーせ、いつもどおり軍の情報部か帝国保安局情報調査室からじゃろう？　わしら兵隊には関係のない話じゃ」

「ち……節穴共め。地じ獄ごくへ落ちろ」

　忌いま々いましげに舌打ちしながら、アルベルトは予唱呪文ストツク・スペルを時間差起動デイレイ・ブートする。

　すると、書面は一いつ瞬しゆんで燃もえ尽つき、この世から完全消しよう滅めつした。

「まぁ、お主の言いたいことはようわかる。だが、相手は天の智慧研究会じゃ。『まさか、この人物が件の組織の──？』に、わしらは何度してやられたことか……」

「…………」

「こんな情報が上がっちまった以上、一度、調査する必要はある。……わしも杞き憂ゆうだと信じたいのじゃが……まさか、あのグレ坊ぼうがのぅ……」

「心中は察する」

　魔導士としては決して大成しないだろうグレンに、グレンなりの強みを生かした独自の戦い方を指南したのはバーナードだ。バーナードにとってグレンは弟で子しみたいなものなのである。

「すまんが頼む、アル坊よ。胸むな糞くそ悪い任務じゃとは思うが……」

「是ぜ非ひも無い。任務として下された以上、遂すい行こうする……完かん璧ぺきにな。それだけだ」

　冷れい徹てつにそう言い放つアルベルト。

「調査期間は短いが、その間の王女の遠えん隔かく的な近辺警けい邏らはこのわしが引き継つごう……頼むぞ」

　バーナードの言葉を背中で受け。

　アルベルトは屋根を蹴けり、時計塔の天辺から飛び降りるのであった……。




　次の日。

　優しい陽光が降り注ぎ、小鳥が囀さえずる爽さわやかな早朝。アルザーノ帝国魔術学院へと続く通学路にて。

「あ、先生、おはようございます」

　ルミアが嬉うれしそうに笑い、手を振ふっていた。

　その笑顔が向けられる先には、いかにも『俺、眠いです、不ふ機き嫌げんです』といった按あん配ばいのグレンが、交差点で待っていたルミア達の元へ、のそのそのろのろと向かってきていた。

「……おはようさん……相っ変わらずお前ら早はえぇのな……」

　ふぁああ、と欠伸あくびをかみ殺しながらグレンがぼやく。

「ルミアと白しろ猫ねこはともかく、リィエル……お前まで早いのは意外だぜ」

「ん。だって、早く、ルミアとシスティーナに会いたいから」

「……そうかい」

　いつものように無表情で素そっ気けないそんなリィエルの様子に、グレンはほんの少しだけ優しい表情になる。

「ちょっと、先生！　遅おそいです！」

　そして、システィーナがリィエルとグレンの間に、ずい、と割って入り、グレンに詰つめ寄った。

「結構、時間に余よ裕ゆうがあったのに、もうぎりぎりじゃない！　先生は大人として、もっと時間に余裕を持った行動を心がけるべきです！」

「あー、っさい、うっさい……」

　面めん倒どう臭くさそうに耳を塞ふさぐグレン。

「だったら、俺のことなんか置いて、先に行けばいーじゃねーか？　ルミアの護衛ならリィエルで十分だろ」

「そ、それはそうかも、しれませんけど……そ、その……ルミアがどうしても貴方あなたを待つって聞かないから……」

　システィーナが目を泳がせてしどろもどろに弁解すると。

　相変わらず眠たげな無表情のリィエルが、ほんの少し小首を傾かしげた。

「……？　ルミアはそんなこと言ってない。言ってたのはシス──むぐっ」

「わぁあああ──っ!?　リィエル、ストップぅうううう──っ!?」

　何か言いかけたリィエルの口を、システィーナが慌あわてて両手で塞ぎ、ぎゃーぎゃー騒さわぎ始める。

　そんな親友の姿をくすくす笑いながら見守るルミア。

「ったく、朝っぱらから元気なやつらだなぁ……ほら、行くぞ……ふぁあ……眠……有休取ろうかしらん……」

「あ、そうだ、先生」

　弛ゆるみきったグレンの隣となりに並んだルミアが、思い出したように言った。

「今日は私が皆みんなの分のお弁当作ったんですけど、たくさん作ってきたので、よかったら今日のお昼、先生もご一いつ緒しよにいかがですか？」

「お？　いいのか？」

「その……私、まだ料理は練習中で、システィほど上手じゃないですけど……もし、それでもよかったら……」

　上うわ目め遣づかいで恐おそる恐る尋たずねてくるルミアに、グレンはにかっと歯を見せ……

「さんきゅ、ルミア。メシ代が浮ういて助かるぜ。喜んでお相しよう伴ばんにあずからせていただくわ。楽しみにしてるぜ？」

　途端、ルミアは、ぱっと花が咲さいたように笑うのであった。

「はい！」




　……そんな賑にぎやかで楽しげなグレン達から、やや離れた場所にて。

（……今のところ、特に問題は無し）

　グレン達からはちょうど死角になって見えない路地裏の入り口付近に、アルベルトの姿があった。

（やはり例の一件は誤情報……いや、結論を出すのはまだ早いか……）

　一方。

　表通りを行き交う街の人々は皆みな一様に、路地裏に潜ひそむアルベルトの姿を、ちらちらと見ている。

「いやぁねぇ……ここ最近、景気が悪かったせいかしら……？」

「ここフェジテではそういうのは無む縁えんだと思っていたのに……」

「ママー、あの人、何してるのー？」

「しっ……指さしちゃいけません」

　そして、ひそひそとそんな会話を交わしている。

　なぜなら──今のアルベルトの姿は、薄うす汚よごれたボロボロのシャツにズボンにジャケット、ぼさぼさの髪かみに無ぶ精しよう髭ひげ、汚よごれた新聞紙を地面に敷しき、その上に力なく座り込んで、だらりと路地裏の壁かべに背を預けている、といった悲ひ惨さんな姿だからだ。

　普ふ段だんのアルベルトの、見る者の背筋を凍いてつかせるような雰ふん囲い気きや姿は、最も早はやどこにもない。

　今のアルベルトはどこをどう見ても、完璧に、ただの浮ふ浪ろう者しやだ。

　アルベルトを魔ま導どう士しの密みつ偵ていだと疑う人間など、いるはずもなかった。

（……む。連中、そろそろ学院に向かうらしいな）

　見るも無む惨ざんなみすぼらしい格好をしながらも、アルベルトのその眼光だけは獲え物ものを狙ねらう鷹のように鋭えい利りだ。

（見失う訳にはいくまい……俺もそろそろ動くか）

　と、アルベルトがその場を発たった、その時であった。

「兄さん、兄さん……」

　一人の優しそうな老ろう婆ばがアルベルトに近寄り、声をかけていた。

「兄さん……これよかったら食べてくんなされ……」

　老婆は優しく微笑ほほえみながら、アルベルトにパンの入った籠かごを差し出す。

「む？　……いえ、これは……」

「あはは、ちょっと焼きすぎちゃってね……ご近所様にお裾すそ分わけしていたところなのさ。さぁ、遠えん慮りよはいらないよ」

「……いえ、受け取るわけにはいきません。お心遣づかいに感謝します」

　丁てい寧ねいに固辞し、アルベルトがグレン達を追おうとすると。

「かぁ[image: ～][image: ～]っ！　気に入った！　ナリはボロでも心は錦にしきか！」

　今度は中年のいかにも肉体労働者な男がアルベルトの元へやってきて、その肩かたをばんばん叩たたいてくる。

「おい、兄ちゃん。アンタ、なかなかガタイはいいし、何より目が死んでねえ。このまま腐くさらせておくのも惜おしい……どうだい？　ウチの工場で働かねーか？」

「いや……そんな事までお世話になる訳には。何いずれ自分自身の手でけりをつけますから、お構いなく」

　対応しながら、アルベルトがちらりとグレン達を見る。

　グレン達の姿はどんどん遠ざかっていく。今にも見失いそうだ。

「……………………」

　アルベルトはいつものしかめっ面つらにも似た表情で、グレン達の背中を無言で見送る。

　一方、そんなアルベルトの態度を奥ゆかしい、心意気天晴あつぱれな若者と取った周辺の住人達が、アルベルトの元へと続々と集まってくる。

「頑がん張ばってね！」

「兄さん、今は不景気かもしれないけど、負けるなよ！」

「ほれ！　これはこの辺りの求人広告だ！　アンタにあげるよ！」

「駄だ目めだったら中央区の労務庁の庁舎に行ってみるといいよ！　兄さんならきっと仕事が見つかるよ！」

　そして。

「………………………………」

　アルベルトは無言。

　ひたすら、無言。

　やがて、アルベルトを励はげます住人達が、全て去って行き、周囲から人の気配が完全に失せた後で。

　ばっ！

　アルベルトは一気に変装を解く。

　空に舞まう、数々の変装グッズ。

　たちまち露あらわになるのは、外げ道どう魔ま術じゆつ師し達にとっては地獄からの使者にも等しい魔導士礼服。

「さて、行くか」

　グレン達の姿はもうとっくに見失ったが……問題無い。連中の行く先はわかっているのだから。

（しかし、この俺としたことが端はなからこの体ていたらく……一体、何が原因だ？）

　アルベルトは斬きりつけるような鋭するどい双そう眸ぼうのまま、しばし熟考し。

（ふむ……四方よもや、俺の演技力が足りなかったか？　……不覚）

　そう結論して。

　アルベルトはグレン達を追って、学院への道を急ぐのであった。




　かん、かん、かん、かん……

　本日の午前中の授業の終しゆう了りようを告げる鐘かねの音が、学院内に響ひびき渡わたる。

「とまぁ、こーゆーわけで、ここの呪じゆ文もんの仕組みはこうなっていたわけだ……んー？　ちょうどキリのいいところで終わったな……」

　黒板の前で、やる気なさげに教きよう鞭べんを執とりながらも、やはり授業内容だけは今日も一流だったグレン。

「じゃ、まぁ、ここまでにすっか……明日はここからの続きってことで」

　途と端たん、教室内に弛し緩かんした空気が蔓まん延えんし始める。

　時分は昼休み。

　育ち盛りで食べ盛りな男子生徒達にとっては、待ち望んだ時間の到とう来らいだ。

　一部の男子生徒達が我先にと、学食へと駆かけ出していく。

「先生」

　教きよう壇だんの上で教科書やら資料やらを束ねていたグレンの元へ、ルミア達がやってくる。

「早さつ速そく、中庭に行きませんか？」

「おお、いいねぇ。今日はルミアが弁当を作ったんだっけ？」

「はい」

　にこりと笑うルミア。

「ルミアの弁当も食べたいけど……でも、わたし、苺いちごタルトも食べたい」

「はいはい、後でちゃんと学食で苺タルトも買っていいから」

「ん。なら、いい」

　ブレないリィエルを、システィーナが呆あきれながら宥なだめる。

「じゃあ、早速、皆で中庭に……」

　ルミアがグレン達を促うながした、その時だった。

「てめぇ、ふざけてんのかッ!?」

「ひいっ!?」

　突とつ然ぜん、教室の窓の外から怒ど鳴なり声と情けない悲鳴が上がった。

　何事かとクラス一同がぎょっとして、窓の方に目を向けると……

　窓ガラスの向こう側、吊つられた足場の上に、学院が雇やとったのであろう清せい掃そう員いんが二人、窓拭ふき掃そう除じをしていた。

　一人はいかにもこの道に熟練していそうな年配の燻いぶし銀な男。もう一人は帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり、眼鏡とマスクをした、いかにも新人風の青年。二人とも薄汚れた作業服を身につけている。

「なんだ、そのへっぴり腰ごしはッ!?　てめぇ、窓拭き舐なめてんのか!?　もっと心込めて磨みがかんかい、新入り！」

「も、申し訳ございません！　真心込めさせていただきます！」

　ご立腹な年配の男に対し、青年は恐きよう縮しゆくしたようにぺこぺこと頭を下げた。

「で、でもその……ぼ、僕、実は高所恐きよう怖ふ症しようでして……」

「ああん!?　この程度の高さで音ねを上げているようじゃ、この業界やってけねえぞ!?　慣れろ！　そして、窓ガラス様に命を捧ささげろ！」

「は、はいいい──ッ！　命に代えて綺き麗れいにしてさしあげます！　窓ガラス様ッ！」

　そして、青年は震ふるえながら、必死に窓拭きを続けている。

「やれやれ、どこの業界も大変だねぇ……やっぱ、働いたら負けだわ」

　そんな青年の様子を見て、グレンが同情したようにため息を吐ついた。

「あの……先生？」

「ん？　あ、そうだったな。ルミアの手作り弁当を食べに中庭に行くって話だったな？」

　すると、グレンは少し頭を搔かきながら、考えごとをして。

「あ、そうだ。俺、ちょっと用事があるんだった。お前ら先に行っててくれないか？」

「え？　そうだったんですか？　良かったら手伝いますけど……」

「大だい丈じよう夫ぶだ、大した用事じゃねえ。すぐに俺も中庭に行くからさ」

　すると、システィーナが不ふ機き嫌げんそうに呟つぶやく。

「仕方ないわね……せっかくルミアがお弁当を作ってきてくれたっていうのに……早く来なさいよ？」

「へーいへい」

　そうして。

　教室を出て中庭に向かうルミア達の背中を、グレンは見送るのであった。




（ふん……ここで別行動か）

　きゅっきゅっと窓ガラスを磨きながら、作業服に身を包んだ気弱そうな青年──アルベルトは、ガラス越ごしにグレンの背中を鋭い眼光で注視する。

（それにしても[image: 迂]う闊かつな。この俺に此こ処こまで接近されて気付かんとは……そんな体たらくで、一体、誰だれを守れる？）

　とは言え、今のアルベルトの変装と演技は完かん璧ぺきだ。以前、自分の存在を気付かせるために変装した遠えん征せい学修の時や、先ほどただの隠かくれ蓑みの的に扮ふんした浮浪者とは、なりきり度が違ちがう。

　今のアルベルトには、資本家から搾さく取しゆされる下級労働者の魂たましいが完全に降りている。ゆえに身も心も、完璧なまでに気弱でどん臭くさい清掃員の青年だったのである。

　だから、グレンが気付けないのは無理もないことであった。

（それはさておき、グレン……王女達と別行動をして、一体、何が目的だ？）

　アルベルトの存在にまったく気付いていないグレンは、そのまま教室の中を歩いていき……

　そして、並ぶ机の一角に陣じん取どり、パンをかじりながら駄だ弁べっていた生徒……大おお柄がらでやんちゃそうな少年カッシュと、小こ柄がらで女顔の少年セシルの側そばに立った。

「あ、先生……ひょっとして？」

　グレンに気付いたセシルが、何かを察したのか、声のトーンを落とす。

「ああ、そうだ。例の件だ」

　グレンも声のトーンを落とす。

「オーケー、互たがいに近きん況きよう報告と行こうか、先生……」

　カッシュもにやりと笑う。

　そして、そのままその三人は、ひそひそと何事かを相談し始める。

（ふん、小こ賢ざかしい……）

　窓の外のアルベルトは足あし下もとの桶おけにくまれた水で雑ぞう巾きんをぎゅーっと絞しぼりながら、短く呪文を呟き、集音の魔術を密かに起動する。

　すると、グレン達が話している内容がアルベルトの耳に直接響いてくる。

『なぁ、カッシュ。……ルミアの様子はどうだ？　何か変わりあるか』

『うんにゃ、先生。ルミアのやつ、多分、まったく気付いてねーぜ？』

『よし、いいぞ。このまま絶対に気け取どられるなよ？』

　アルベルトの耳に入ってきたやり取りは、どこか不ふ穏おんな内容だった。

『となると先生……やるのか？』

『ああ、例の計画は、予定通り実行する……ぬかるなよ？』

『任せとけ、先生。しかし……こうも順調だとかえって拍ひよう子し抜ぬけだなぁ』

『僕らがまさかこんなことを企たくらんでいるなんて……多分ルミアは露つゆほどにも思ってないんだろうね……』

　カッシュとセシルの二人がどこか怪あやしく笑った。

『くっくっく、さぁて、いざその時、どんな顔するかな、あいつルミア……』

　やがて、ひとしきり何かの意思確認をし終わると、グレンはカッシュ達から離はなれ、教室を出て行った。

（今のは……どういう事だ？）

　窓ガラス越しに、グレンの背中を見送ったアルベルトは、雑巾を絞る手を止め、思考する。

（連中が何らかの計画を王女に隠して進めているのは明白……だが、一体、何の計画を？）

　天の智ち慧え研究会。

　ルミアの身み柄がらを狙ねらう外道の組織。

　彼かの組織のメンバーは帝てい国こく内の至る所に入り込み、その誰もが〝まさかこの人が？　有り得ない〟と周囲から目される、意外に過ぎる人物──

（……真ま逆さか、な）

　心の端に生まれた微かすかな疑ぎ惑わくを押し殺すように、アルベルトはぎゅぎゅーっと、雑巾をきつく絞り……

「おい、手が止まってるぞ!?　次の窓ガラス様を待たせんなッ!?」

「は、はぃいいいい──ッ!?　お待たせして申し訳ありませんッ！　窓ガラス様──ッ!?」

　慌あわてて、せかせかと窓拭きを再開するのであった。




　……しばらくして。

「う、うぅ……ごめんなさい……先生……システィ……リィエル……」

　しょぼーんと涙なみだ目めでへこんでいるルミアを伴ともない、グレン達は中庭から学生食堂へと移動中であった。

「う……ま、まぁ……気にすんなよ……そ、そういうこともあるって……お前、まだ料理は練習中なんだろ？」

　グレンもどう言ってやれば良いかわからず、曖あい昧まいにルミアを慰なぐさめている。

「ま……まさか、砂糖と塩を間違えるなんて……ルミアがそんな典型的なお約束ミスをやらかすなんて……流石さすがの私も予想外だったわ……」

　ため息を吐くシスティーナ。

「ん。ルミアが作った凄すごく甘いミートパイと、凄くしょっぱいプディング……美味おいしくなかった」

「お前は、もっと歯に衣きぬ着せろっての！」

「痛い」

　ぎりぎり……と頭をグレンに締しめ上げられるリィエルの傍かたわらで、ルミアがさらにへこんでいく。

「うぅ……本当にごめんなさい」

「べ、別に俺はアレでも構わなかったぞ!?　その……ああいう斬ざん新しんな味わいも新食感っていうか！　何か新しい境地に目覚めそうっていうか！」

　すると、ルミアは力なく首を振ふり、曖昧に笑う。

「お気き遣づかいありがとうございます……でも、いいんです。私の自尊心のために、先生や皆みんなに変な物は食べさせられません……」

「ま、まぁ……お前がそう言うなら」

「今日は皆で学食にしましょう？　その代わり、今度は本当に美味しいお弁当を作ってきますから」

「ああ、そん時は期待してるわ」

　そんなこんなで、グレン達は学院の学生食堂までやってきていた。

　そこは昼食を求める生徒達で、いつものように、ごった返していた。

　だが、運が良かったらしい。

　大分、遅おそくやってきたというのに、グレン達は学食に並ぶテーブルの一角に、無事、陣取ることに成功していた。

「さてと、何を食おうかな、今日は」

「……わたし、苺いちごタルト」

「リィエル、また、それなの？　このままじゃ栄養が偏かたよるわね……そうだ、ねぇ、リィエル。たまにはサラダでも一いつ緒しよに食べてみない？」

「わたし、葉っぱ嫌きらい……」

　あーだこーだグレン達が言い合っていると。

「「「「「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおお──ッ!?」」」」」

　突とつ然ぜん、奥の厨ちゆう房ぼうの方から熱ねつ狂きように満ちた大だい歓かん声せいが上がった。

「な、なんだ!?」

　グレンがぎょっとして、声の上がった方を見ると、生徒達が身を乗り出さんばかりにカウンター越しに厨房をのぞき込んでおり、混雑している。

「待たせたなッ！　〝ラドルフ産フォアグラのテリーヌ、トリュフとブッフサレ、リ・ド・ヴォとキルア豆のガトー仕立て〟十人前……完成だ！　持っていくがいいッ！」

　人ごみでよく見えないが……白い厨房服に身を包んだ料理人が、煌きらびやかな料理をカウンター上に鮮あざやかな手並みで並べていた。

「ま、マジかよ……まさか学食でこんな高級料理が食えるなんてッ!?」

「凄すげぇ料理人がうちの学生食堂に来てくれたなぁ！」

　生徒達は興奮気味で、トレーに受け取った料理を眺ながめている。

　カウンターに押しかけて奥の厨房を注視する生徒達の視線を一身に受けながら、その料理人は実にクールに料理を続けていく。

「ふっ！」

　その料理人が包丁を華か麗れいに振るう。

　一呼吸の間に振るわれる無数の刃やいば。目にも留まらない早はや業わざ。

　銀ぎん閃せんが華麗に虚こ空くうを舞まい……肉、ジャガ芋いも、人にん参じん、玉たま葱ねぎ、ありとあらゆる食材が正確無比に切断されていく。

　ひゅおおお──……

　そして、その剣けん圧あつが厨房を、そして生徒達の間を疾とく駆かけ抜ぬけていく──

「うわ!?」

「冷たい！　この風、なんかとても冷たいぞ!?　まるで真冬の霜しも風かぜのようだ!?」

　すると。

「あ、あれは!?　音に聞く調理絶技〝永久凍剣舞閃エターナルフローズン・セイバー〟!?　まさかここにその使い手がいたとは──」

「し、知ってるのか、カイ!?」

「うむ！　そのあまりにも速く正確無比な包丁捌さばきによって、包丁の刀身に付着した食材の水分が揮き発はつ、その気化熱によってその刀身はまるで氷のように冷えきり、それによって食材達の鮮せん度どを落とすことなく、その旨うま味みを極限まで引き出すことができるという、帝国裏料理界では幻まぼろしの奥おう義ぎとされた伝説の技だ──」

　ギャラリー達の一角で、グレンのクラスの生徒達──小太りの少年カイがのっぽの少年ロッドを前に解説を始めていた。

「ふっ！　食材よ、舞い踊おどれッ！」

　さらに、その料理人はまな板の上に並んだ食材を、まな板をひっくり返して虚空にぶちまける──

　ぶわぁっ！

「ああッ!?　神聖なる食材達に対してなんたる冒ぼう瀆とくを──ッ!?」

「いや、待て！　違ちがうッ！　あ、あれは、まさか──ッ!?」

　宙を舞い踊るその食材達は、まるで魔ま法ほうのように、料理人が頭上で掲かかげ振るうフライパンの中へ吸い込まれ──

　じゅごぉおおおおお──ッ！

　熱せられたフライパンが放つ油が爆はぜる音と共に、たちまち立ちこめる香こうばしい匂におい。

「はぁ──ッ！　蘇よみがえれッ！　味と生命の息い吹ぶきよッ！」

　フライパンをその料理人が振るう都つ度ど、ありとあらゆる食材達が派手に宙を舞う──が、食材達はまるでフライパンに糸で繫つながれているかのように、一つとして零こぼれ落ちることはない。

「あ、あれは──まさか、調理秘技〝死と再生の舞踏ダンスマカブル・リヴアイブス〟!?」

「な、何ィ!?　知っているのか、カイ!?」

「うむ！　食材とはどう言い繕つくろっても一度、〝死〟へと転じた生命の成れの果ての姿に過ぎぬ。だが、命を司つかさどる炎ほのおの舞踏で食材達を空気中の酸素とマナも反応させ、超ちよう活性化──一度は燃もえ尽つきた食材の生命を再び蘇らせ、新たなる〝生〟へと転化する──摂せつ理りの輪と輪りん廻ね転生に囚とらわれた〝命〟を賛美し、それを体現した幻の奥義──まさか本当に使い手がいたとは……あの料理人は一体、何者なんだ……ッ!?」

　そして、その料理人は傍らに置いてあったブランデーを取り、下から頭上へと半月を描えがく挙動で振るう。

　きらきらと輝かがやくブランデーの水すい滴てきが虚空で優ゆう雅がで美び麗れいな三日月を形作り、フライパンの中へ──

　その刹せつ那な。

　ごぉおおおおおおおおお──ッ！

　紅ぐ蓮れんの炎がフライパンから上がり、厨房の天てん井じようを焦こがす──

「あ、あれは──究極調理奥義〝真紅の炎嵐霧クリムゾンフレア・フランベ〟──ッ!?」

「な、なんだってぇ──ッ!?　何か知ってるのか、カイ!?　てか、お前も一体、何者なの!?」

　次から次へと繰くり出される、その料理人の卓たく越えつした技ぎ巧こうを前に、ギャラリー達は沸わきに沸いている。

　そして、厨房付近のテーブルでは、運良くその料理人の作った学食にありつけた生徒達が舌した鼓つづみを打っていた。

「う、美味うめぇ……美味うますぎるッ！」

「ああ……涙が止まらない……ッ！　これに比べたら俺が今まで食っていたものなんて、ブタの餌えさだ……ッ！」

「コクがありながらクセがなく、さっぱりとしていながら、まろやか……料理の風合いが抱かかえた根本的なジレンマを絶ぜつ妙みようなバランスで神域の高次元まで高めつつも、嚙かめばさくさくとした心地ここちよい食感が舌の上でワルツを踊り、共にまったりとした旨味が凝ぎよう縮しゆくされた肉にく汁じゆうが口の中に広がって、味が天上のハーモニーを奏かなで始める──」

「なんかもう、よくわからんけど……とにかく凄い……ッ！」

　そして、生徒達も、厨房の調理師達も、その謎なぞの料理人が作る次なる料理にはらはらしながら注目する。

「あの料理人は指揮者だッ！　この厨房というコンサート会場で食材と味を操あやつるオーケストラ指揮者なんだ──」
















「つ、次は何をやるんだ……ッ!?」

「一体、何が出てくる……ッ!?」

　洗練された無む駄だのない無駄な動きで、包丁とフライパンを派手に、華麗に振るい続けるその料理人の一挙手一投足に全ての人間が魂たましいを奪うばわれる。際限なく熱くなっていく──

　──と、そんな厨房付近の様子を。

　グレン達はぽかんとしながら眺めていた。厨房付近とこちら側とでは凄すさまじい温度差であった。

「な、なんか新しい料理人が来たらしいな……？」

「は、はい、凄すごい人気と熱気ですね……見てるだけで熱くなってきちゃう」

　自分達と厨房付近との、色んな意味での温度差に、グレンとシスティーナも若じやつ干かん引き気味だ。

「はぁ……いいな。私もあのくらい料理できたらな……」

「ルミア……多分、あれは真似しちゃ駄だ目めなやつよ……」

　ルミアの羨うらやましそうな様子に呆あきれながら、システィーナはコップに水を注ごうと、テーブルの上に置いてあった水差しを手に取った。

「あら？　水が空っぽだわ」

「あっ、なら私がくんでくるね？」

「行ってくれる？　悪いわね……ありがとう」

　自ら進んで席を立ち、ルミアが水差しを抱え、グレン達から離はなれていくのであった。




（……さて、ここで王女がグレン達から離れる、と……）

　熱く焼けた鉄てつ鍋なべを振るいながら厨房に立つ件くだんの料理人──アルベルトが鋭するどい視線で、厨房の奥からカウンター越ごしにグレン達の様子を流し見た。

（しかし……以前、違い法ほうな魔薬ドラツグ取引に手を染めた豪ごう商しようの家へ、雇やとわれ料理人として潜せん入にゆうした時に培つちかった技能が役に立ったようだ。お陰かげで、全く違い和わ感かんなく、目立たず潜入することが……）

「あの人、マジでスゲェぜ！　違和感もスゲェけど！」

「ああ、注目せざるを得ないな！　めちゃくちゃ目立つし！」

「まさにカリスマ料理人！」

　周囲から上がるそんな声に、アルベルトはその鋭い双そう眸ぼうのまま、ほんの微かすかに脂あぶら汗あせを額に浮うかべて……

（……問題無い）

　そう結論した。

（抑そもそも、俺の料理人としての演技は完かん璧ぺきな筈はずだ。何しろ料理人とはかくあるべしと、以前読んだ専門書に──）

「ところで……あの料理人って、あいつに似てるよな……」

「あいつって？」

「ほら、あの超ちよう絶ぜつ的な腕うでを持つ料理人が裏料理界に挑いどんで料理バトルを繰り広げる大衆小説の主人公……ほら、あの有名な……」

「……ああ！　ライツ＝ニッヒの意い欲よく作『神々の包丁』か！　そういえば、あの主人公にそっくりだなぁ！　やたらハイテンションでオーバーアクションな言動とか調理法とか！」

　周囲のそんな会話に。

（………………）

　なぜかアルベルトの動きが一いつ瞬しゆん止まるが……

（……何はともあれ任務だ。監かん視しさせて貰もらうぞ、グレン）

　タタタタタタタタタ──ッ！

　アルベルトは腕が残像するほどの勢いで玉葱をみじん切りにしながら、集音の魔ま術じゆつを密かに起動させる。

　すると、グレン達の会話がアルベルトの耳に届き始める。

『そういえば、リィエル……例のルミアの件だが……ナイフは用意したか？』

『ん。用意した。けど……ルミアの……それでやるの？』

『ああ、そうだ。それでやる』

『わたしなら、もっと簡単にできる。大たい剣けんを錬れん成せいして、それでひと思いに──』

『必要ねーよ。そんなにたいしたことじゃない。ポイントさえ押さえれば、ナイフ一本で事足りるんだ。それに大剣でやると後始末に困る……あまり周囲を汚よごしたくねえ……』

　アルベルトの耳に入るのは、やはりどこか不ふ穏おんな会話だ。

（どういう事だ？　やはり二人は王女の命を狙ねらっているのか？　真ま逆さか……）

　さらに疑ぎ惑わくが深まる。

　グレンが天の智ち慧え研究会と通じている可能性。ルミアを暗殺しようと密かに動いている可能性。

　ガセだ。ガセだとは信じたいが。

『ははは、だが、白しろ猫ねこ……お前はこれで構わないのか？　引き返すなら今だぜ？』

『……ふん、これは仕返しなの。むしろ今から、あの子がいざその時どんな顔するか楽しみだわ……』

『くく、親友を欺だますなんて、お前も悪いやつだなぁ……』

（仕返し……復ふく讐しゆう、だと？）

　聞こえてきたシスティーナの言葉に、シチューの鍋を丁てい寧ねいにかき回しながら、流石のアルベルトも冷ひや汗あせを禁じ得ない。

（リィエルは判わかる……認めたくはないが……その可能性、無くはない……だが、フィーベルまで……だと？　もし本当にそうだと言うのならば……おのれ……天の智慧研究会め……）

　ぎり、と。

　アルベルトが拳こぶしを握にぎり固め……

「アルトさん！　こっちの肉の焼き加減を見てくれ！」

「アルトさん！　味付けはこんな感じでいいのかい!?　ハーブの量は適量だが──」

　周囲の料理人達からそんな声が上がったその瞬間、アルベルトは大おお仰ぎような動作で、ばっ！　と身を翻ひるがえす。

「ふっ！　全てこの俺に任せろッ！　味の帝てい王おう、食の指揮者、アルト＝フレイダンにな──ッ！」

　集音の魔術を解除キヤンセルし、アルベルトは助けを求める仲間の料理人達の元へ、颯さつ爽そうと向かうのであった。




　そして、昼休み後。

　とある授業が終しゆう了りようし、ルミアとシスティーナとリィエルが次なる授業が行われる教室へ、早々と向かった後で。

「……で？　ルミアの件だが……そっちの準備の方はどんな感じだ？」

「ああ、こっちの準備は万ばん端たんだぜ？」

「必要なものは大体揃そろったかな？」

「後は仕し掛かける時を待つだけですよ」

　グレンとグレンのクラスの生徒達が寄り集まり、やはりひそひそと秘密の相談をしていた。

（……思った以上に、例の謎の計画は進行しているらしいな……）

　その様子を密かに窺うかがうアルベルトは、胸中で小さく舌打ちした。

（そして、察するにこのクラスの生徒達のほぼ全員が件の計画に関与している……天の智慧研究会……一体、何処どこまでこの国に侵しん食しよくしている……？）

「時に、ウェンディさんや。……コトが終わった後の後始末の準備は万端か？」

「もちろんですわ。その件についてはナーブレスの手の者にお任せあれ」

　にやりと不敵に笑って、ウェンディがグレンの言葉に応じる。

「こちらはわたくしに任せ、先生達は前準備に専念してくださいまし。くれぐれも手て抜ぬかりのないように……」

「ああ、ばれたらお仕し舞まいだしな」

（事が済んだ後の、死体処理も抜ぬかりないという訳か……）

　アルベルトがウェンディを突つき刺さすように睨にらみつけながら物思う。

（しかし……正直、此これが今回一番の誤算だ……まさか、ナーブレス公こう爵しやく家まで荷担しているとは……）

　この衝しよう撃げき的な事実に、アルベルトは顔を掌てのひらで押さえながら呻うめく。

　ウェンディ＝ナーブレス。

　事前調査によれば、帝てい国こく古参の大貴族が一ひと柱はしら、領地経営の傍かたわら、金きん融ゆう業をも営むナーブレス公爵家の嫡ちやく女じよ──生きつ粋すいのお嬢じよう様さまだ。

（帝国経済に多大な影えい響きよう力を持つ公爵家まで、既すでに天の智慧研究会の息が掛かかっていたとは……くっ！　天の智慧研究会……闇やみが深過ぎる……）

　己おのれが立ち向かう敵のあまりの底の見えなさに、流石のアルベルトも気が遠くなるような思いだ。

「……言っておくが、お前ら……失敗は許されねーぞ？　抜かるなよ？　白猫に殺されたくなかったらな」

「……わかってるって、先生。ここまで来て失敗とか最悪だしな」

　グレンの言葉に、生徒達は神しん妙みように頷うなずいていく。

（そして、首しゆ謀ぼう者しやはシスティーナ＝フィーベルだったとはな……以前、俺に見せた精神的に脆もろいお嬢の姿は仮面だったというわけか？）

　学院で起きた先のテロ事件や遠えん征せい学修の件を考えれば、とても信じ難がたい話だが……アルベルトは冷れい徹てつな思考でその甘い考えを切り捨てる。

（いや、件の組織ならば、十分有り得る話……組織の構成員が己おのが正体を隠かくすため、自身に記き憶おく封ふう印いんや疑ぎ似じ人格構築魔術を施ほどこしていた例などごまんとあった……目的の為ためならば組織の人間すら利用し、使い捨て、殺す連中だ……希望的観測に縋すがる判断は早計……）

　ぎり、と。

　拳を握り固めるアルベルト。

（だが、もしそう仮定するならば、フィーベルは組織構成員の粛しゆく清せい権限を持つ位階……第二団《地位》アデプタス・オーダー以上に属することが考えられる……女め狐ぎつねめ）

　ちなみに。

　今、憤いきどおるアルベルトが潜ひそんでいる場所は……教室の隅すみに設置されている掃そう除じ用具ロッカーの中であった。

　ロッカーの戸の隙すき間まからグレン達の様子を窺っているのである。

　グレンの授業が始まる大分前から、この狭せま苦くるしいロッカーの中に潜もぐり込み、授業中もずっと監視を続けていた甲か斐いが、どうやらあったようである。

　足がバケツに嵌はまってるし、頭に傾かたむいたモップが被かぶさり、ドレッドヘアーのようになっているが関係ない。

　全ては任務が優先だ。お陰で重要な情報を入手する事ができた。

（問題無い）

　アルベルトが自分にそう言い聞かせた、その時である。

「ん？　床ゆかが汚れちまってるな……まぁ、法ほう陣じんの授業だったからな。次この教室を使うのはハー……何とか先せん輩ぱいだから、放置するとうっせえな……」

　不意に、グレンがバリバリと頭を搔かきながら席を立ち……

「おい、お前ら。悪いがそこのロッカーから掃除用具取ってきてくれね？」

　グレンがアルベルトの潜むロッカーを親指でさした。

「面めん倒どう臭くせぇけど、掃除しようぜ？」

「ういーす」

「珍めずらしいですわね？　先生がそのようなことを言い出すなんて」

「うっせーなぁ、たまにはそーゆー時もあんのさ。今がそう、さ」

　そんなやり取りが交わされるのを見て、アルベルトは歯がみする。

（ち……感付かれたか？　掃除というのはそういう符ふ丁ちようか？）

　いずれにせよ、このままロッカーの戸を開けられては発見されてしまう。

（まだ、見つかる訳にはいかん……やむを得まい）

　アルベルトは黒くろ魔ま【クイック・イグニッション】の呪じゆ文もんを呟つぶやき……

（……《爆ばく》）

　ボンッ！

　その瞬間、一同の目の前でロッカーが爆発し、一瞬、視界が爆ばく風ふうと炎ほのおと煙けむりで塞ふさがった。

「どぉおわぁあああああ──ッ!?」

「きゃあああああ──ですわ!?」

「ナンデ!?　ナンデ爆発すんの、このタイミングで!?」

　てんやわんやの大おお騒さわぎの教室を後に、アルベルトは教室の外……裏庭を、音も気配もなく静かに歩き去って行く。

　実に鮮あざやかな離り脱だつの手て際ぎわである。

（どうやら、俺の存在は割れてない……杞き憂ゆうだったか。いや、それとも気付いていない振ふり……敢あえて泳がされたという可能性も……まぁいい）

　頭や肩かたに乗った雑ぞう巾きんを払はらい捨て、足に嵌まったバケツを蹴けり外し、アルベルトは次なる潜せん伏ぷく場所に向けて歩を進め、冷静に計画を頭の中で立てる。

（……問題無い）

　そんな中。

「グレン＝レーダス、貴様ぁ!?　これは一体、何の騒ぎだ!?　なっ、ロッカーが……学院の備品を壊こわすとは何事かァアアアッ!?」

「げッ!?　ハーピー先輩ッ!?　いや、違ちがいますって!?　こんなん俺、知らねえっすよ!?」

「うるさい！　黙だまれ！　貴様のこの蛮ばん行こうは上に報告させて貰もらうからな！」

「ちょ──勘かん弁べんしてくださいよ!?　まーた、減給じゃないっすかぁああああああああああああ──ッ!?」

　後にした教室から、そのような悲痛なやり取りが聞こえてきて……

（…………何も、問題、無い）

　鉄てつ面めん皮ぴを微み塵じんも揺ゆるがさず、アルベルトは心の中で殊こと更さらにそう強調し、そのままクールに去って行くのであった。




　グレン＝レーダスが、ルミア王女の暗殺を目もく論ろんでいる。

　それは最も早はや、一笑に付すことができない状じよう況きようになりつつある。疑ぎ惑わくは確信に変わりつつある。

　そんな馬ば鹿かな。あの男に限ってそんな筈はずは。だが、天の智ち慧え研究会ならば──あるいは。

　それでもアルベルトは、その疑惑を杞憂にしようと、淡たん々たんと潜せん入にゆう捜そう査さを続けていく。グレンの行く先々に先回りし、グレンの動向を監かん視しし続ける。

　だが、疑惑は晴れるどころか、深まる一方であった。

　そして──疑惑の晴れぬまま、ついに放課後となる。




（事態は既に退のっ引ぴきならない状況になりつつある……）

　人っ子一人いない学院校舎の放課後の屋上にて、沈しずみ行く夕日を眺ながめながら、アルベルトは物思う。

　グレンが天の智慧研究会に通じている可能性。

　ルミア＝ティンジェルを暗殺しようと画策しているという情報。

　聞いた当初は、節穴共の憶測と失笑したものだが……

（どうやら……節穴は俺の方だったらしい）

　最早、認めざるを得ない。

　本日得た情報から総合的に判断するに……グレン＝レーダスは敵だ。

　グレンを取り巻く生徒達のほぼ全てが天の智慧研究会に関かん与よしている。

　信じられないが……認めたくないが……天の智慧研究会の方が、自分達よりも一枚上うわ手てだったのだ。

（天の智慧研究会……人を人とも思わぬ外げ道どうの組織……俺は連中を必ずやこの国から駆く逐ちくしてやると決めた……如何いかなる犠ぎ牲せいを払ってでも……相手が誰だれであろうとも……そう、誰であろうとも、だ）

　冷徹に、冷れい酷こくに、冷静に。

　そう己に言い聞かせつつも、どこか苦く悩のうと苦く渋じゆうを滲にじませたアルベルトが、己が取るべき次なる行動を思し索さくし始めた……その時だ。

　ぱんっ！

　どこからか火薬が弾はじける音。

「──真逆、銃じゆう声せい!?」

　猛もう烈れつに嫌いやな予感がアルベルトの背を駆かけ上った。

　普ふ通つうの魔ま術じゆつ師しは銃などという、無骨で無ぶ粋すいで神秘の欠片かけらもない小道具を嫌きらう。この学院で銃の扱いに長たけている人間と言えば、グレン以外に考えられない。

　そして、このタイミング──

「ちぃ──」

　アルベルトは舌打ちし、集音の魔術を全力で、広域無む作さく為いに起動する。

　たちまち学院内のあらゆる音が、アルベルトの耳に集まり、鼓こ膜まくを破らんばかりに殴なぐりつけてくる。

　だが、その大音おん響きように耐たえ、アルベルトは確かにその声を拾ったのだ──

『そ、そんな……こんなことって……ッ!?　皆みんな、私を欺してたの!?』

　驚きよう愕がくに震ふるえ、狼狽うろたえるルミアの声と。

『はは、悪く思うなよ？　まぁ、観念しな……』

　そのすぐ側から聞こえてくるグレンの冷酷な声を──

「──不覚ッ！」

　アルベルトが地を蹴って駆け出す。

（かなり計画が進行していたのは知っていた──だが、まさか件くだんの計画を遂すい行こうするのが、今日だったとは──俺としたことが──ッ！）

　屋上を一気に横切り跳ちよう躍やく、屋上を囲む鉄てつ柵さくのへりを蹴って、さらに跳躍。

　虚こ空くうに身を躍おどらせ、校舎の屋上から一気に飛び降り──

　同時に起動した黒魔【マジック・ロープ】で生み出した魔ま力りよくのロープを放ち、手と屋上を繫つなぎ──

　アルベルトの身体からだは、風を切りながら弧こを描えがくように落下していく。

（音の場所から察するに、連中が王女に襲しゆう撃げきを仕し掛かけた場所は──連中の教室ッ！）

　振り子の軌き道どうを描いて落下するアルベルトの眼前に、中庭に面したグレンのクラスの教室の窓が迫せまる、迫る──ぐんぐん迫る──

（無事でいろ、王女よ──ッ！）

　そして。

　がっしゃああああんッ！

　アルベルトは窓を蹴り破って、教室の中へと突とつ入にゆうした。
















「「「「「────ッ!?」」」」」

　突とつ然ぜんの乱入者へ、ルミアを取り囲む生徒達の視線が一いつ斉せいに集まる中。

　アルベルトは受け身を取って華か麗れいに床を転がり、その勢いで跳はね起き、身を捻ひねって体勢を瞬しゆん時じに整え、生徒達に左手の指を向けて──

「全員、動くなッ！」

　そう鋭するどく一いつ喝かつしたアルベルトの視界に飛び込んで来たものは──




『十六歳のお誕生日おめでとう、ルミア！』




　と、大きく書かれた垂れ幕だった。

「…………？」

　指を構えたまま油断なく、冷静に、周囲の様子を見み渡わたすアルベルト。

　教室の中央に据すえられた大きめのテーブルに載のったケーキ。その周囲に載せられたお菓か子しやジュース。

　それを囲むグレンやルミアや、生徒達は、突然、派手に登場したアルベルトの姿に目をぱちくりさせている。

「……あ、アルベルト？　お前……こんな所で何やってんだ？」

　手にクラッカーを構えているグレンが我に返り、元・戦友に問う。

「……どういうことだ？」

　アルベルトは微び動どうだにしないまま、静かに問い返す。

「いや、どういうことって……ルミアの誕生日を祝う、サプライズ・パーティーなんだが……その……白しろ猫ねこが企き画かくした……」

「……………………」

　やはり微動だにしないアルベルト。

　そんなアルベルトをがん無視して。

「ねぇ、システィーナ……もうケーキ、斬きっていい？　わたし、刃は物ものの扱あつかいは得意。だから、むしろ斬る」

「も、もうちょっと待っててね……」

　ぶんぶん、と。リィエルが小さなケーキナイフを、振ふり回している。

「……システィーナ＝フィーベル。復ふく讐しゆうとは？」

「はえっ!?」

　突然、アルベルトに鋭く睨にらまれて、システィーナが飛び上がる。

「な、何のコトかよくわかりませんけど……このパーティーのコトでしたなら、ある意味そうですけど！　去年、私もルミアにこれやられたし……だから仕返しに、今年は私がって……」

「……………………」

　固まるアルベルト。

「……ウェンディ＝ナーブレス。後始末とは？」

「ひいっ!?」

　突然、アルベルトに鋭く睨まれて、ウェンディが飛び上がる。

「後始末って……このパーティーの後始末のことですの!?　そ、それならウチのナーブレス家に奉ほう仕しする使用人達が手伝いに来てくれることになっていますわ！　だ、だから許してくださいませッ！」

「……………………」

　さらに固まるアルベルト。

「「「「「……………………」」」」」

　しばらくの間、教室内を奇き妙みような沈ちん黙もくが支配する。

　……そして。

「ふっ」

　突然、アルベルトが構えを解き、クールに身を翻ひるがえす。

「……すまない、邪じや魔まをしたな」

　アルベルトはクラス一同が注目する中、足音も立てず教室の端はしを歩いて行き……

　がちゃ……ぱたん。

　後方の扉とびらから、無言で出て行った。

「「「「「？？？？？」」」」」

　意味のわからない一同はただただ、呆ぼう然ぜんとするばかりである。

「あの人って、先生の昔の友人のアルベルトさん……だよな？」

「あー、うん、まぁ……」

「一体、何しに来たんです？　あの人……」

「いや、まったくわからん……」

　不思議そうに問いかけてくる生徒達に、グレンはため息交じりに応じる。

「というかアイツ、昔から本当にごく稀まれに、よくわからん突とつ拍ぴよう子しもないコトするんだよな……普ふ段だんはクソ真ま面じ目めで、凄すさまじく頼たよりになるやつなんだが」

「はぁ……そうなんですか……」

　と、その時である。

　だだだだだだ──っ！　と教室の外から駆かけ足の音が迫ってきて。

「グレン＝レーダス、貴様ぁッ!?　今の騒そう音おんはなんだぁ──ッ!?」

　ばぁんっ！　と派手に扉を開いて、ハーレイが姿を現した。

「げぇッ!?　ルーピー先せん輩ぱいッ!?」

「貴様、ついに『ハ』すら付けなくなったな!?　それは置いといて、貴様、なんだアレはッ!?」

　怒いかり心しん頭とうとばかりに、ハーレイはアルベルトが壊こわした窓を指さし、怒ど鳴なりつける。

「窓を壊すとは──貴様は、神聖なるこの学まなび舎やを何だと思っている!?」

「えええええ──ッ!?　アレ、俺じゃないっすよ!?」

「やかましいッ！　貴様がやろうが、貴様の生徒がやろうが関係ない！　全て現場監かん督とくの貴様の責任だッ！　この失態は、きっちり上に報告させて貰もらうからなッ！」

「ぎゃああああああああ──ッ!?　止やめてぇええええ!?　また減給になっちゃうぅううう──ッ!?　見み逃のがしてくださいよ、ハゲ先輩ッ！」

「き、貴様ぁあああああ──ッ!?」

　ぎゃんぎゃん騒さわぎ始める二人の図。

　それを尻しり目めに……

「ま、とにかく始めましょうか？」

「お、おう……」

　システィーナがパーティーの開始を促うながすのであった……。




　そして、その夜。

　フェジテの何処どこか、ひっそりとした人知れぬ路地裏にて。

「……ん？　グレ坊の裏切りがガセ？　あー、そりゃそうじゃろう」

　アルベルトが事態の詳しよう細さいを報告するや否いなや、《隠いん者じや》のバーナードは、あっさりそんなことを言った。

「あの青あお臭くさい、正義バカの甘ちゃんが、そんなことするタマかいな」

「……しかし、任務書によると」

「あん？　ああ、あれ、偽ぎ造ぞう。わしが勝手に作った偽にせの任務書」

「…………」

「ぐっふっふ[image: ～]っ!!、凄すごく似てるじゃろ？　あの軍と女王陛へい下かの箔はく押おし印の贋がん作さくは、わしの魂たましいの一作と言え──」

　その刹せつ那な。

　雷らい光こうが二閃せん、バーナードの両耳を掠かすめ、その背後の壁かべに穴を開ける。

　アルベルトが予唱呪文ストツク・スペルの黒魔【ライトニング・ピアス】を、二反響唱ダブル・キヤストで放ったのだ。

「説明を要求する、翁おきな……何故なぜ、こんな巫山戯ふざけた真似をした？　返答次第では、只ただでは済まさんぞ……」

　ごごごご、と擬ぎ音おんが背後から聞こえてきそうな威い圧あつ感を暴力的に放ちながら、バーナードの眉み間けんにぴたりと左手の指を合わせるアルベルト。

　こころなしか、そのこめかみには、冷静なアルベルトには珍めずらしく、ぴきぴきと青筋が立っているようだ。

「ひょええええええッ!?　待った、ちょい待った、アル坊ぼう!?　無論、理由はある！　お前さん、最近、根を詰つめ過ぎだと思ってな！」

　バーナードが両手を振りながら慌あわてて弁解を始める。

「王女を護衛するために、四六時中気を張り詰めてたからのう……たまには、よい息いき抜ぬきになったじゃろ？　件の学院で普段とは違ちがう空気に触ふれて」

「……必要無い、そんなものは。さて、覚かく悟ごはいいか……？　翁」

　突つき放すように言うアルベルト。

「はぁ[image: ～][image: ～]これじゃからなぁ……お前さんも、まだまだじゃのう……」

　だが、対するバーナードは大おお仰ぎように肩かたを竦すくめてため息を吐ついていた。

「……？　どういう意味だ？」

「真面目なことは結構。だが、物事には緩かん急きゆうというものが肝かん要ようじゃ」

　にやりと笑うバーナード。

「英えい雄ゆうと呼ばれるほど、真に極きわまった武人は、平時は春風の如ごとく穏おだやかな気質を纏まといながら、いざ戦いくさの空気を感じるや否や、瞬しゆん時じに鬼き神じんのそれへと変へん貌ぼうするという……常に油断も隙すきも余よ裕ゆうもなく気を氷のように凍いてつかせ、周囲を怖こわがらせているようでは、まだまだ未熟……ということじゃ」

「…………」

「そんな調子では、先日のような雑魚ざこ相手ならまだしも、真の強敵が現れた時、疲ひ弊へいしきって実力を発揮できん。……違うかの？」

「しかし……」

「そんなんじゃから、以前、わしがお主ぬしにギャグで渡わたした料理小説を真まに受けたり、今回の一件を只のパーティーだと見み抜ぬけなかったのじゃよ」

　痛いところを突かれ、アルベルトがやや渋しぶい顔で押おし黙だまり、指を引く。

「成る程……確かに一理ある。忠告、感謝する、翁……」

「そう、全てはお前さんのためだったのじゃ！　決して、わしが見てて面おも白しろいからそうしたのではない！」

　くわっ！　と。

　バーナードが握にぎり拳こぶしを固めて、目を見開き、羅ら刹せつのような形ぎよう相そうで、そう叫さけび──

　その刹那、再び、雷光が二閃、バーナードの両耳を掠める。

「……お　き　な？」

「ひぃいいいいいいいい──ッ!?　ストップ！　悪かった、冗じよう談だんじゃ！　冗談じゃああああああ──ッ!?」

　真っ青になりながら後ずさり、壁に背中を押しつけるバーナード。

「そ、それよりも、アル坊！　今からちょいと飲みにでもいかんか？　お主も連日に亘わたる警けい邏ら任務で疲つかれておろうしな？　わしが奢おごっちゃるから！」

「…………」

「護衛のことなら安心せい！　わしもお主同様、この町に結界を張っておる。わしとお主の目をかいくぐれる者などおらん！」

　下らん、任務中だ。

　普段のアルベルトならば、素そっ気けなくそう切り捨てるところだが……

　アルベルトはしばらくの間、無言で考え込んで……やがて。

「……いいだろう。一いつ杯ぱいだけ、付き合ってやる」

　そんなことを言っていた。

「ほう？　お主も大分、緩急と余裕というものがわかってきたかの？」

「…………ふん」

　素っ気なく鼻を鳴らして。

　アルベルトとバーナードの二人は、人で賑にぎわう表通りを目指して歩き始めるのであった。



















　今日も平和なアルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院にて。私は、いつものように、物もの陰かげから愛いとしいあの人を見る。

「ひぃいいいい──ッ!?　落ち着けッ！　まずは話そう、白しろ猫ねこッ！　話せばわかるッ！」

「待ちなさいッ！　今日という今日は絶対に許さないんだからッ！」

　こうして遠くからあの人を見守るのが、最近の私のささやかな日課だ。あの人を目で追うだけで、自然と私の顔が綻ほころんでいくのがわかる。

「ひいッ!?　危あぶッ!?　ちょ、【ショック・ボルト】やめて!?　これには理由があるんだ！　そうせざるを得ない、やむなき理由がッ！」

「小テストの監かん督とく中に、目ま蓋ぶたに目を描かいて居い眠ねむりすることに、どんな理由があるっていうの!?」

　あの人は少々やんちゃなところもあるが、今ではそれすら愛おしく感じる。あの人の欠かせない魅み力りよくの一つだ。

「実はな……昨晩、セリカと徹てつ夜やで賭かけ戦戯盤チエスをやってなッ！　ゆえに、あまりの眠ねむさにやむを得ずッ！」

「完全に自じ業ごう自得じゃないッ!?」

　思えば、あの人との出会いは、友人に誘さそわれて、〝噂うわさの授業〟に参加したことが切っ掛かけだった。

　あの時のことは今でも覚えている。

　件くだんの〝噂の授業〟は、確かに噂に違たがわぬ素す晴ばらしい授業で……それまで魔術師位階の昇しよう格かくのためだけの勉強しかしてこなかった私の目から鱗うろこが落ちるような思いで……そして、何より私は……あの人と出会ったのだ。

「ふっ……ちなみに、昨晩のスコアは〇勝二百二十三敗だ。泣きたい」

「負けすぎでしょ!?　てか、どうしたらそんなにボコボコに負けられるのよ!?」

　以来、あの人のことを考える度たびに、胸が高鳴り、幸福感でいっぱいになり……そして、微かすかに胸が痛く、切なくなる。私は……一目であの人に恋こいをしてしまったのだ。

「そうだ、聞いてくれよ、白猫ッ！　セリカのやつ、酷ひどいんだぞ!?　賭けは賭けだって、この哀あわれな薄はつ給きゆうの俺からしっかり金をぶんどっていきやがった！　おかげでまた来月まで超ちようピンチッ！　酷くね!?」

「勝てないってわかった時点で止やめなさいよ!?　戦戯盤チエスなんて、運でどうこうなるものじゃないでしょ!?」

「ふっ……あそこで退ひいたら俺……もう二度と前を向いて歩けないような……そんな気がしたから……」

「そんなことより、現実に向き直ってくださいッ！」

　いつかは、あの人にこの想おもいを告げたい。そして、それが叶かなうなら……一生をあの人と添そい遂とげたい。あの人のためならこの命、捨ててもいい。本気でそう思っている。

　だけど。愛しいあの人の傍かたわらには、いつも……あいつがいる。

「と、いうわけで、だ。白猫……ちょっとお金を貸してく……」

「《最・低》──ッ！」

「ぎゃあああああああああ──ッ！」

　あの人を見つめれば、いつだって、あいつも一いつ緒しよにいるのだ。

　一体、あいつは何様のつもりなのだろう。別に恋人でもないくせに、愛しいあの人にいつもいつもベッタリ付きまとって……このままでは、あいつにあの人を取られてしまうのではないか？　そう思うと身を焦こがすような焦しよう燥そうが、私を支配する。

（許せない……ッ！　そんなの絶対、許せないです……ッ！）

　あいつに、愛しいあの人を取られるくらいなら、いっそ──




　全ては愛のために。

　その時、その少女は自らの利己的な愛のために、悪あく魔まに魂たましいを売った──




　とある日。

　昼休みもじきに終しゆう了りようという時分。

　グレンは魔術学院本館校舎の屋上で大の字になって、暖かなお日様の光を浴びながら、うとうととしていた。

「平和だねぇ……こんな時間がいつまでも続けばいいのになぁ……」

　ふぁ、とグレンがのんきに欠伸あくびをした……その時だった。

『きゃあああああああ──ッ!?』

　校舎のいずこからか響ひびき渡わたった女子生徒の悲鳴。喉のど奥おくから絞しぼり出された恐きよう怖ふと混乱が、遠く離はなれたここにも、はっきりと伝わってくるほどだ。

「はいはい、わかってたよ！　自分でフラグ立てちゃ世話ねーわッ！」

　その悲鳴に、グレンが跳はね起き、駆かけ出す。屋上の出入り口をくぐり、階段を駆け下り、廊ろう下かを走り抜ぬけ──

（悲鳴の上がった場所はあそこか!?）

　見れば、何やら女子生徒達が集まって大おお騒さわぎしているその部屋へ、グレンは猛もう然ぜんと突つき進む。

　そして、部屋の入り口付近に固まる女子生徒達を押しのけて──

「何があった!?」

　中に入ると。

「し、白猫……？」

「嫌いやッ！　嫌ぁあああ──ッ!?　来ないでッ！　近寄らないでッ!?」

　着き替がえの最中だったのだろう……半はん裸らのシスティーナが部屋の隅すみで、震ふるえながら身を縮め、泣き叫さけんでいた。

「こ、ここはどこ!?　あ、貴方あなた達は一体、誰だれなの!?」

「せ、先生ッ!?　お願い、システィを助けて！」

　今にも泣きそうな顔で、同じく半裸のルミアがグレンに取りすがる。

「ルミア、一体、何があった!?」

「わからないんです！　私達、次の授業のために着替えてたら、突とつ然ぜん、システィがわけのわからないことを言って取り乱し始めて……ッ！」

「システィーナ、あのロッカーを開けたら、急に変になった」

　下の下着一枚残して、完全にすっぽんぽん姿のリィエルが、つと、一つのロッカーを指さす。

「ロッカーだと……？」

　グレンは、システィーナに割り当てられたロッカーを見る。

「あ、あれは……ッ!?」

　グレンは、開かれたロッカーの中に不自然に放り込まれている草を、驚きよう愕がくの目で凝ぎよう視しした。

「忘レナ草……白猫のやつ……まさかアレの香こう気きを吸ったのかッ!?」

「わ、忘レナ草……って、こないだ先生が授業で教えてくれた、あの？」

「ああ。とりあえず、今は白猫を落ち着かせてやらねーと……」

　グレンは両手を上げながら、部屋の隅で縮こまるシスティーナに、ゆっくりと近付いていく。

「ひっ……こ、来ないで……ッ!?」

　普ふ段だんの元気いっぱいのシスティーナは見る影かげもない。今は一人外に放り出され、不安と恐怖に怯おびえて震える生まれたての子猫のようだった。

「大だい丈じよう夫ぶだ、怖こわくない。俺はお前の味方だ」

　まるで初対面の子供に接するかのような態度のグレン。

「そ、そんなのわからない……だって私は貴方のことなんか知らない……」

「ははは、そうか。なら……」

「ひっ……ッ!?」

　微笑ほほえみながら、グレンは左手をシスティーナへと伸のばし……システィーナはさらに怯えて……

　ぽんっ！　突とつ如じよ、グレンの伸ばした手に、一輪の花が咲さいた。

「……えっ？」

「どうぞ、お姫ひめ様。お近づきの印に」

　にっこりと笑って、システィーナへ花を差し出すグレン。

　思わず目をぱちくりし、それを受け取ってしまうシスティーナ。

「……落ち着け。大丈夫だ。ここにはお前に危害を加えようとするような悪いやつはいない。もし、いても……俺がお前を守ってやる……どうか、俺を信じてくれないか？」

「……………………」

　システィーナは、しばらく呆ほうけたように、受け取った花と穏おだやかな笑みを浮うかべるグレンを見比べて……

　やがて、こくんと不安げに頷うなずいた。

「ふぅ……なんとか落ち着いてくれたか……」

「先生……システィは……？」

　ルミアが悲しげに俯うつむく。恐おそらくはシスティーナに「貴女あなた、誰？」などと言われ、相当ショックだったのだろう。

「気持ちはわかるが話は後だ。とりあえず、白猫を連れて医務室へ……」

　と、その時。

　グレンはようやく気付いた。

　システィーナもルミアも着替えかけの半裸。リィエルに至っては、ほぼ全裸状態（おまけに隠かくそうともせず堂々としている）。

　なんかここ、妙みように肌はだ色いろ成分率が高いな……と思ってはいたのだ。

「ここ、女子更こう衣い室だったのね……」

　更衣室内に集つどう、半裸からほぼ全裸の女子生徒の群れの中、グレンはふっと口元を歪ゆがめ、ニヒルに笑った。

　事態に動転していた女子生徒達は、徐じよ々じよに我を取り戻もどしつつあり……同時に、何やら致ち命めい的てきな激情がふつふつ煮にえ滾たぎり、高まりつつあった。

「……へっ」

　グレンは、ばん！　と威い嚇かくするようにロッカーに手をついた。

「はいはいはいはい、俺が悪い悪い。わぁーってますよ、そんなことは。反省してマース。後は煮るなり焼くなり好きにすればいいじゃなーい？」

　思わず顔面に拳こぶしをめり込ませたくなるような、憎にくたらしいどや顔でグレンは見み得えをきり……そして。

「四の五の言わず、かかって来いやぁああああああああああ──ッ!?」

　グレンが修しゆ羅らの形ぎよう相そうでそう叫んだ……その瞬しゆん間かん。

　ぐわっ！　と、更衣室中の女子生徒達が、まるで津つ波なみのようにグレンへ殺さつ到とうし──思わず目を覆おおいたくなるような、凄せい惨さんな校内暴力事件が勃ぼつ発ぱつするのであった。




「……こないだ、ちらっと教えたとおり、『忘レナ草』は、人の記き憶おくに作用する魔ま術じゆつ的薬効を持つ草だ……」

　学院の医務室にて、服は見るも無む惨ざんにズタボロ。全身ひっかき傷と痣あざだらけなグレンが解説する。

「特に、自分や人間関係についての記憶に深く作用して、それを封ふう印いん……要するに、忘れさせてしまうわけだ。元々失しつ恋れんした人が、想い人のことを忘れるために利用した、といわれてる」

　ルミアが悲しそうに目を伏ふせる。

「先生……システィ、ずっとこのままなんですか？　そんなの私……」

「ルミア……元気出して」

　いつもと変わらず眠ねむたげなリィエルも、今はどこか悲しげだ。

「大丈夫だ。安心しろって」

　そんな二人を元気づけるかのように、グレンは力強く笑った。

「言ったろ？　忘レナ草の作用は記憶の消去じゃなくて封印……つまり、一時的に思い出せないだけで、お前らのことを完全に忘れたわけじゃない」

「えっ？　それじゃあ……」

　グレンの言葉に、ルミアがぱっと表情を明るくする。

「ああ。解げ毒どくして、何か切っ掛かけがあれば綺き麗れいに全部思い出し、元通りさ」

「よ、良かったぁ……」

　ルミアは、ベッドの上に不安げに腰こしかけるシスティーナの手を取った。

「システィ……今は不安かもしれないけど、頑がん張ばってね？　きっと先生が助けてくれるから」

　だが、システィーナはルミアから目を逸そらしてその手を払はらい、側そばに立つグレンの袖そでをぎゅっと摑つかんだ。

「……システィ？」

「システィ……ううん、システィーナ……それが私の名前でしたっけ？」

「うん、そうだよ。貴女はシスティーナ、私の大切な友達。それで、こっちのこの子はリィエルだよ？　システィがいつも妹みたいって言ってた……何か思い出した？」

「ルミア……リィエル……ううん、駄だ目め……駄目なんです……ッ！」

　突如、システィーナが気を昂たかぶらせ、ぶんぶんと頭かぶりを振ふり始める。

「私、貴女達なんか知らない！　私が何者なのか……ッ！　貴女達が誰なのか、全然、わからない……ッ！　怖い……怖いんです……ッ！」

　システィーナが激しく取り乱しかけた……そんな時。

「よーしよしよし、落ち着こうな」

　グレンが優しげな声で言い、システィーナの頭をくしゃりと撫なでた。

「あ……」

　途と端たん、システィーナは黙だまり、グレンを上うわ目め遣づかいで見つめる。その手はグレンの袖をより強く握にぎりしめる。

「ルミア、気持ちはわかるが駄目だ。今のこいつに、焦あせって正しい記憶を押しつけようとするのは厳禁だ……わかってくれ」

　グレンはルミアを窘たしなめるように、息を吐はく。

「忘レナ草は、ダウン系に作用する。つまり、精神的に物もの凄すごく気分が沈しずんで不安になっちまうんだ。だから、こういう手合いはな……」

　グレンはシスティーナの前で片かた膝ひざをつき、目線の高さを合わせて、穏やかに話しかけた。

「この子達の言うことは気にしないでいい。それに無理に何かを思い出そうとしなくてもいい。大丈夫だ」

「その……貴方は……？」

「俺か？　さぁな。誰だろうな？　別に誰でもいい。はっきりしているのはお前の味方ってことさ。そうだな、俺を呼びたかったら、『先生』とでも呼んでくれ」

「『先生』……」

「その代わり、お前のことを『白しろ猫ねこ』って呼んでいいか？　この呼び方に特に意味はねえが……互たがいに呼び名がねえと色々と不便だろ？　どうだ？」

「は、はい……わかり……ました」

　不安げな表情は相変わらずだが、我を失いかけていたシスティーナが、なんとか平静を取り戻していた。

「す、すみません、先生。私……」

「気にすんな、ルミア。お前の気持ちは痛いくらいわかる」

　落ち込むルミアを励はげますように、グレンはルミアの肩かたを叩たたく。

「しかし、問題は……諸状じよう況きようから察するに、白猫に忘レナ草を故意に吸わせた不届き者がいるってことだが……」

「そう言えば……最近、システィ、何者かの視線を感じることがあるって言ってました……」

「マジか？　となると白猫に何らかの恨うらみを持つ者の犯行の線も……ちっ……キナ臭くせぇな……」

　苦々しくグレンが呟つぶやき、システィーナが不安そうにグレンの袖をまた強く握り直した、その時だった。

「グレン」

　がらりと扉とびらを開き、セリカが医務室内に入ってくる。

「よう、セリカ。そっちの解毒儀ぎ式しきの準備はどうだ？」

「それがな……儀式の準備中にセシリアのやつ、いつもの発作を起こして、盛大に血を吐き散らして倒たおれてな」

　セリカがため息を吐つく。

「ああ、セシリア先生、今日は風邪かぜ気ぎ味みだったからな……」

　セシリアは腕うでの良い法医師なのだが……極度の病弱虚きよ弱じやく体質で、たまにこういうことがあるから困る。

「大量の血に塗まみれた法ほう陣じんの中心に、吐と血けつしたセシリアが生け贄にえのように倒れている姿を目まの当たりにした時は、何の悪あく魔ま召しよう喚かん儀式かと思ったよ……」

「うわぁ……」

　光景が容易に想像つくから怖こわい。

「てなわけで、儀式の準備にはまだまだ時間がかかる。法陣を一から作りなおさにゃならんし、セシリアの復活を待つ必要もある」

「しゃーない。何にせよ、まず『忘レナ草』の毒を抜ぬかなきゃ話にならんしな……」

「そんなの、困る」

　すると意外なことに、ここで食ってかかったのは、リィエルだった。

「システィーナがこのままじゃ、ルミアが悲しむ。ルミアが悲しいと、わたしも……なんか胸が痛い。なんとかならないの？　セリカ」

　これまた意外なことに、セリカとリィエルの二人はよく絡からむことが多い。どういうわけか与あずかり知らぬが、互いに『他人の気がしない』とのことだった。

「そうだな……毒を抜いて、自然に記憶が戻るのを待つ他には……」

　セリカはちらりと、グレンと、その服の袖を摑むシスティーナを見て、にやりと悪戯いたずらっぽく笑い……

「強いショックを与あたえることだな！」

　そんなことをのたまった。

「ちょ──」

「……え？」

「リィエル。これは古こ今こん東西伝統的な記憶喪そう失しつ改善法でな、強い物理的衝しよう撃げきを与えることで治すという、実にお約束な治ち療りよう法なんだ」

「そうなの？」

「そう」

「そう、じゃねえよ!?　セリカ、てめぇ一体何を言って──」

　グレンが制止する間もなく。

「わかった。そんな簡単なことで、システィーナが元に戻るなら」

　言うが早いか、リィエルはお得意の高速武器錬れん成せいで、大たい剣けんを生成し──

「きゃあッ!?　た、助け──」

「大だい丈じよう夫ぶ！　峰みね打うちだから！」

　当然のように怯おびえまくるシスティーナに向かって、リィエルが大剣を振りかざして駆かけだし──

「ちょりぃああああああああああああああああああああああああ──ッ！」

　刹せつ那な、グレンがシスティーナを背中に庇かばうように割って入り、瞬しゆん時じにリィエルの腕と胸むな倉ぐらを摑み、足を払って、投げ飛ばす。

　がっしゃーん！　リィエルの身体からだは医務室の窓を突つき破やぶって、冗じよう談だんのようにぴょーんと飛んで行った。

　ちなみにここ、三階である。

「ああっ!?　リィエル──っ！」

　窓まど際ぎわに慌あわてて駆け寄るルミア。

「セリカ、てめぇ気は確かか!?　おバカのリィエルにあんなこと吹ふき込んだら、どうなるかわかって──」

　一方、投げ飛ばしたリィエルのことなど欠片かけらも心配してないグレンは、非難の目をセリカに向けるが……

　ひし、と。背中に柔やわらかい感かん触しよくを不意に覚え、グレンは口をつぐむ。

「こ、怖かった……ありがとうございます……『先生』……」

　グレンの背中に抱だきついてくるシスティーナ。

　グレンは首だけ振り返ってそれを苦々しく見下ろし、セリカをジト目で睨にらむ。

「……これが狙ねらいか？」

「まーな。あの手の薬物で情じよう緒ちよ不安定になった時、もっとも情緒を安定させる有効な手段は『心の支え』を一本作ってやること……だろ？」

「ああ、そうだな。確かにそう教わったな、クソ師し匠しよう。てか、もっとマシなやり方ねーんかい。あれじゃ流石さすがにリィエルも怒おこるだろ……」

「そうだな……あの子にはちょっと悪いことをしてしまった。後で、苺いちごタルトをたくさん奢おごってやるか……許してくれるといいんだが」

「あ、絶対、大丈夫だわ、それ」

　そして、その荒あら療りよう治じの効果はてきめんだったらしい。

「その……『先生』……？」

「うん？」

「ええと……私を守る……あの言葉は本当だったんですね……」

「え？　ああ、うん……まぁ」

「その……貴方あなたがどなたなのか、まだ思い出せませんけど……どうかよろしくお願いします……『先生』……」

　どうやらグレンにはすっかり気を許したらしい。システィーナは顔を赤らめながら、ぼそぼそとそんなことを呟き……

「お、おう……」

　そんなシスティーナに、どうにも調子が狂くるうグレンであった。




　そして。

　窓の外──西館校舎屋上に。

（くっ、なんてことです……完全に裏目です……このままでは愛しいあの人が、また結局あいつに……ッ！）

　遠見の魔ま術じゆつで医務室の様子を窺うかがう、とある少女の姿があった。




　特にグレン自身そう意図したわけではないが……結果として、記憶を失ったシスティーナは、グレンだけには気を許すようになった。

　当然の流れとして、解毒の儀式の準備が整うまで、システィーナの面めん倒どうはグレンが見ることになる。

　先にルミアとリィエルを教室に戻もどらせ、様々な魔術的応急処置をシスティーナに施ほどこした後、グレンはシスティーナを連れて、学院内を歩く。少しでも記憶回復の一助となればと思ってのことだ。

　システィーナはグレンがどこに行こうが、まるで雛ひな鳥どりが親鳥を追うようにトコトコとグレンについていく。

　そして何かに驚おどろく度たび、システィーナは、さっとグレンの背中に隠かくれたり、ひしとグレンの腕にしがみつく。

　普ふ段だんの二人を知る者から見れば、実に奇き妙みような光景がそこにあった。

「その……何だ？　白猫。あんまりベタベタされると……困る」

　一通り学院を見て回り、最後に教室へと向かう最中、グレンの腕にしがみついて、おっかなびっくりしているシスティーナへ、グレンは複雑な表情で言った。

「あ……その……ごめんなさい……」

　悲しそうに、名残なごり惜おしそうに、グレンの腕をそっと放すシスティーナ……放すだけで、離はなれようとはしない。

「め、迷めい惑わくですよね……私みたいな女に付きまとわれては……」

「違ちがう、そうじゃない。その……今のお前には言いづらいんだが……」

　どう言おうか迷っていると。

「あ……そうでしたね。私と『先生』は確か、教師と教え子の関係でしたっけ……耳にした話によると」

　システィーナが目を伏ふせる。

「そうですよね……こんな私と変な噂うわさでも立ったら『先生』が迷惑……」

「いや、それも違う。俺は別にどんな噂が立とうが今さらさ。むしろ、お前が迷惑するんじゃないかってな」

「め、迷惑だなんて、そんな……」

　グレンという精神的な支柱を手に入れ、システィーナは徐じよ々じよに、今の自分が『普段の自分とは違う、何らかの記憶をなくしてしまった状態である』という現実を受け入れ始めていた。

　そして、自分が何者かによって忘レナ草を吸わされた……何者かに狙われている、ということも薄うす々うす理解し始めていた。

　こんな状態になってもシスティーナの聡そう明めいさは変わっていない。ゆえに、多少突っ込んだ発言をしても大丈夫だろうとグレンは判断した。

「とにかく、俺とお前は、不ふ俱ぐ戴たい天てんの敵同士だったんだぜ？　お前の記憶が戻った後で、こんな俺と変な噂が立ってたら、お前が嫌いやな気分になるだろうって、思ってな」

　冗談めかして言うグレン。

「い、嫌だなんて、そんな……私はむしろ……」

「……ん？」

「い、いえっ、なんでもないです」

　なぜか慌てたように俯うつむくシスティーナの頰ほおは真っ赤だ。解毒がまだなので体調が万ばん全ぜんじゃないのだろう。

「それよりも……記憶をなくす前の私と『先生』は……そんなに仲が悪かったんですか……？」

　ぼそり、と。

　悲しげに呟つぶやくシスティーナ。

「ん？　まぁ……顔を合わせれば、口喧げん嘩かばっかやってたよーな……」

「信じられません……『先生』はこんなに優しい人なのに……記憶を失う前の私はどうしてそんなことを……」

「え、えーと……白しろ猫ねこ？」

　やりづらい。普段のシスティーナを知っているだけに、こうしおらしく出られると、とてもやりづらい。

　そうこうやりとりしているうちに、グレンとシスティーナの二人は自分のクラスの教室の扉とびらの前に立った。

「と、とにかくだな……解毒はまだだが……なるべく、記憶を失う以前の環かん境きように触ふれていた方が、記憶の戻りも早くなる。てなわけで、俺の担当クラスの生徒達と一いつ緒しよに授業を受けてもらおうかと思ってるんだが……どうだ？　大丈夫か？」

「…………」

　まだ、微かすかに怖こわいらしい。無理もない。見知らぬ場所、見知らぬ人。頼たよれる人はグレンだけ。

「無理強じいはしない。お前が嫌なら、やめよう。……どうする？」

　システィーナは再び、グレンの腕うでにぎゅっとしがみつき、しばらく迷ったように押おし黙だまり……

「……わかりました、やってみます」

　表情を不安げに揺ゆらしながら、それでも決意を込め、そう答えた。

「いつまでも『先生』にご迷惑をかけるわけには……」

「よく言った……偉えらいぞ」

　グレンはシスティーナの頭を、くしゃりと撫なでる。

　システィーナはどこか嬉うれしそうに、気持ち良さそうに、表情を緩ゆるめた。

（まるで子猫だな……いや、マジで）

　ため息交じりに苦笑するグレンであった。




　そして、グレンとシスティーナの二人が、教室に入ると。

「先生！　ルミアちゃんから話は聞いたぞぉおおお──っ!?」

「大丈夫か!?　なぁ、先生！　システィーナ、大丈夫なのかよ!?」

　一いつ斉せいに生徒達が、グレンとシスティーナの周囲に、どっと集まってくる。

「……ッ!?」

　たちまち怯えて、グレンの背中に隠れ、しがみつくシスティーナ。

「うわ、なんていうレアな反応……」

「やっぱ、まだ記憶戻もどってねーのかよ……」
















「くそ！　俺達の仲間をこんな目に遭あわせたバカは、どこのどいつだ!?」

「絶ッ対！　許さねえ！」

「そんなことより、システィーナはどうすんだよ、先生！　早く元に戻してあげないと！」

「システィーナさんを治す算段はどうなっていますの!?　もしよろしければ、ナーブレス家の者に協力を──」

　グレンとシスティーナを取り囲んだクラスメイト達は、心配のあまりかなり興奮気味に、次から次へと言葉をまくし立てていく。

「あ……あ、あぁ……」

　みるみるうちにシスティーナの表情を恐きよう怖ふと混乱が支配していって……

「い、嫌……ッ！　た、助け……」

　今にも感情が暴発──その瞬しゆん間かん。

「いい加減にしろ、お前ら！」

　普段の惚とぼけたグレンからは想像つかないほどの鋭するどい一いつ喝かつに、生徒達は一瞬で押し黙り、場がしんと静まり返る。

「……っと、大声出して悪かったな」

　にっと、グレンが生徒達を安心させるように口元を歪ゆがめる。

「だが、話を聞いてるなら、忘レナ草の作用のことも知ってるだろ？　なにせ、こないだの授業で俺が直じき々じきにお前らに教えてやったばかりだしな」

「あ……そ、それは、その……す、すんません……先生……」

　生徒達を代表して、カッシュがぺこりと謝った。

「お前らが白猫のこと、心配なのはわかるよ。だが、心配だからこそ、普ふ通つうに接してやれ。それが一番さ」

「そうっすね……その……すまん、システィーナ……俺達もその……お前が何者かに毒かがされたって聞いて動どう揺ようしちゃってて……さ」

「い、いえ……私は……」

　システィーナはしっかりとグレンの腕にしがみつきながら、徐々に落ち着きを取り戻していく。

「大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫だ、白猫」

　グレンはそんなシスティーナの頭を撫でながら、安心させるように優しく言う。

「こいつらも、お前のことが心配なだけなんだ。皆みな、大切なお前の仲間達なんだ……信じられないか？」

「い、いえ……『先生』がそう言うってことは……多分、そうなんだと思います……私、信じます……」

　そして。

　システィーナは目を閉じて、何度か深呼吸をし、やがて意を決したかのようにグレンの腕からそっと離はなれ、一歩前に出て、クラスメイト達に告げた。

「その……ごめんなさい。私、皆さんのこと……誰だれ一人知りません……忘れてしまったみたいで……本当にごめんなさい……」

　申し訳なさそうに頭を下げる。

「でも、私、頑がん張ばって皆さんのこと、思い出します。まだ、怖いけど……皆さんがとても良い人なんだってことは、なんとなくわかります……だから……その……」

　そして……

「どうか、こんな私を……よろしくお願いしますね？」

　システィーナは精せい一いつ杯ぱい、微笑ほほえみを浮うかべてみせて……その微かに憂うれいを帯びた笑みは、とても儚はかなげで……

（（（（あ、あれ……？））））

　その瞬間、クラスメイト──特に男子生徒達──に衝しよう撃げきが走った。

（し、システィーナって……こんなに可愛い子だったっけ……？）

（ば、馬ば鹿かな……俺、リィエルちゃん派だったのに……ッ!?）

（あ、あるぇ……何か、胸がどきどきするヨー？）

（美人だけど、彼女にするのはマジ勘かん弁べんとか思ってたんだが……ッ！）

（ま、守ってあげたい……ッ！）

　そんな男子生徒達を他所よそに。

「頑張ったな、白猫」

「……『先生』のおかげです……貴方あなたが私に勇気をくれました」

「そか」

　グレンがシスティーナの頭を撫でていて……システィーナははにかむように目を細め、実に嬉しそうで……

　ぞくり。その刹せつ那な、グレンの背筋を嫌な悪お寒かんが走った。

「……どうしました？　『先生』」

「いや、なんか俺……背中を刺さされるような予感がしてきた……なぜだ」

　男子生徒達の敵意に満ちた冷ややかな視線が集まる中、グレンは滝たきのように冷ひや汗あせを流すのであった。




　魔ま術じゆつ講師グレンによる、魔道具製造術の授業が始まった。

　お題は『宝石を加工して巻物スクロールを作る』である。具体的には、羊皮紙の上に魔ま導どう回路と簡易魔力炉マナ・プラントを構築し、簡単な令呪コマンドで、羊皮紙上に構築した魔術を起動できる消費付呪シール型エンチャントを作製する、というものだ。

　すでに以前、やったことがある授業だが、復習とシスティーナの記き憶おく回復の補助も兼かねて、グレンはこの授業内容を再び選せん択たくしたのである。

　グレンが簡単に要よう諦ていを講義した後、早さつ速そく、生徒達は作業を開始する。

　羊皮紙上に呪じゆ文もんと法ほう陣じんをかき、要所に宝石をツールでカットして埋うめ込み、呪文で魔ま力りよくを吹ふき込む。各種魔術触しよく媒ばいを焼き鏝ごてを使って銀と共に箔はく押おしし、魔導回路を作っていく──実に手慣れたものだ。

　ところで、システィーナは身に染みついたこと……根本的な魔術理論や知識は記憶に残っているようだが、比ひ較かく的最近学習したことに関しては、ごっそりと抜ぬけ落ちているらしい。

　ゆえに、システィーナの作業は上手うまくいかず、遅ち々ちとして進まない。あらゆる課題を、常に誰よりも早く正確に片付ける彼女には珍めずらしい姿だ。

「うぅ……難しいな……」

　システィーナが困ったように視線を彷徨さまよわせ、グレンに縋すがるような目を向けかけた……その時だ。

「し、システィーナ……お、俺がコツ教えてやろうか？」

　ロッドやカイを始めとする男子生徒達が、わらわらとシスティーナの元へと集まってくる。

「宝石をカットする時は角度が重要でな……（君に教わったことだけど）」

「銀の箔押しのコツはこれこれこうで……（君に教わったことだけど）」

「し、触媒固着の時に気をつけなきゃいけないことはさ、うんぬんかんぬん……（君に教わったことだけど）」

　自分の元へ集まってくる男子生徒達に、システィーナも最初は戸と惑まどったようだが、やや離れた場所で温かい目で自分を見守ってくれるグレンの姿を認め、安心したらしい。

　素直に男子生徒達のアドバイスを聞き入れ、作業を進め……

「あっ……できました」

「おおっ！　上手いじゃん、システィーナ！」

「凄すごい、凄い！　マジ凄いって！」

「ふふ、親切な皆さんのおかげです……本当にどうもありがとう」

　システィーナは、男子生徒達へ朗ほがらかに微笑んで……それがまた普ふ段だんの強気で勝ち気な彼女からは想像もつかないほど、淑しとやかで儚げで、つい守ってあげたくなるような微笑みで……

（（（（……あ、やば、これ……））））

　今、ルミア派、リィエル派、ウェンディ派……等々、熾し烈れつに鎬しのぎを削けずり合う群ぐん雄ゆう割かつ拠きよする派は閥ばつ群の中に、新たに『システィーナ派』と呼ばれる新興派閥が急速に勢力を拡大しつつあった。

「ふっ……うちのクラスの連中、気の良いやつらばっかじゃねーか……正直、先生、ちょっと感動したわ」

　そんな水面下の戦せん況きようなど露つゆ知らず、グレンは感かん慨がい深く言った。

「う～ん……でも……これ、何か違ちがうような……？」

　ルミアは苦笑いするしかない。

「おう、白しろ猫ねこ。どうだ、調子は？　お前らも白猫によくしてくれているみたいで、さんきゅーな」

　男子生徒達の献けん身しんに気を良くしたグレンが、システィーナの元へ歩み寄る。

「『先生』……」

　近付いてくるグレンの姿に、システィーナは嬉うれしそうに顔を綻ほころばせ、その頰ほおに薄うすく紅べにが差し……

　それを見た男子生徒達は、互たがいに顔を見合わせて──

「「「「ぺっ」」」」

　男子生徒達はふて腐くされたように、グレンからそっぽを向いた。

「何、そのリアクション!?　お前ら俺に何か恨うらみでもあんの!?」

「自分の胸に聞いてみるんだな……」

「アンタ……夜の帰り道、背中に気を付けたほうがいいぜ……」

「つか、先生ばっか、ずりぃ」（泣）

「ルミアちゃんにリィエルちゃん……そして……くっ！　また独ひとり占じめしたいのか、アンタはッ!?」（号ごう泣きゆう）

「はぁ!?」

　わいのわいのと、いつものように大おお騒さわぎが始まる。

　そんな光景を前に、システィーナがおろおろしながら、手近なツインテールの女子生徒に尋たずねる。

「え、ええと……すみません、貴女あなたは……？」

「ウェンディ、ですわ」

「あの……ウェンディさん……一つお聞きしてよろしいですか……？」

「ふふ、なんなりと」

「あ……ありがとうございます……その……『先生』は、あまり皆さんからよく思われていないのですか？」

　悲しげに問いかけてくるシスティーナを安心させようと、ウェンディが苦笑いで応じる。

「心配には及およびませんわ。先生含ふくむ彼らが、お馬鹿なことで大騒ぎするのはいつものことですから。子供同士のじゃれ合いみたいなものですわ」

「そ、そうなんですか……？　よかった……」

　システィーナが心底安あん堵どしたように、ほっと息を吐はき、微笑む。

「もし……あんなに優しくて頼たよりになる方が、皆から厭いとわれているとしたら……私、悲しくて……」

「……ふ、普段の貴女からは想像もつかない言葉ですわね……」

　ウェンディは額に脂あぶら汗あせを浮かべ、頰を引きつらせた。

「普段の私……？　そういえば、普段の私と『先生』の関係は、どのようなものなのですか？」

「え？」

「その……あまり仲は良くなかった……みたいなことは少し聞いたんですけど……」

「うーん……仲が良くないといいますか……その……」

「私、知りたいんです……どうか教えていただけませんか？」

「うーん……貴女がよろしいのでしたら、教えるのにやぶさかではありませんが……」

　仕方なく、ウェンディが普段のシスティーナとグレンの関係を説明し始める……その一方で。

「ええい！　やっぱり、アンタとは一度決着をつけなきゃなんねぇッ！」

「そうだそうだッ！　全ては愛のためにッ！　可愛い女の子を不当に搾さく取しゆされ、虐しいたげられたる全ての持たざる者、モテざる者の嘆なげきと怨えん嗟さを晴らし、正義を示すためにッ！」

「恋れん愛あい格差社会を破は壊かいしろッ！」

「うらやま階級闘とう争そう上等ッ！　彼女いない歴に終しゆう止し符ふをッ！」

「「「「リア充じゆうに鉄てつ槌ついをッ！」」」」

「「「「血の粛しゆく清せいだッ！」」」」

　打だ倒とうグレンの錦にしきの御み旗はたの下もとに、男子生徒達が、おおおおおおっ！　と腕うでを振ふり上げてときの声を上げ、グレンへ猛もう然ぜんと迫せまる──

「ちぃいいいいッ!?　お前らッ！　どうして俺達が戦わなければならないんだッ!?　（今回は割とマジで）」

　どたんばたんと始まる壮そう絶ぜつな魔術バトル。大混乱に陥おちいる教室内。

　さらに、そんな混乱に拍はく車しやをかけるかのように──

「やかましいぞ、貴様ら!?　何バカ騒さわぎしとるかぁあああ──ッ!?」

　ハーレイが登場し──

「白猫娘むすめが記憶をなくしたと聞いてッ！　フッハハハ──ッ！　任せろ、この天才魔導工学教授オーウェル＝シュウザーになぁあああ──ッ！」

　オーウェルが怪あやしげな魔導機械を両手に抱かかえて、参上し──

「記憶喪そう失しつで不安に揺ゆれる少女とか、もう大好物ですッ！　ぜひとも、治ち療りようはこの私に任せてくれたまえッ！　私の白魔術で見事、貴女の記憶を覗のぞ──取り戻もどしてみせよう！」

　ツェスト男だん爵しやくまで、湧わいて出る。

「帰れ、バカ共ォ──ッ！　……あ、ヘベレケ先せん輩ぱいはすんません……」

「最も早はや、何一つかすってないぞ、グレン＝レーダスぅううう──ッ!?」

「いざ目で見よッ！　この記憶復元装置は脳のう髄ずいに直接電気ショックを与あたえ、爆ばく薬やくを炸さく裂れつさせてだなぁ──ッ！　記憶と共に肩かたこりも爆☆殺ッ！　その際、当人の意識が過去や未来へ一時的にタイムリープするっぽいデータが出てるが──それはただのバグ！　後で直すから気にするな！」

「ふひ、ふひひ……おいでおいでぇ、子猫ちゃん……怖こわくないよぉ……おじさんに子猫ちゃんの心の全てを曝さらけ出してごらぁん……ハァハァ……」

「「「「全軍抜ばつ刀とう・全軍突とつ撃げきッ！」」」」

「「「「たとえ我らが全ぜん滅めつしようとも、この戦争、先生を倒たおして、モテない男と可愛い女の子が一人ずつ生き残れば我々の勝利だ！」」」」

「ツッコミキレネエ！」

　グレンが天を仰あおいだ──その時。

「ッ!?」

　窓の外から、黒くろ魔ま【ショック・ボルト】の雷らい閃せんが、システィーナを目め掛がけて飛来する──

「ぎゃあああああああ──っ!?」

「アーッ！　イィイイイ──ッ!?」

　たまたまその射線上に、システィーナへとにじり寄るオーウェルとツェスト男爵がいたから、事なきを得たが……この変態二人がいなかったら、その雷閃はシスティーナを直ちよく撃げきしていたはずだった。

「ひっ!?」

　ばちばちと感電して気絶し、どさりと倒れ伏ふす二人の変態の姿に、さっと青ざめるシスティーナ。

　途と端たん、騒そう然ぜんとする教室内。

「白猫ッ！」

　そして、それを見て取ったグレンの反応は早かった。すかさずシスティーナの元へと駆かけ出す。

　そう。システィーナは何者かに、故意に忘レナ草を吸わされたのだ。

　つまり──システィーナに悪意を持つ、第三者がこの学院にいる。

　彼女は……狙ねらわれているのだ。

「ちぃ──ッ!?」

　窓の外にいるらしい襲しゆう撃げき者から、システィーナを背後に庇かばうように、グレンが割って入った瞬しゆん間かん。

　さらに二閃、三閃と【ショック・ボルト】が撃うち込まれてくる──

「だ、駄だ目め！　逃にげて『先生』！」

「へっ、心配すんな──」

　咄とつ嗟さにグレンは手を伸のばし、むんずと何者かの襟えり首くびを摑つかみ──

「バリア──ッ！」

「ギャアアアアアアアア──ッ!?」

　──その人物を盾たてにした。

　ハーレイだった。

「ふぅ……バリアがなければ即そく死しだった……」

「ぐ、グレン＝レーダス、貴様ぁ……覚えてろ、よ……」（がく）

　そんなハーレイを尻しり目めに、グレンは額の冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら、窓の外を真しん剣けんな表情で見み据すえる。正面には別館校舎や、塔とうなどが見えた。

（ち……駄目だ。外からここを狙えるポイントが多すぎる……狙そ撃げき地点の割り出しは厳きびしいか……？）

「『先生』、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　そして、グレンの背中にシスティーナがひしと抱だきついていた。

「ありがとうございます、また守ってくれて……怖かったです……」

　グレンの背中で、システィーナは涙なみだ目めで震ふるえていた。そこだけが自分の安心できる居場所……そう言わんばかりに必死に身を寄せてくるシスティーナの姿は、どこまでも弱々しかった。

　普ふ段だんの凜り々りしい彼女の姿を知っているだけに、グレンの心は痛む。

「大丈夫……大丈夫だ。俺がついているから」

　グレンはシスティーナを宥なだめながら考える。

（ちっ……なんとかしねーとな……記き憶おくのこともそうだが……白しろ猫ねこを狙う何者か……まず、そいつをなんとかしねーと。だが、俺は白猫から離はなれられねーし……どうしたものか……？）




　そして。

「なぁなぁ……二組のシスティーナの話、聞いたか？」

「ああ、誰だれかに忘レナ草、吸わされたんだって？　……可哀かわい想そうに」

「なんか今日は学院が静かだなって思ってたんだよな……」

「でも、夕方から解げ毒どくの儀ぎ式しきやるんだってさ」

「そうか、そりゃ良かった！」

「いやー、やっぱ、一日に一回は、グレン先生とシスティーナの対決を見ないとなー、なんか調子が……」

　学院のそこかしこで、そんな噂うわさ話ばなしが囁ささやかれて……

「…………」

　物もの陰かげでそれを聞いていたその少女は、その喧けん噪そうからそっと遠ざかり、行動を開始する──




　学院の某ぼう所しよにて。

「安心しろ。もうすぐ終わる」

　グレンは、ベッドの上に腰こしかける不安げなシスティーナへ、そう告げた。

「お前を狙う犯人もすぐ捕つかまるし、お前の記憶も元に戻る。全ては元通りって寸法さ」

　つい先刻、グレンが思ったより、あっさりと犯人を捕まえる算段がついたのだ。

　後は無事に解毒の儀式を行うだけ。

　だが、システィーナの顔は浮うかない。

「……どうした？」

「『先生』……私……記憶、取り戻したくありません」

　意外なその言葉に、グレンが思わず絶句する。

「……記憶が戻ったら、今の私はどうなるんですか？」

「そ、そうだな……個人差はあるらしいが……大体のケースにおいて、記憶を取り戻した瞬間、記憶を失っていた間のことを、綺き麗れいに忘れちまうことが多い……と聞くな」

「貴方あなたが優しくしてくれた……守ってくれた、支えてくれた……この記憶と想おもいも……私は全て忘れてしまうんですか……？　そんなの……嫌いや……」

「……は、はい？」

　調子が狂くるうグレン。

「色々聞きました。普段の私は……やはり貴方に対して、随ずい分ぶんと辛しん辣らつな態度ばかり取るみたいですね……」

「い、いや……別にそれほどじゃ……」

「どうして？　どうして以前の私は貴方のような優しい方に、そんな意地の悪い態度ばかり取るんですか!?」

　システィーナが涙を浮かべながら、グレンを上うわ目め遣づかいで見上げる。

「私が記憶を取り戻したら、きっと貴方はもう、私に優しくしてくれない……私が酷ひどく意地悪な子だから……そんなの、嫌です……私は今のままがいい……ぐすっ……ひっく……」

「……落ち着け、白猫」

　グレンがシスティーナの肩に手を置いた。

「今のお前は薬の効果で、一時的に不安になっているだけだ。それはお前の真の感情じゃない」

「で、でも……」

「それに、だ。本当のお前の帰りを待っている子達もいる」

「……っ！」

　部屋の隅すみの方では、ルミアとリィエルが、そっとシスティーナを見守っている。二人とも心配そうだ。

「大丈夫だ、安心しろ。俺は何も変わらねーよ」

　にっ、とグレンが力強く笑う。

「確かに普段のお前はうっせーなぁと思うこともあるが……実は別にそれはそれで嫌ってわけじゃねえんだ……だから安心しろ」

「せ……『先生』……グレン、先生……わ、私……ひょっとしたら……」

　ぽう、と。熱に浮かされたような表情で、システィーナはグレンを見つめ上げて──




「ゆ、許せないですぅ……ッ！」

　その少女は、校舎の屋上で遠耳の魔ま術じゆつを通して聞こえてくるグレンとシスティーナの会話内容に、ぎりぎり拳こぶしを握にぎり固めて怒いかりに打ち震えていた。

「この私を差し置いて、私の愛いとしい人と、そんなうらやま甘ったるい会話をするなんて、絶対に許せないです……ッ！」

　身を乗り出し、屋上から眼下を睨にらむ。

　対面に位置する別館校舎のとある一室──これから儀式が行われると噂の場所──そこにグレンとシスティーナがいる。

「こうなったら、もう一回仕し掛かけてやるですッ！　折角、苦労して忘レナ草を吸わせたのに……あんな無ぶ粋すいな儀式なんて無茶苦茶にしてやるですよ、ふふふ……ッ！」

　どんな攻性呪文アサルト・スペルを撃ち込んでやろうか。少女が怪あやしくほくそ笑みながら考えていた……その時だ。

「そのくらいにしておけ」

　鋭するどい声が、少女の背中に浴びせかけられた。

「な!?　何者です!?　い、いつの間に私の背後に!?」

　少女が驚きよう愕がくと共に振ふり返る。

　そこにいたのは、全身を黒い外がい套とうに包んだ長身の男だった。長ちよう髪はつが風に揺ゆれ、その隙すき間まから覗のぞく鷹たかのように鋭い双そう眸ぼうが少女を射い貫ぬいている。

「今なら、他愛もない子供の悪戯いたずらで済む。退ひけ」

「わ、私の背後を取ったことは褒ほめてあげますが、残念ですぅ、それはできませんです！」

　むふーっと、自じ慢まんげに胸を反そらしながら、少女が告げる。

「実は私、かなり名門魔術師の家の出身で、その一族の中でも歴代最高の才と言われているほどなんですよ！　貴方のような、どこぞの馬の骨なんて相手にならないんです！」

「そうか」

「そうです！　そんな私に挑いどむなんてまさに『井の中の蛙かわず、大海を知らず』です！　手て荒あらな真似はしたくないですが、そんな身の程知らずな貴方には、この私が手厳しい教訓を与あたえてあげるです。覚かく悟ごするといいですよ？」

　そして。

　少女が自信満々に、男に両手を向けて、呪文を唱え始め──




　略。




「捕まえたぞ」

　部屋の扉とびらを開くや否いなや、男──アルベルトは、後ろ襟えりを摑んでぶら下げた少女を、ずいっとグレン達の前へ突つき出した。

「な、なんなんです、この人……おかしいです……化け物です……」

　何があったのか──少女は真っ青になって、ぶるぶる震えて泣きながら、グレン達の前でくずおれた。

　そして、アルベルトは懐ふところから書類の束を取り出し、ばさりとグレンの足あし下もとに放る。

「忘レナ草を入手したルートや、アリバイ、周囲の証言など……その娘むすめが下げ手しゆ人にんだということを示す証しよう拠こだ。……後は好きにしろ」

「お、仕事早いね、アルちゃん」

「ふん」

　とんだ時間を食った、と言わんばかりに、アルベルトが去って行く。

「さて……」

　部屋にはグレン、システィーナ、ルミア、リィエル、セリカ……そして、その中心に件くだんの少女。

　二つ結びのお下げが特とく徴ちよう的な、知的さと愛あい嬌きようを合わせ持った印象の少女であった。

「お前……アルシャ＝クレジールか。これはまた、なんとも意外な……」

　セリカが、がっくりと項うな垂だれる少女の姿を見て、呟つぶやいた。

「知ってるのか？　セリカ」

「ああ、一年次生ではトップクラスの優等生でな。社交的で品行方正、友人も多く、講師陣じん達の受けも良い……まさか、このような事件を起こす生徒とは思わなんだが」

　一年次生、ということはシスティーナ達二年次生の一つ後こう輩はいということになる。

「なぁ、アルシャ。お前、なんだってこんなことをしたんだ？」

　少女……アルシャはしばらくの間、セリカの問いかけに答えず、黙だまって俯うつむいていたが……やがて、観念したらしく、重々しく口を開いた。

「だって……愛していたんです……」

「！」

　アルシャがグレンの方を、切なげな表情で振り向いた。

「こんなに好きで好きで、苦しくて……でも、遠くから見ていることしかできなかったのに……でも、あいつはいつだって私の愛しい人の側そばにいたんです……許せなかったんです……」

「お前……だから、白しろ猫ねこを……」

　グレンは苦々しく、ため息を吐ついた。

「ちっ……愛が重いぜ……だが、アルシャ、やっていいことと悪いことがあるだろう？　違ちがうか？」

「わ、わかってるです、そんなの……ッ！　でも……でも……ッ！」

「落ち着け。お前くらいのガキの頃ころには、熱に浮かされたように、恋こいしちまうことがあるんだ。だが、それは一時的なことだ……」

　どこか遠い目で、グレンが言う。

「違うです！　この想いは本物なのです！　決して一時的なものなんかじゃないですっ！」

「いずれにせよ、お前にはまだ早い。その想いを本物と判断するには、お前はまだ、あまりにも幼すぎる……もっと色々な人間と接し、様々な世界を知り、多くを学ぶべきだ……それからでも遅おそくない」

「そ、そんな……」

「学院を卒業するまで、その想いは大切に胸にしまっておけ。その頃にはまた違ったものが見えているはずだ。そんなこともあった……若かりし頃の良い思い出になるさ」

「そんなの嫌です！　私、待てないんですッ！」

　切なげな表情で、アルシャはグレンの方へと両手を広げて駆かけ出す。

「……バカ野や郎ろうが」

　グレンにはアルシャを受け入れてやることはできない。だが、せめて胸を貸して泣かせてやるくらいは。そう思って、グレンが身構えていると──

「……ん？」

　アルシャはすっとグレンの傍かたわらを通り抜ぬけ──

「きゃっ!?」

「愛しているです！　愛しているんです、お姉様ぁッ！」

　グレンの背後のシスティーナに抱だきついていた。

「……どういうことなの？」

　頰ほおを引きつらせたグレンが問う。

「どうもこうもないです！　私は最初から、お姉様のことをお慕したい申し上げていたです！　噂うわさのアホ講師の授業に潜もぐり込み、一目システィーナお姉様のお姿を見たときから！」

　慌あわてるシスティーナを、アルシャはべったりと抱きついて放さない。

「あ、あるぇー？　お前、白猫を恋こい敵がたきとして見ていたんじゃ──」

「恋敵？　何を言ってるですか？」

「だって、昼間、襲しゆう撃げきとかしたし、そもそも白猫に忘レナ草吸わせたし……」

「それは、愛しいお姉様に近付く不ふ埒らちなバカ共を一いつ掃そうしただけです！　忘レナ草を吸わせたのも、お姉様にいつもまとわりつく貴方あなたのような憎にくきアホ講師のことを忘れさせるためです！」

「……………………あ、そう」

「ああんっ！　お姉様ッ！　お姉様ぁあああああんっ！　クンカクンカ……ああ、お姉様とっても良い匂におい……ハァハァハァハァ……髪かみモフモフ……」

「ちょ……どこ触さわって……んっ……やめ……てぇ……」

　眼前で展開される実に百合ゆり百合ゆりしい展開（一方的）を、グレンはしばらく呆ぼう然ぜんと眺ながめており……

「えーと？　『学院を卒業するまで、その想いは大切に胸にしまっておけ。その頃にはまた違ったものが見えているはずだ。そんなこともあった……若かりし頃の良い思い出になるさ』……だったっけ？　グ　レ　ン　先　生？　いやぁ、至し言げんだねぇ……」

　そして、セリカが容よう赦しやなくグレンへトドメを刺さしに来た。ニヤニヤと実に小こ悪あく魔ま的な笑みを浮うかべている。
















「……ねぇ、どんな気持ち？　ねぇねぇ、今、どんな気持ち？　生徒が自分に惚ほれてると勘かん違ちがいして、ちょっと格好いいこと言っちゃって、ねぇ、今、どんな気持ち？」

「うるせぇえええッ!?　笑えよコンチクショォオオオッ!?　いっそ殺せッ!?　ガチ百合だなんて誰だれが予想できるかバッキャロォオオオッ!?」

　顔を真っ赤にしたグレンが、天に向かって吠ほえていた。

「ねぇ、ルミア。好きになるって男と女がなるものじゃないの？　なんで女が女を好きになるの？」

「り、リィエルには……この世界はまだ早いかな……」

「……？」

　小首を傾かしげるリィエルと、苦笑いするしかないルミアであった。




　それから。

　解げ毒どくの儀ぎ式しきを受け、ほどなくしてシスティーナの記き憶おくが戻もどってきた。

　アルシャは厳重注意の上に、大量の反省文を書かされることになった。

　が、懲こりず、あの日以降、ことあるごとに、システィーナへアプローチを続けている。この一件で、アルシャの中で何かが吹ふっ切れたらしい。品行方正な優等生の化けの皮ははがれたが……アルシャは生き生きとしていた。

　そして──

「まったくもう、いい加減にしてくださいッ！　どうして貴方はそう、講師としての自覚がないんですか!?　いいですか!?　講師たる者は──」

「わーかった、わかった！　勘かん弁べんしてくれ!?」

　結局、毎度お馴な染じみの光景が、学院某ぼう所しよで展開されていた。道行く生徒達も、そんな二人の様子に苦笑いだ。

「ったく……あのしおらしいお前はどこ行ったよ……素直で可愛かったのに……」

　グレンが頭を搔かきながら、ぼやく。

「またあの話ですか!?　何度も言ってますけど、私、記憶を失っている間のことは全然、覚えてないんです！　だからその時のことを持ち出されても困ります！」

「へーいへいっと……はぁ[image: ～][image: ～]」

　肩かたを落とし、盛大にため息を吐きながら、システィーナの説教を聞き流すグレンであった……。




　説教が終わった後で。

（……上手うまく、誤ご魔ま化かせたかしら？）

　とぼとぼと去って行くグレンの背中を、システィーナは激しい胸の動どう悸きを隠かくしながら見送った。

（参ったわ……あの時のことを思い出すと、未いまだに顔が熱くなっちゃう……表情に出てないといいんだけど……）

　これはルミアにもリィエルにも秘密のことだが……実は、システィーナは忘レナ草で記憶を失っている間のことを全て覚えていた。システィーナはそういう体質だったらしい。

　儀式の後、記憶が戻ってきた瞬しゆん間かん、システィーナは、なぜか咄とつ嗟さに噓うそを吐ついて、演技をしてしまったのである。

（……不覚。薬のせいで不安だったとはいえ……この私が……あいつに……あんな……あんな……うわぁ……）

　かぁ[image: ～][image: ～]っと、再び頰が燃え盛るように熱を帯びてくる。胸が激しく高鳴り、破は裂れつしそうだ。

　不安のままに、グレンにベタベタと猫みたいに甘えまくった自分。そんな自分を煙けむたがらず、最後まで励はげまし、支えてくれたグレン。

　あの時のグレンはとても優しくて……頼たより甲が斐いがあって……あの時のグレンの一挙手一投足を思い浮かべるだけで……心臓が跳はね上がり、熱に浮かされたように頭がぽや～っとして、なんだかおかしくなりそうだ。

　この感情は一体、何なのだろう？

（……ま、まぁ、色々と不本意で、もやもやする事件だったけど……）

　ちらり、と。

　システィーナはもう一度だけ、去って行くグレンの背中を流し見て。

（ありがとう、先生……）

　胸中で、そっと呟つぶやくのであった。



















「あー、面めん倒どう臭くせぇ……」

　ここは、セリカの屋や敷しきの一角に構えられたグレンの自室。

　四方の壁かべが書しよ架かとなっているその部屋に、グレンの投げやりな呟つぶやきが響ひびいていた。

「セリカのやつ、たまには自分で部屋を掃そう除じしろって……くっそ……」

　ぶつくさ言いながら、グレンは床ゆかやソファーに積つまれっぱなしの魔ま術じゆつ関連書しよ籍せきや魔術論文の山を、のそのそと気乗りしなさげな様子で、元の本ほん棚だなに戻もどしていく。

「ったく、仕方ねえなぁ……メシ抜ぬきは嫌いやだしな……」

　そんなこんなで、グレンは同じく本や論文でごちゃごちゃになった机を整理し始める。

「しっかし……我ながらよくもまぁここまで……」

　机の引き出しを開け、その中へ乱暴に詰め込まれていた魔術の小道具を片かたっ端ぱしから取り出していた……その時だった。

「……ん？」

　ふと、グレンはそれを発見する。

　引き出しの奥底に、ひっそりと隠かくれるように眠ねむっていた、それ。

　それは……古ぼけた紙片に描えがかれた一枚のアルカナ・タローであった。

　その絵え柄がらから暗示されるアルカナは『愚ぐ者しや』。これは『愚者のアルカナ』らしい。

　らしい、と表現するのは、そのアルカナの絵柄が子供の落書きじみた杜ず撰さんなものだったからだ。使用された紙も顔がん料りようも非常に質が悪い。

「ふむ……？」

　グレンは懐ふところから、自分の『愚者のアルカナ』を取り出す。

　グレンの切り札たる固有魔術オリジナル【愚者の世界】。それを起動する鍵かぎとなるそのアルカナと、机の中から出てきた杜撰なアルカナを、手の内で二枚並べてよく見比べる。

　一目でわかる──その二枚は単純に書式が似ていた。

「これは……」

　しばらく、グレンは不思議そうにその二枚を見比べていたが……やがて不意に、グレンの脳のう裏りを懐なつかしい記き憶おくが、閃せん光こうのようにフラッシュバックする。

　その杜撰なアルカナの表面に浮うかび上がった、とある懐かしい少女の笑顔。

　同時に、開け放たれた窓から吹き込んだ穏おだやかな風がカーテンを揺ゆらして……

　窓の外には、いつものように鋭えい角かくの屋根が立ち並ぶ洗練されたフェジテの街並みと。

　そして、大空へ雄ゆう大だいにその偉い容ようを誇ほこる、幻まぼろしの天空城の姿があった──




　────。




　ばぁんっ！

「セリカ──ッ！」

　その日、アルフォネア邸ていの居間に続く扉とびらを、一人の少年が乱暴に押し開けていた。

　成長期を迎むかえる前の男子特有の華きや奢しやさと背の低さ、声の甲かん高だかさが特とく徴ちよう的な、十二歳程の少年だ。その若さでありながら、アルザーノ帝てい国こく魔術学院の制服に身を包んでいる。

　だが、その少年はまるで打ちひしがれた敗残兵のように憔しよう悴すいしきり、その目には大おお粒つぶの涙なみだを一いつ杯ぱいに湛たたえていた。

「はぁー……ッ！　はぁー……ッ！　はぁー……ッ！」

「おう、お帰り。……そんなに慌あわててどうしたんだ、グレン？」

　居間には、妙みよう齢れいの金きん髪ぱつ女性がいた。燭しよく台だいや壺つぼ、聖画や絨じゆう毯たんなどの調度品に囲まれ、優ゆう雅がにテーブルにつき、穏おだやかな顔でティーカップを傾かたむけている。

　美を誇る女め神がみすら畏おそれて恥はじ入らんばかりの美女を、少年は恨うらみがましく睨にらみつけ……荒あらい吐と息いきを肩で整えながら、手の甲こうで溢あふれる涙を拭ぬぐい……そして、言った。

「どうして……教えてくれなかったんだよ……ッ!?　僕の魔術特性パーソナリテイを……ッ!?」

　すると、金髪の美女──セリカは苦々しく顔を歪ゆがめ、ティーカップをそっとテーブルの上に置いた。

「……そうか。とうとう知っちまったか。今日、学院で魔術検査があったんだな？」

　魂たましいの輪りん廻ね転生経路たる『摂せつ理りの輪』の回帰点であり、かつ、人の全ての記憶が回帰する集合無意識の第八世界『意識の海』の最深中心点たる全ての生命の根源……『原初の魂』……この世界で、あらゆる存在に先んじて生まれた最初の『一』。

　全ての生命は、この世界を構成するあらゆる『概がい念ねん』を内包する『一』から発生したがゆえに、その魂には生まれながらに『在あり方』が定められている。

　それが『魔術特性パーソナリテイ』である。

　その魂がどんな概念から発生したのかを示す『[image: α]アルフア概念』。

　その魂がどんな方向性を持つのかを示す『[image: ω]オメガ属性』。

　魔術特性パーソナリテイは【『[image: α]アルフア概念』の『[image: ω]オメガ属性１』・『[image: ω]オメガ属性２』】の書式で書き表され、これは同じく『原初の魂』が最初に発した音ね色いろから生まれた『魔術』に多大なる影えい響きようを与あたえる。

　そして、魔術師は時にその魔術特性パーソナリテイを利用し、強力な固有魔術オリジナルを独自に編み上げる。

　だが、グレンの魔術特性パーソナリテイは──

「【変化の停てい滞たい・停止】……こんな使えない魔術特性パーソナリテイ、どうすればいいんだよっ!?」

　そう、魔術特性パーソナリテイは固有魔術オリジナルのみならず、その魔術師が操あやつる全ての魔術に、良くも悪くも影響を与える。

　しかし、魔術とは、魔術師とは、そのほとんどの場合において、世界に変化と加速をもたらし、もたらす者達だ。グレンの魔術特性パーソナリテイ【変化の停滞・停止】は、そんな魔術師にとって、もっとも真逆となる在り方と方向性だ。

　つまり、その魔術特性パーソナリテイは、あらゆる魔術による世界への干かん渉しように、常にブレーキをかけることになる──

「道理で上達しないと思ってた……あんなに一いつ生しよう懸けん命めい頑がん張ばっているのに……いつまで経たっても一節詠えい唱しようはできないし……同じ呪じゆ文もんに同じ魔ま力りよくを注いでも、いつも皆みんなより威い力りよくが出ない……なんでだろうってずっと思ってたけど……こういうことだったんだね!?」

　その特異に過ぎる魔術特性パーソナリテイが足を引っ張ぱり、グレンはこの先、いくら努力と修練を重ねようが、決して、いわゆる『一流の魔術師』にはなれない──それがグレンに突つきつけられた残ざん酷こくな現実。

　思えば、グレンの先天的な魔力操作感覚の乏とぼしさも、この魔術特性パーソナリテイが何かしら影響しているのかもしれなかった。

「何度も言ったはずだぞ。お前に魔術の才能はないって」

　セリカがため息交じりに、グレンを見やる。

「……だが、それは、真っ当な魔術師としての、という意味だ」

「真っ当な魔術師……？」

「ああ、そうさ」

　セリカは涙目のグレンを諭さとすように言うと、立ち上がる。

　立ち尽つくすグレンにそっと身を寄せ、その頭をやんわりと優しく抱だきしめる。

「確かに……お前の魔術特性パーソナリテイは、単純に力や真理を追い求める真っ当な魔術師には向いてない特性だ。だがな、グレン……魔術師には色んな在り方と形があるんだ」

「…………」

「魔術特性パーソナリテイに優ゆう劣れつなんかない。お前のその魔術特性パーソナリテイも、お前という人間の一部を構成する立派な個性だ。恥じることはない。むしろ誇ればいいさ」

「…………」

「お前は魔術が大好きで、そして、お前には人にはないお前だけの才がある……いいじゃないか、それで……」

「…………」

「大だい丈じよう夫ぶだ、グレン。確かに魔術師にとって、魔術特性パーソナリテイは大きな意味を持つが、絶対じゃない。それを埋うめる手段はいくらでもある。むしろ、それを埋めてあまりある知ち恵えを生み出す知恵者こそ魔術師だ。お前はお前なりの魔術師を目指せばいいんだよ」

　慈いつくしむように、グレンの頭を撫なでるセリカ。

　セリカの言っていることは──間ま違ちがいなく、正しかった。

　だが……

「……なんだよ……僕なりの魔術師って……？」

　そんな大人の考え方を受け入れるには……グレンはまだあまりにも幼かった。

「僕は、セリカや物語に出てくるような『正義の魔ま法ほう使つかい』になりたいのに……皆を守れる強い力が欲しいのに……ッ！　こんな魔術特性パーソナリテイをどう工夫すればいいっていうんだよ!?　これじゃ『正義の魔法使い』になんて、なれっこないじゃないか!?」

　グレンはセリカの腕うでを振ふりほどき、突き放はなす。

「ぐ、グレン……？」

　グレンにこうも明確に拒きよ絶ぜつされたことは初めてだったセリカが、おろおろとする。

「お、落ち着けよ……な？　グレン、確かに魔術師にとって強い力を得ることは大切なことだが……それよりも大切なのは、得た力で何を為なすか──」

「うるさいっ！　【万ばん理りの破は壊かい・再生】……そんな凄すごい魔術特性パーソナリテイを持つセリカに、僕の気持ちなんかわかるもんかっ！」

「！」

　セリカの魔術特性パーソナリテイ──【万理の破壊・再生】。全ての物理法則を破壊し、それを自在に再構築するというその在り方は、何かを破壊する攻性呪文アサルト・スペルの行使と威力をいかんなく後押しするのはもちろん、時に絶対不ふ可か侵しんたる時間の理ことわりすらも破壊し、支配する。

　一個人が持つものとしては、あまりにも図ず抜ぬけた特性であり、唯ゆい一いつ無二の才。

　そして、セリカがそのような卓たく越えつした魔術特性パーソナリテイを持つがゆえに──彼女の言葉が、彼女に心底憧あこがれるグレンに届くことは、なかった。

「どうせ……心の底で僕のこと、ずっと馬ば鹿かにしてたんでしょ!?　僕の取るに足らない魔術特性パーソナリテイを知ってて……ッ！　そうだよね、セリカから見れば、僕なんて……ッ！　こんな、できそこないの僕を拾ったのだって、本当は優ゆう越えつ感──」

　子供らしく制せい御ぎよの利きかない感情のままに、グレンが泣きわめいて──

　ぱんっ！　そんなグレンの頰ほおを、セリカが平手で張っていた。

「──っ!?」

　はっとして、グレンが張られた頰を押さえ、セリカの顔を見上げる。

「……怒おこるぞ、グレン」

　グレンを見下ろすセリカの表情は険けわしかったが……言葉とは裏腹に、怒っているというよりむしろ悲しげな……複雑な表情であった。

「……あ」

　嵐あらしのように荒ぶるグレンの感情が急速に萎しぼみ……その小さな胸はセリカにそんな顔をさせてしまった罪悪感で一杯になり……グレンは俯うつむいて……

　だが、それでもなお御ぎよしきれない感情が、グレンの全身を震ふるわせていき……

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ッ！」

　セリカに背を向け、グレンは逃にげるように居間を飛び出すのであった。




　あれから……グレンは自分でもよくわからない感情に突き動かされるままに、セリカの屋や敷しきを飛び出し……あてもなくフェジテの街をさまよっていた。

　フェジテは大都市だ。

　華はなやかで明るい表の顔もあれば……やはり危険な裏の顔もある。

　今、グレンが迷い込んでいる場所は、そんな裏の顔の代表格……貧民街。

　雑然とした柄の悪い地区で、普ふ段だんなら絶対に近寄りもしないそんな場所を、グレンはやけっぱちな気分で、肩かたを落としてとぼとぼと歩き続ける。

　そして、そのきっかけは、実に些さ細さいなことだった。

　ろくすっぽ前を見ていなかったグレンは、いかにもチンピラじみた風ふう体ていの不良少年三人とすれ違った際、その少年達に、肩が触ふれただの何だのと因いん縁ねんをつけられてしまう。

　最低最悪な気分でふて腐くされていたグレンに殊しゆ勝しような態度が取れるはずもなく、不良少年達はいとも容易たやすくキレて、いきり立つ。

　たちまち、険悪な雰ふん囲い気きの三人に取り囲まれてしまうグレン。

　危険を感じたグレンが身を守るため、咄とつ嗟さに魔ま術じゆつを行使しようとするが──

「《幼き雷らい精せいよ・汝なんじその紫し電でんの衝しよう撃げき以もちて・彼かの敵てき──》」

「舐なっめてんじゃねえぞ、このガキャああああああああああ──ッ！」

　不良少年の一人が不意に振るった拳こぶしが、グレンを地べたへと殴なぐり倒たおす。

「──あ、がぁ……ッ!?」

「なぁに、わけわかんねーこと、ブツクサ吹ふいてんだ、コラァ？　ああ……？」

「ガキが調子に乗ってんじゃねえぞぁ？　あぁ？」

　脳を揺ゆらされ、足あし腰こしが立たなくなったグレンを、不良少年達が罵ののしり、あざ笑う。

　後はもう、お決まりの展開だ。

　抵てい抗こうできないグレンを、一方的にひたすら殴る、蹴ける、踏ふみつける……

「ひゃはははは──ッ!?　ボクぅ!?　ママーに教わりませんでちたかぁーッ!?」

「雑魚ざこがこぉんな危ない場所、一人ぼっちで歩いちゃいけませんってなぁ──ッ!?」

「ぎゃはははははッ!?　なんだよそれ、マジ受ける！」

　こんな朦もう朧ろうとした意識と回らない舌では、呪文詠唱スペリングはできない。

　全身を荒あら波なみのように翻ほん弄ろうする無数の衝撃を、グレンはただひたすら耐たえ続けるしかない。

（……僕は……こんな連中にも……勝てない……のか……？）

　殴られ続けながら、グレンがぼんやりと考える。

　最初の一いち撃げきで封ふう殺さつされてしまった、三節詠唱の呪文。

　もし、あれが一節詠唱であったら……あの呪文は問題なく余よ裕ゆうで間に合い、逆にグレンが不良少年達を一方的に打ち倒す展開になったに違いない。

　だが、グレンはその一節詠唱ができない。

　ほとんどの呪文を三節以上で括くくらなければ、まともな起動も制せい御ぎよもできない。

　それというのも……

（……僕の魔術特性パーソナリテイが……【変化の停滞・停止】だから……）

　世界法則に介かい入にゆうし、世界に変化をもたらす技術こそが魔術。

　だが、グレンの魔術特性パーソナリテイはその世界の変化に、常時ブレーキをかけてしまう。それゆえに、人より多くの節数と魔力を呪文に費やさなければ、望む変化を起こせないのだ。

　世界最高の魔術師であるセリカや、物語で語られるような強い『正義の魔法使い』に憧れる少年にとっては、あまりにも大きすぎるハンデ。

　勝負は時の運であり、勝敗は兵へい家かの常つねだが、ただでさえ打ちひしがれていたグレンにとって、不良少年ごときに敗やぶれたという事実は、その心を折るに十分だった。

　そんなことを考える間にも、不良少年達の容よう赦しやない暴力は続いている。すでにグレンはボロボロで、もう全身を襲おそう痛みもなんだかよくわからなくなってきていた。

（……僕なんか……どうせ……）

　ちょうど、意識が白しらんできた。

　投げやりな気分のまま、グレンがその意識を手放そうとした──

　その時であった。

「ちょっと、待ちなよ。キミ達」

　まるで、ちりん、と鈴すずが鳴らされたかのような声が、凜りんと響ひびき渡わたった。

「……弱い者いじめはよくないと思うな、ボク」

　その一声は、暴力への刹せつ那な的な快楽に身を任せていた少年達を、ぴたりと止める。

　地に倒れ伏ふすグレンが、何事かと、のそのそと顔を上げた。

　すると……そこには少女がいた。

　グレンよりも歳上だ。十五、六、と言ったところだろうか。

　あちこちツンツン跳はねた、まとまりのない金褐かつ色しよくのセミショートヘアをカチューシャで押さえた少女だ。大きな吊つり目はまるで野の良ら猫ねこを思わせ、すっきりと通った鼻筋、ぷくりと愛くるしい唇くちびるが余裕と愛あい嬌きようを感じさせる笑みを形作っている。

　安物っぽいタンクトップやホットパンツからすらりと伸のびるしなやかな手足は実に健康的に引き締しまっている。肩かた幅はばこそ、ほっそりとした少女のものだが、その背格好や立ち居い振ふる舞まいには、妙みような自信と貫かん禄ろくがあった。

　そんな少女が、この暴力の現場に、引かず恐おそれず介入していたのである。

「げっ!?　ニーナ!?」

「どうして、お前がここに……ッ!?」

　そして、その少女の登場に、少年達は明らかに浮うき足立ち始めた。

「ボクがどこにいたっていいだろ？　それよりも、その子……見た感じ、どっかよいとこのお坊ぼつちゃん、可か哀わい相そうだろ？　やめてあげなよ」

　少年達は、傍はたからも一いち目もく瞭りよう然ぜんなように、ニーナと呼ぶその少女のことを恐れていたが……それでも数に勝まさる男が、たかが女一人の言うことを大人しく聞き入れて素直に引き下がる……そんな屈くつ辱じよく的な選せん択たくには強い抵抗があったらしい。
















「う、う、うるせぇっ!?　偉えらそうに指図してんじゃねえぞ、ああっ!?」

「ぶっ潰つぶしてやる！」

　そういきり立って、三人の少年達が、少女へと突とつ進しんする。

　それぞれ拳を振り上げ、ナイフを取り出し、少女へと襲いかかる──

　その姿には、戦場で追おい詰つめられた兵士が最後に行う破れかぶれの突とつ撃げきが被かぶる。

　だが、構図としては女一人に対し男三人だ。

　普ふ通つうなら少女は容易く少年達に組み伏せられ、蹂じゆう躙りんされる──そんな展開が関の山だ。

「もー……キミ達はどうしてそう血の気けが多いのかなぁ……？」

　だが、いつの間にか、自然と半身に構えていた少女が、軽かろやかに体たいを捌さばく。

　殴りかかってきた先頭の少年を鮮あざやかにかわし、すれ違いざまにその手を取って──

「──ふっ！」

　腕を回し、華か麗れいに少年を投げ飛ばした。

　少年の体が、ぐるんっと宙を縦回転して──地に叩たたき付けられる、よりも速く。

「はっ！」

　二人目の少年のナイフ攻こう撃げきを、右手で回し受けると同時に、一歩踏み込み、少年の顎あごに鋭するどく左の掌しよう打だを叩き込み──

「やぁあああああ──ッ！」

　左足を軸じくに、少女が独楽こまのように回転──旋せん風ぷうのような裏回し上段蹴りを三人目の少年の延えん髄ずいに叩き込んだ。

　それは時間にして、ほんの数秒の出来事。

　不良少年達はあまりにもあっけなく意識を刈かり取られ、地べたに伏すのであった。

　その目を疑うような顚てん末まつに、グレンが呆ぼう然ぜんとしていると……

「……キミ、大だい丈じよう夫ぶかい？」

　少女がグレンへと歩み寄り、手を差し伸べてくる。

「ボクはニーナっていうんだ。……よろしくね？」

　少女が、にぱーっと笑うと八や重え歯ばが覗のぞき、それがどことなくチャーミングだった。

　それが、グレンとその少女──ニーナとの出会いであった。




「へぇ……キミ、グレンって言うんだ」

　ニーナが、グレンの手を引いて、貧民街を歩いている。

　その姿は、まるで手のかかるやんちゃな弟の面めん倒どうを見る姉だ。

　あの不良少年達にこっぴどくやられたグレン。傷の手当をしてあげるからついて来てと、ニーナに強ごう引いんに手を引かれるまま、歩く。

　もちろん、グレンは簡単な法医呪文ヒーラー・スペルを知っているし、多少、時間がかかるが、この程度の傷なら問題なく癒いやせる。

　だが、傷口が酷ひどく土で汚よごれている。このまま傷を塞ふさげば、異物を体内に閉じ込めてしまう危険性があるし、感かん染せん症しようの心配もある。もちろん、白魔術には体内から異物を摘てき出しゆつする術も、消毒の術もあるが、それは今のグレンには高度過ぎる。

　どのみち、傷口の洗せん浄じよう・消毒は必ひつ須す。

　グレンはニーナと他愛もない会話を交わしながら、大人しくついていくしかない。

「ふうん、キミってあのアルザーノ帝てい国こく魔術学院の生徒……魔術師の卵さんなんだ、すごいね！　……って、あれ？　だったら、なんであんな連中に負け……？」

「う、うるさいなっ！　僕……いや、俺が本気出せば、あんなやつらっ！」

　顔を真っ赤にして強がるグレンに、ニーナは苦笑いを返すしかない。

「うん、そうだね。キミが本気出せば、多分、あの連中には勝てたよね」

「くそっ、黙だまれよ……心にも思ってないこと、言いやがって……」

　カッとしたグレンが、ついムキになるが……

「……ん？　別に？　ボクはキミなら勝てたと、本当にそう思ってるよ？」

「……？」

「キミ……本当は、何か格かく闘とう技ぎやってるでしょ？　しかも、結構、ガチに」

　ニーナの指し摘てきに、思わずグレンが押おし黙る。

「こうして手を繫つないで歩くとなんとなくわかるよ。この手は、一朝一いつ夕せきにできるものじゃないって。それに、その足運びから察するに……多分……拳けん闘とうかな？」

　事実だった。『男の子は文武両道じゃなきゃ駄だ目めだぞ』……そんなセリカの教育方針によって、グレンはセリカから、かなり本気の拳闘の薫くん陶とうを受けている。

　お前、魔術師やめて拳闘家になれよ……と言われる程度には筋は良いらしかった。

「そんなキミが、あの程度の連中に負けたのは、油断してたか……きっと、別の何かに拘こだわっちゃったせいじゃないかな？」

「うるさいな……何者だよ、お前……？」

「あはは、ボクがお世話になっている孤こ児じ院いんの院長さんが退たい役えきした軍の兵士さんでね。ボクもキミと一いつ緒しよで結構、ガチめにやってるんだよ……帝国式軍隊格闘術をね」

「軍隊かく……？　お、女が一体、何のために……？」

　思わず、そんな疑問がグレンの口を突ついて出た、瞬しゆん間かん。

　それに敏びん感かんに反応したニーナが、くるりとグレンを振ふり返り……

「……『力』が欲しいから」

「えっ……？」

「……皆みんなを守るために……ね」

　そう語るニーナの顔は穏おだやかだったが……どこまでも真しん剣けんで、真しん摯しだった。

　つい、グレンがそんなニーナの横顔に見み惚とれて、呆然としていると……

「さ、ついたよ。ここが、ボクがお世話になっている孤児院さ」

　貧民街に相応ふさわしい、みすぼらしい建物がグレンの前に姿を現していた。




「あ、ニーナ姉ちゃんだ！」

「お姉ちゃん、おかえりーっ！」

　孤児院の敷しき地ち内にある小さな庭先で、ニーナとグレンを迎むかえたのは、皆、十にも満たない、グレンより歳下の少年少女達であった。

「よ、いい子にしてたかい？　チビ達」

　ニーナがにっと笑いながら、子供達に声をかける。

「うんっ、ぼくたち、いい子にしてたよー」

「してたよー」

「ねぇねぇ、ニーナお姉ちゃん、そのボロボロの汚きたないお兄ちゃん、誰だれー？」

「誰ー？」

　すると、子供達の注意はニーナに手を引かれるグレンへと集まる。

「あー、わかったぁ～っ！　きっとお姉ちゃんの『カレシ』さんだぁ～っ！」

「きゃーっ！　お姉ちゃん、おっとな～っ！」

「うーん……この子がボクの心を射止めるにはまだまだ、ガキんちょさんかなー？　でもまぁ、中々ハンサムさんっぽいし……これからの成長に期待、かなぁ？」

　途と端たん、きゃあきゃあ騒さわぎ始めるニーナと子供達に、うんざりするグレンであった。

「ほら、チビ達、そろそろ夕ご飯の時間だぞ。いつまでも遊んでちゃ駄目だよ、アルド父さんを手伝わなきゃ」

「「「「はーい」」」」

　ニーナが促うながすと、子供達は仲良く返事し、ぱたぱたと院内へ駆かけ足していく。

　グレンはそんな様子を、憮ぶ然ぜんとしたさまで見送る。

「ニーナ、お前……なんだか随ずい分ぶん、慕したわれてるんだな……？」

「ここでは一番の年長者ってことで、小さい頃ころからチビ達の面倒を見ているからね」

「ここはどういう場所なんだ？　なんで、あんなに小さいやつらがたくさん……？」

「はは、孤児院だって言ったろう？　親に捨てられた子、親が亡くなった子、難民、戦争孤児……様々な理由で、天てん涯がい孤こ独どくとなった子達が集まる場所なんだ」

「…………」

「正直、日々の生活は苦しいよ。政府からの助成金は雀すずめの涙なみだ。でも、足りない分は院長さんが必死に寄付を募つのって、ボクもバイトして、皆で家庭菜園なんかして……なんとか皆、飢うえない程度に食べていけてる。服もなかなか満足に買えないし、学校にも行けないけど……ああして笑い合うことができている……今はね」

　こうして、社会の現実を目まの当たりにすると、グレンはセリカに拾われた自分がいかに幸運だったか、ということを痛いほど思い知らされる。

「……ごめん、少ししんみりしちゃったね。こんなこと話しても、キミにはただの当てつけだよね。そんなつもりじゃなかったんだけど……」

「……僕……お、俺は別に気にしないよ」

「そっか。それじゃとりあえず、さっそく手当をしちゃおうか」




　孤児院内に通されたグレンは、広間でニーナの手当を受ける。

　貧民街広場の共同水道で桶おけに汲くんできた水を使い、傷口を丁てい寧ねいに洗ってくれる。

「……お前、随分と手慣れてるんだな……」

「チビ達も、庭先で走り回ってよく怪け我がするからね」

　ニーナは裏庭で摘つんできた消毒の薬草を叩いて手て際ぎわよく絞しぼり、その汁しるをグレンの傷口へと塗ぬっていく。

　当然しみるが、自分より小さな子供達が見ている手前、グレンは意地で平然を装った。

「……よし、こんなものかな。後は……」

「いや、もういいよ、ニーナ。これなら、魔ま術じゆつを使っても問題ないから」

　そう言って、グレンが椅い子すから立ち上がり、呪文を唱え始めた。

「……《心優しき天の使いよ・傷つき疲つかれし我が身に・安らぎと救い御み手てを》」

　すると、グレンの身体が淡あわく発光し──みるみる傷が癒えていく。

　全身の擦すり傷が塞がっていき……顔の腫はれや打だ撲ぼく痕あとも引いていく。

「──ッ!?」

　そんな様子を目を丸くして見つめるニーナ。

　やがて、五分ほどの時間をかけて、グレンの傷は完全に癒えたのだった。

（……この程度の傷に五分か……やっぱり、僕には才能ないのかな……？）

　グレンが陰いん鬱うつな気分で、役目を終えた術を識域解放オープンしていると。

「……き、キミ、すごいねっ!?」

　ニーナが興奮気味にグレンへと迫せまり、グレンの手を取ってくる。

「初めて見たよ！　それが魔術ってやつなのかな!?　噂うわさには聞いていたけど……本当にすごい力なんだねっ！　うわぁ！　うわぁ！」

　ニーナがすっかり傷が癒えたグレンの全身をぺたぺた触さわって、たった今、目の当たりにした信じられない奇き跡せきをかみしめている。

　……気き恥はずかしいったらなかった。

「やめろ、触るなよ。……何が凄すごいもんか」

　グレンが、いかにも嫌いやそうにニーナから離はなれる。

「こんなの全然、すごくもなんともないよ。五分近くもかかってるじゃん。ぼ……俺の同期は一分……もっと慣れたやつなら一いつ瞬しゆんだよ、こんなの」

　ふん、と。ふて腐くされたように鼻を鳴らして、ニーナの賞賛を突っぱねるグレン。

　別に謙けん遜そんしているわけではない。ただの事実だからだ。

　もし、これをあの学院の皆の前でやったら、きっとグレンは『その程度の傷に、そんなに時間がかかるのか！』と、皆のいい物笑いの種となっただろう。

　だが、ニーナは──

「そりゃ、キミ達の中ではそうなのかもしれないけど！　でも──ボク達はそれすらできないんだよ!?　うん、やっぱり、すごいよ！」

　屈くつ託たくなく笑って、グレンをひたすら賞賛するのであった。

「いいなぁ……ボクにもこんな『力』があったらな……」

　ニーナが羨うらやましそうに言った……その時だ。

「おかえり、ニーナ。……おや、その少年は……？」

　その部屋に、人のよさそうな初老の男が入ってくる。

「あ。ただいま、アルド父さん。この子、グレン。ちょっと街で拾ってきたんだ」

「これこれ、ニーナ。口が悪いよ」

　たしなめられ、てへへとおどけながら、ニーナはアルドへ事の経けい緯いを説明する。

「……成る程。それは災難でしたね、グレン君」

　事情を知った初老の男……アルドが労いたわるように言った。

「この辺りは少々、荒あらっぽい者が多いので……貴方あなたのような方は、特に気をつけないといけませんよ？」

「は、はい……ごめんなさい……」

「ははは……私に謝る必要はありませんよ。貴方が傷つくことで、悲しんでしまう人のことを、どうか思いやってあげてください」

　どこまでも穏やかな大人であるアルドに、グレンは思わず頷うなずくしかない。

「……さて、グレン君。このような汚い場所で恐きよう縮しゆくですが、どうかごゆっくり……と、言いたいところなのですが……もうこのような時間。早々に帰らねば、お家の方が心配するでしょう。……ニーナ」

「うん、わかったよ、父さん。ボク、グレンを送っていくね」

「べ、別に……見送りなんて必要ないよ、そんなの……」

「うーん……でも、キミ、帰り道わかるの？」

「…………」

　痛いところを突かれ、グレンは押し黙だまる。

　この貧民街には感情のままにやってきたので、道をろくすっぽ覚えていないのだ。

「あははっ！　決まりだねっ！　さ、行こう、グレン！」




　グレンとニーナが黄昏たそがれ色に燃える街中を、二人並んでゆっくりと歩く。

　前に長く伸のびた影かげを、無言でひたすらに追い続ける……

「……なんか、すごく優しい人だったね……」

　なんとなく気まずいので、間を保もたせようとグレンが呟つぶやいた。

「……アルド父さんのこと？」

「うん」

「そうだね。天涯孤独なボク達を受け入れて面めん倒どう見てくれる、本当に立派な人だよ」

　くすくすとニーナが笑って応じる。

「……でも、ああ見えて、元・帝てい国こく軍人だからさ。たまに怒おこるとすごく怖こわいの」

「そうなの……？」

　あの聖人然とした男が怒るところなど、想像もできない。

「任務中の事故で退たい役えきしたらしいんだけどね……現役時代に戦争孤児をたくさん見てきたらしくて……余生をこうして身寄りのない子供達のために使うことにしたらしいよ」

「……ガチ聖人じゃん」

　ますます怒る姿が想像できない。

「でも……父さん、すごく苦労してるんだ……ボク達を……家族を守るために」

「……家族……」

　グレンの脳のう裏りを、つい酷ひどいことを言いかけて悲しませてしまった、とある愛いとしい金きん髪ぱつの女性の姿が過よぎった。

「キミも家族を大事にしなきゃ、駄だ目めだぞ？　守られているのを当然だなんて思っちゃ駄目だよー？」

「わ、わかってるよ、そんなの！　余計なお世話だよっ！」

「ならよし。キミ、どう見ても、家の人とケンカして飛び出してきたクチだったから」

「な、なんで……そんなことわかるんだよ……？」

「キミみたいな、いいとこのお坊ぼつちゃんが、そんなふて腐れた顔で、この界かい隈わいを宛あてもなくさまよってるなんて、そのくらいしか理由がないでしょ？　……家に帰ったら、ちゃんと謝りなよ？」

　どこかお姉さん風を吹ふかせるニーナが、グレンには面おも白しろくない。

「ぼ……俺を子供扱あつかいするなよ……」

「そういうところが子供だと思うんだけどなぁ、無理しちゃって」

　ま、可愛いからいいけどね……と、ニーナが微笑ほほえむ。

　どういうところがだよ……と、わからないグレンは不服そうにむくれるしかない。

　やがて。

　二人は、とある交差点までやってくる。

　いつの間にか荒すさんだ街並みは過ぎ、グレンにも見覚えのある光景が見えてくる。

「……ここでいいよ、ニーナ」

　グレンが足を止め、ニーナに声をかける。

「ここからなら、俺一人でも帰れる。その……ありがと……」

「ふふっ……どういたしまして。ま、困ったときはお互たがい様ってやつさ」

「……ん。じゃあね」

　別れの時が訪れる。

　こうして、ほんの一時だけ交こう錯さくしたグレンとニーナの時間は終わり……明日から再び、それぞれの日常が始まる。

　互いに住んでいる世界は違ちがう。

　もう二度と、二人の道が交錯することはないのだろう。

　グレンが踵きびすを返し、ニーナと別れ、歩き始めた……その時だった。

「ねぇっ！　グレン！」

　不意に、ニーナがそのグレンの背中に声をかけていた。

「……どうしたの？」

　グレンが振ふり返れば、ニーナはまるで何かを決意したような表情をしていた。

　ニーナは戸と惑まどうグレンに歩み寄り、グレンの両りよう肩かたに、手を置いた。

「うん……今の今まで、言うか言うまいか、ずっと迷ってたけど……やっぱり、今日のこのキミとの出会いは──ボクにとって運命なんだと思う！」

「……は？　はぁっ!?」

　ニーナの唐とう突とつ過ぎる告白に、思わず圧あつ倒とうされるグレン。

　ニーナに切なげに潤うるんだ瞳ひとみを真っ直すぐ向けられ、グレンは思わずどきりとしてしまう。

「この出会い……ボク、なかったことにしたくないんだ……」

「い、いや……だけど……ッ!?　ぼっ、僕とニーナじゃ、歳の差が──」

「……ううん、こういうことに年ねん齢れいは関係ないと思うよ……？」

　照てれ臭くさそうに頰ほおを染め、それでもニーナはにこやかに微笑んでいる。

　グレンはみるみる顔を紅潮させていく。

　こうして間近で顔を覗のぞき込んで、改めて気付かされるが……ニーナはとんでもない美少女だ。煌きらびやかに着き飾かざって社交界に出れば、その手はきっと引く手数多あまただろう。

　そんな歳上の少女に迫られて、グレンの思考はどんどんゆだっていく……

「ねぇ、グレン……ボク、キミにお願いがあるんだ……聞いてくれるかい……？」

「う、うん……」

「グレン……ボクに……」




　──数日後。

「ただいまー」

　放課後、いつものようにアルザーノ魔ま術じゆつ学院からセリカの屋や敷しきに帰ったグレンは、鞄かばんをエントランスホールに放り捨てるなり、踵を返す。

「行ってきまーす」

「おいおい、どうしたどうした？」

　そんなグレンの背中へ、セリカが呆あきれたように声をかける。

「……最近は帰ったらすぐどっかに行くな。一体、どこへ行ってるんだ？」

「う……な、内ない緒しよ……」

「そうか。……まぁいい。遅おそくならないうちに帰れよ？」

「わかってるよ！」

　慌あわただしく出て行くグレンを、セリカは優しい表情で見送った。

「……なんだか知らんが……まぁ、立ち直ってくれたようで何よりだ」

　くすり、とセリカが笑う。

「打ちひしがれていた男の子が、まるでそれを忘れたかのように夢中になるもの……なるほどなるほど……これは、やっぱり、あれか……女だな？」

　くっくっく、とセリカが笑う。

「なるほどねぇ……あの朴ぼく念ねん仁じんのグレンがねぇ……もうそんな年とし頃ごろかねぇ……いやはや、子供の成長とは早いもんだ……」

　あはは、とセリカが笑う。

「いやぁ、お母さん、嬉うれしいなぁ……さて」

　こうして、セリカは朗ほがらかに笑っているが……

「…………私の特製魔術焼しよう夷い剤はどこにしまってあったかな？」（ぼそっ）

　……その目はまったく笑っていなかった。




　グレンが向かった先は、いつもの場所……貧民街の入り口付近にある広場だ。

「や、グレン」

　そこには、噴ふん水すい池のへりに腰こし掛かけて、グレンを待っているニーナの姿があって……

「……ごめん、待った？」

「ううん、全然。ボクも今、来たばかりだから」

　照れ臭そうに、そっぽを向いて言うグレンに、ニーナが嬉しそうに笑いかける。

「じゃ、早さつ速そく行こうか」

「……う、うん」

　こうして、二人は初うい々ういしく連れだって歩き始めて──

　そして、いつものように──




「……だから、ニーナ。違うって……ああもう、ここも間ま違ちがってる……」

「むぅ……難しいなぁ……」

　孤こ児じ院いんの食堂のテーブルに、教科書やらノートやらを広げ、グレンの指導の下もと、ニーナは難しい顔でうんうん唸うなりながら、勉強をしているのであった。

　これがニーナの『お願い』。

　あの日の別れ際ぎわ、ニーナはグレンに魔術学院の生徒という学のあることを見込んで、読み書きや計算など、ごく基き礎そ的な勉強を教えてくれるよう頼たのんだのであった。

　実はニーナは『魔術』も教えてくれと、グレンにせがんだが、魔術はあらゆる自然理学への理解の上に成り立つものなので、無学なニーナには不可能だし、そもそも規則で魔術を一いつ般ぱん人に教えることはできないので、それは丁てい重ちように断ったのだが……

「……はぁ……まったく……あの日、ちょっと期待しちゃった俺が馬ば鹿かだったよ……」

「ん？　何か言ったかい？　グレン」

「……別に。ほら、次の問題。二ふた桁けた同士の掛かけ算」

「うぇ～、えーと……８×３が確か21……25だったから……？」

「24な」

「そうそう！　だ、だから18×33は……ここはキミに教わった筆算を使って……」

「言っておくけど、二桁同士までの掛け算は、いちいち計算するもんじゃないよ？　そこまでは全部暗記してて当然なんだからね？　うちの学院の連中は皆みんな、そうだよ？」

「うぐ……き、キミ達と一いつ緒しよにするなよぉ……」

　ぷっくーとふくれるニーナに、グレンが苦笑いするのであった。

　そんなこんなで、歳下のグレンが、歳上のニーナに勉強を教えるという、ちょっと奇き妙みような時間は続く。

　やがて、グレンが決めた今日の課題を、ニーナは一通りこなして……

「今日もありがとうね、グレン」

「……どういたしまして」

　ノートと教科書を閉じ、一息を吐ついていた。

「うーん……やっぱり、二桁までの掛け算は、グレンの言うとおり、全部覚えちゃった方が便利だよね……うん。よーし、これから毎日覚えようっと」

「はぁ……一桁同士の掛け算もまだままならないのに何言ってんのさ」

「う、ぐ……うるさいなぁ……これからちゃんと全部覚えるもん。見てろよー？」

　グレンといる時のニーナの表情はコロコロ変わるので、見てて飽あきない。

　だが……

「ところでさ……ニーナ、お前……なんだって、そんなに勉強したいんだ？」

　目の前で早速ノートを開き直して習ったことを復習し始めるニーナに、グレンは前から薄うす々うす感じていた疑問をぶつけていた。

　そう、ニーナはちょっと不自然なくらい学習意い欲よくが高いのだ。

「嫌いやじゃないのかよ……俺みたいな歳下に教えてもらうなんて」

「あはは……確かにちょっと自分でもカッコ悪いかなって思ってるよ……チビ達には『ニーナ姉ちゃん、尻しりに敷しかれてるー』とか言われるし……」

「なんだそりゃ。……耳年どし増まにもほどがあるだろ」

「ま、それはともかく。ボクがキミに勉強を教えてもらうわけだよね？　それは……『力』が欲しいから、かな？」

「『力』……？　そういえば、以前もそんなこと言ってたな、お前」

　グレンが訝いぶかしむように、ニーナを流し見る。

「それは一体、どういう意味なんだ？」

　すると、ニーナはしばらく押おし黙だまり、ぽつぽつと語り始める。

「ねぇ……グレン。キミはこの孤児院の現状をどう思う？」

「どう思うって……」

「……実はこの孤児院……潰つぶれるかもしれないんだ……」

「ッ!?」

　グレンがはっとした表情で、ニーナを見る。

　その時のニーナは俯うつむいていて、目元が髪かみに隠かくれ、表情は窺うかがえなかった。

「やっぱり、経営が苦しくってね……政府の助成金も土地代とか家賃とかに持ってかれちゃうし……もちろん、今すぐどうこうって話じゃないんだけど……」

　思わぬ重い話に、グレンは絶句するしかない。

「もし、この孤児院が潰れたら……ボク達はこの世界に放り出されるんだ……何も『力』のない無力なボク達がね……そうなったら、ボクは……あのチビ達は……」

「ニーナ……」

「だからね、グレン……ボクは『力』が欲しいんだ。軍隊格かく闘とう術でもいい……勉強の知識でもいい……どんな『力』だって構わない……この世せ知ち辛がらい世の中に抗あらがう『力』が欲しいんだ……どんな『力』を使ってでも、ボクは絶対に父さんと皆を……家族を守るんだ」

　そう語るニーナの遠くを見据える目には……真っ直ぐな意志の光が燃えていた。

「どんな『力』を使っても……守る……？」

「そうさ。皆を守る……それがボクにとって一番大切なことなんだ。そのためなら、ボクはなりふり構わないよ？　どんなに無ぶ様ざまでも、人から後ろ指さされても構わない。暴力で守れるなら、それを使うことを厭いとわない。知識で守れるなら、歳下のキミに頭を下げて教えを乞こうことだって厭わないのさ」

「…………」

　グレンはしばらく、ニーナの横顔を見み惚とれたような表情で見つめ……

「……ふん。まぁ、せいぜい頑がん張ばればいいんじゃない？」

　何かを誤ご魔ま化かすように、ぷいっとそっぽを向いて、椅い子すの背もたれに背を預ける。

「ま、この程度の初等教育的な知識……何かの役に立つとはとても思えないけど……こんなんでよければ、いくらでも教えてやるし……」

「あはは、うん、ありがとう、グレン。あ、ついでに魔術も教えてくれると……」

「何度も言うけど、それだけは駄だ目めだって。……バレたら俺の人生が詰つむ」

「ぶー、グレンのけちー。うーん……なら、これならどう？　……可愛いボクとのキス一回につき、呪じゆ文もんを一個、教えてくれるというのは……」

「だ、だ、駄目に決まってるだろ!?　ふざけんなっ！」

　流石さすがにからかい半分の冗じよう談だんだったらしく、真っ赤になって慌てるグレンを見て、ニーナは楽しそうに笑っていた。

「ところでさ……グレンって随ずい分ぶんとスパルタだけどさ、なんか教え方、上手だよね？」

「……えっ？　そ、そうかな……？」

「うん。将来、教師にでもなったら？」

「ふん、冗談っ！　俺がなりたいのは『正義の魔ま法ほう使つかい』──、……あ」

　口が滑すべったと、グレンが苦々しい表情になる。

「……？　『正義の魔法使い』……？　……何それ？」

「な、な、なんでもない……忘れろよ……」

「なんだよぉー？　気　に　な　る　な　ぁー？　ニーナ姉ちゃんに話してごらん？　笑わないから！」

「なんでもないったら！　うわぁ！　やめろよ！　抱だきつくなって！」

「あはははははっ！　グレン君、赤くなってカワイーっ！」

　ますます、不ふ機き嫌げんそうにふて腐くされるグレンであった。




　──深夜。

　セリカの屋や敷しきの一角に構えられたグレンの自室にて。

　開かれた魔ま術じゆつ書や魔術論文が所ところ狭せましと並べられた机に、グレンがついている。

　淡あわく燃えるランプの明かりを頼たよりに、並べた本や論文を横目で参考にしながら、グレンは机き上じようで黙もく々もくと、とある作業をしていた。

「……皆を守れれば……どんな『力』でも構わない……か」

　グレンは作業を続けながら、ふと、昼間のニーナの言葉を思い出していた。

　こうして気まぐれでこんな作業に手を出したのも……ひょっとしたらあの言葉が原因なのかもしれない。

　ふと、疲ひ労ろうと眠ねむ気けを感じ、グレンは作業の手を止め、伸のびをする。

「おうおう……随分と夜遅おそくまで頑張ってるじゃないか……」

　すると、その時、火の灯ともった燭しよく台だいを手にしたセリカが、そっとグレンの部屋へと入ってくる。きっと、夜よ更ふかししているグレンを心配してのことなのだろう。

「……魔術の勉強か？」

「いや……違うよ。……実は、ちょっと新しい魔術を作ってるんだ」

「……なんと。お前、もうそんな領域に達してたのか……凄すごいじゃないか」

　愛まな弟で子しの成長っぷりに、セリカが驚おどろきと嬉うれしさが入り交じった表情でグレンに身を寄せて、グレンの頭上からその机を覗のぞき込む。

「……えーと……なんだ、こりゃ？」

　机の上には、描かきかけの落書きがなされたカードのようなものが載のっていた。

「……な、なんでもない……勝手に見るなよ」

　グレンはそれをささっと手で覆おおって隠す。

　その周辺には、魔術的な試薬や顔がん料りよう、焼き鏝ごてや筆、ペインティングナイフなどの画材道具が並んでいる。

　あの妙な落書きをグレンが描いていたことは疑いようがなかった。

「……まぁいい、どんな術が仕上がるのかわからんが……頑張れ」

「別に……ただの暇ひまつぶしだし」

「そうなのか？　でも、術が完成したら是ぜ非ひお披ひ露ろ目めしてくれよな？」

「嫌だ。……どうせ、こんなバカバカしい術、一生使わないし、使うつもりもないし」

「……？」

　不思議そうに首を傾かしげて、去って行くセリカ。

　ただの暇つぶし……そう言いつつも、グレンの作業の手は、やがて、そのまま疲つかれきって寝ね落ちするまで、途と切ぎれることはなかった。

　毎日、毎日、夜遅くまで、その妙な絵を、少しずつ……少しずつ、描き続ける。

　──皆を守れれば、どんな『力』でも構わない。

　グレンの心で響ひびき続ける、そんなニーナの言葉に、突つき動かされるかのように。




　…………。




　月日は──流れる。

　あの日の出会い以来、グレンとニーナの交流はずっと続いていた。

　学院では落ちこぼれということで、何かと肩かた身みが狭せまく、居場所がないグレンにとって、寂さびしい放課後をこうしてニーナと過ごす日々は……悪くなかった。

　ニーナにとっても、多少歳下とはいえグレンは、ニーナが全て面めん倒どうを見てあげなければならないような幼子でもなく、対等な立場で接することができる貴重な友人だ。

　二人の仲が深まるのは、あっという間だった。

　グレン十二歳。ニーナ十五歳。大人になればそうでもないが、当時としてはそれなりに大きい歳の差もあって、お互たがい恋れん愛あい感情までには発展しなかったが、確かに二人はわかり合えた友人同士だったのだ。

　だが──そんなグレンの少し甘酸っぱい青春の一ページは、とある日、とある人物の来訪と共に、本当に唐とう突とつに終わりを告げるのであった──




　…………。




（でも、ニーナって本当に飲み込みが早いな……おまけにすごい努力家だし……特に数学はもう、僕が教えることなくなってきちゃったぞ……）

　今日の勉強メニューを考えながら、いつものように孤こ児じ院いんへと向かうグレン。

　どうやらニーナは数理や計算に関する才能があったらしい。今や二ふた桁けた同士の掛かけ算も完かん璧ぺきに習得し、素すの暗算速度だけならグレンと互ご角かくだ。数に強くなったということで、できるバイトも飛ひ躍やく的に増えたらしく、こないだニーナは自じ慢まんげに喜んでいた。

　そもそも、彼女は根本的に頭が良かったのだ。まともな教育を受けてないだけで。

（惜おしいな……あいつ、裕ゆう福ふくな家庭に生まれて、きちんとした学校に通えば……）

　苦笑いでそんなことを考えながら、いつものように、グレンが孤児院の門をくぐろうとしていたら──

「──お引き取り願いたいッッッッ！」

　そんな大だい音おん声じようが孤児院全体を震ふるわせ、グレンは思わずその場で飛び上がる。

　恐おそる恐る孤児院の玄げん関かん扉とびらを開き、そっと中に忍しのび込み、客間を覗き込めば……

　中央のテーブルには、鬼おにの形ぎよう相そうのアルドと、その隣となりに気まずそうに座るニーナと……

　そして……

「……ほうほう、随分と自分勝手なことを仰おつしやいますな、アルドさん……私は至し極ごく、当然のことを要求しているだけですぞ……？」

　そんな二人の対面に、やけに恰かつ幅ぷくのよい初老の男が腰こしかけていた。好こう々こう爺や然とした面おも立だちだが、どこか胡う散さん臭くさく、油断ならない……そんな雰ふん囲い気きが滲にじみ出ている。

「ニーナは元々、私の実の娘むすめ……我がウィーナス商会を継つぐべき人間です。ニーナを我が家に呼よび戻もどしたいというのが、そんなに不自然なことなのですかな？」

　にこにこと、どこか白しら々じらしい笑みを浮うかべて、初老の男が淡たん々たんと言う。

「勝手なことを……ッ！　私生児ということで扱あつかいに困り、幼いニーナを一切の援えん助じよもなく一方的に家から放り出し、私に押しつけたのは──何処どこの誰だれだッッッ!?」

　アルドの怒いかりと形相は、まるで活火山の噴ふん火かのようであった。

　こちらに怒りが向いてないというのに、正直、見てて震え上がるほど怖こわかった。

「それが今になって、嫡ちやく出しゆつ子しが病死したから、返せ？　ご子息様がお亡くなりになったことにはお悔くやみ申し上げるが、それにしても横暴が過ぎるッッッ！　ダリオ殿どの、貴様は子供を何だと思っているんだッッッッ!?」

　すると、ダリオと呼ばれた初老の男の隣に佇たたずむ二十歳ほどの青年が、いきり立つ。

「貴様……たかが零れい細さい孤児院の院長ごときが、叔父おじ上うえになんて言葉遣づかいを……ッ!?」

　こちらもこちらで、油断ならない蛇へびのような印象の青年であった。

「貧びん乏ぼう人め。はっ……お前、立場をわかっているのか？　ウィーナス商会がその気になれば、こんな孤児院を潰つぶすことなんて造作もないんだぞ……？」

「ぐ……ッ!?」

　痛いところを突かれ、鬼をも殺せる形相のまま、アルドが押おし黙だまる。

（ウィーナス商会だって……？）

　眉まゆをひそめるグレン。その名はグレンも聞いたことがある。

　色々と黒い噂うわさの絶えない、あくどい商売をしていることで有名な有力商会だ。

「これこれ……落ち着きなさい、ダニー」

　アルドを恫どう喝かつする青年をたしなめ、ダリオが続ける。

「こほん、部下がとんだ失礼を。……そしてアルド殿、まずはお答えしましょう……子供を何だと思うか、と。そうですな……私の答えは──『駒こま』です」

「……なッ!?　貴様は一体、どこまで腐って……ッ!?」

「だが、私が必要としているのは、いずれ私に富をもたらしてくれる『優ゆう秀しゆうな駒』……私としても、ニーナがただ私の血を引く実の娘である……というだけで、こんなことを申し出たわけではないのです。部下に調べさせてみれば、我が娘ニーナはこんな劣れつ悪あくな環かん境きようにありながら、なかなかの学を持っている様子……特に計数にはとても強いようだ……」

「ッ!?　そ、それは……ッ！」

「このような下地が既すでにあるのならば話は早い。この私、自ら経済の知識を叩たたき込めば、いずれ我が商会を継ぐに相応ふさわしい『駒』へと育ち、我々にさらなる富と権勢をもたらしてくれることでしょう……いやはや、貴方あなたには感謝していますよ、アルド殿」

　慇いん懃ぎん無礼──その言葉がこれほど似合う男は、他になかなかいないだろう。

「アルド殿……曲がりなりにも父親ごっこをしていたのなら、子の幸福を一番に考えるべきではないですかな？　こんな貧しい孤児院で燻くすぶっているより、我々の世界に来た方が何百倍も幸せだと思いますがね？　まぁ……もっとも、貴方はもう二度とニーナと会うことはないのですが」

「なっ……ッ!?　それは一体、どういう……ッ!?」

「当然でしょう？　我が娘ニーナは、我が『駒』として商会を継ぐべき人間です。そのような人間が、こんな下級市民の巣そう窟くつに関わりがあると知れたら、商会の沽こ券けんに関わりますからな。今後、ニーナにはこの孤児院との関わりを一切禁じさせていただきます」

　しばらくの間、アルドはぶるぶると全身を震わせて怒りを堪こらえていた。

　だが、やがて怒りを振ふり切って一転、アルドは妙に冷静な声でこう告げた。

「…………私の一存ではどうにも。……ニーナの人生です。……ニーナの意思が尊重されて然しかるべきでしょう？」

「それはごもっとも」

　するとダリオは、先ほどからずっと押し黙って俯うつむいているニーナに目を向ける。

「さて、ニーナ……我が娘よ。……お前はどうしたい？」

「…………」

「私と来れば、もうこのような惨みじめな生活からは逃のがれられるよ？　美味おいしいものを食べ、飲み、欲しいものはなんでも手に入る……そのようなみすぼらしい格好は、もうしなくてよいのだよ……賢かしこいお前なら、どうすべきか……わかるね？」

　あの男は、心底アホだとグレンは思った。

　あの胸むなくそ悪い老害は、ニーナのことを調べたくせに、ニーナがどれだけアルドを、子供達を、この孤児院を愛しているのか──まったくもって何も知らないらしい。

　そんな腐くさりきった餌えさで、ニーナが釣つれると本気で思っているのか？

　グレンが、内心であざ笑っていた……その時だった。

　不意に、ニーナが顔を上げて……にっこりとダリオに笑いかけて……

「はい！　私、お父様についていきます！　ふつつか者ですが、どうかこれからよろしくお願いしますねっ！」

　信じられないことを、嬉しそうに、言ってのけたのだ──

「な──」

　不意打ちで後頭部を殴なぐられたような衝しよう撃げきに、グレンは絶句するしかない。

「……それが、貴女あなたの選せん択たくですか？　ニーナ……」

　怒おこるでも、悲しむでもなく、アルドが何かを悟さとったように、ぼそりと問う。

「はい。私はウィーナス商会を継ぎます。今までお世話になりました、アルドさん」

「…………、……そうですか。どうかお達たつ者しやで、ニーナさん……」

　ニーナとアルドが、互いを他人行ぎよう儀ぎに呼び合った、その瞬しゆん間かん。

　ばぁんッ！

「──ふっざけるなぁああああああああああああ──ッ!?」

　頭の中で何かがキレたグレンが、扉とびらを乱暴に開き、叫さけんでいた。

「グレン!?」

「来いよ、ニーナッ！」

　一いつ斉せいに集まる一同の視線を無視し、グレンはニーナへと駆かけ寄り、その手を強ごう引いんに引いて──孤児院を飛び出すのであった。




「見み損そこなったぞ、ニーナッッッ！」

　人ひと気けのない路地裏にニーナを連れ込んで、壁かべにニーナを押しつけ、グレンが吠ほえる。

「お前、なんだってあんな奴やつについていくんだよ!?　孤児院の皆みんなが何よりも大切ってのは噓うそなのかッ!?　皆を守りたいってのは噓だったのかッッッ!?」

　俯いたせいで前まえ髪がみが垂れ、ニーナの表情は、グレンからはよく見えない。

「自分一人だけ裕福な生活ができれば、それでいいのかッ!?　答えろよ、ニーナッ！」

　狭い路地裏にグレンの吠え声が反はん響きようし……やがて重苦しい沈ちん黙もくが二人の間に訪れる。

　そして。

「……いいわけ……ないじゃん……」

「……ッ!?」

　ふと、グレンは気付いた。

　ぽた、ぽたぽた……ニーナの胸むな倉ぐらを摑つかみ上げるグレンの手にしたたる水音。

「に、ニーナ……お前……？」

　俯いていたニーナが顔を上げ、グレンを真っ直すぐ見つめる。

　いつの間にか──ニーナは目を真っ赤に腫はらして、ぼろぼろと涙なみだを流していたのだ。

「……ボクだって……本当は嫌いやだよ……人を道具としか思っていないあんな最低な人を、父さんだなんて呼びたくない……ッ！　孤児院の皆と別れたくない……家族ともう二度と会えないなんて……そんなの嫌だ……ッ！」

　溢あふれ続ける涙をぐしぐしと手の甲こうで何度も拭ぬぐい、ニーナが言葉を懸けん命めいに紡つむぐ。

「……でも、ボクはどんなことをしても、皆を守るって……そう決めたんだ……」

「まさか……ッ!?」

　グレンは、ニーナの涙に濡ぬれる瞳ひとみの奥底に燃える決意の光に気付いた。

　気付いて──しまった。

「ねぇ、グレン。……教えて？　今はまだ、皆、それなりに幸せなのかもしれない……でも……一年後は？　三年後は？　……十年後は？　ボク達はどうなるの……？」

「それは……ッ!?」

「ねぇ、グレン……知ってる？　最近、また新しい子が、うちの孤児院に入ってきたんだ……きっと、これからも身寄りのない子は増え続けるよね……？」

「……それは……」

「駄だ目めなんだよ、グレン……今のままじゃ駄目なんだ……ボクはキミみたいに頭は良くないけど……どうしたらこのどうしようもない現状を変えられるか必死に考えた……でも、何も思いつかなかったんだ……このままじゃいつか皆、不幸になる、笑えなくなる……それがわかってて何も……何もできなかったッッッ！」

「…………」

「格かく闘とう技ぎの練習をしたり……キミに勉強を教えてもらったりして……この現状に抗あらがっている虚きよ勢せいでも張らないと、やってられなかった！　ボクには……ボクには……誰かこのどうしようもない現状を変えてくれと祈いのることしか……できなかったんだッッッ！」

「…………」

「でも……チャンスが来たんだ……ボクはどうやらウィーナス家に連なる者だったみたい……いきなりでとても驚おどろいたけど……これを利用しない手はない」

「…………」

「その家に行けば……きっと、お金が手に入る。孤こ児じ院いんに密かに仕送りすることも、上手うまくやればできるかもしれない……それになにより、その家でのし上がって……本当にウィーナス商会のトップに立てたら……『力』が手に入る！　ボク自身が、孤児院を救うことができる！　ボク自身が、このどうしようもない現状を変えることができるんだ！」

「…………」

「だって……もう、それしか……それしかないじゃないか……こんな無力なボクが皆を守るには……何もかも捨てて、そうするしか……ない、……じゃない……ぐすっ……ひっく……う……うぅ……うわぁああああああん！　うわぁあああああああ──」

　今まで堪えに堪えていた何かを吐はき出すように──

　ニーナはグレンの頭をかき抱いだき、恥はじも外がい聞ぶんもなく子供のように泣き喚わめいていた。

「グレン……グレン……ッ！　ボクは……父さんと離はなれたくない……ッ！　皆と一いつ緒しよにいたい……ッ！　キミと会えなくなるなんて、そんなの嫌だよぉ……ッ！」

「……馬ば鹿かだよ、お前……本当に……大馬鹿野や郎ろうだ……」

　グレンもつられて、目め尻じりに涙が浮うかぶ。

「アルドさんならわかってくれると思うけど……でも、あのチビ達に、お前の決意と覚かく悟ごの尊さなんかわかるもんか……皆、きっと、お前のことを『ボク達を捨てて、お金持ちの所に行った裏切り者』って言うよ……」

「……うん、……うん……そうかもね……」

「有力商会のトップになる……きっと、お前が思ってるほど甘い話じゃないぞ……これからニーナに待ち受けるのは、きっと地じ獄ごくの日々だ……そうなる前に、ボロボロに潰つぶれちゃうかもしれないんだぞ……？」

「…………うん、…………うん……ボク……怖こわいよ……」

「それでもか？　それでもニーナは戦うんだな？　抗うんだな？　皆を守る……そのただ一つの目的のために……全てを捨てて、後ろ指さされても、なりふり構わずに……」

「……うん」

　こくり、と。

　その顔は涙でぐしゃぐしゃに濡れていても。

　はっきりとした明確なる決意と意思をもって、ニーナが頷うなずいた……

　……その時であった。

「あっははははははははは──っ！　なんとも泣ける話じゃないですかねぇっ!?」

　路地裏に、耳みみ障ざわりな哄こう笑しようが響ひびき渡わたった。

　見れば、路地の入り口に一人の青年が立っている。

「……あ、あなたは……ダニーさん……？」

　ニーナが慌あわててグレンから離れる。

　現れたのは、ダリオに付き従っていた部下のダニーであった。

「……そうだよ。実は私、血けつ縁えん上は一応、君の従兄弟いとこってことになるかな？　あの男の血を直接引く君を本家筋……とすると、僕は分家筋……ってことになるだろうね……」

　薄うすら寒さむい笑みを浮かべながら、ダニーがゆっくりと歩み寄ってくる。

　まるで蛇へびが獲え物ものを追おい詰つめるかのように……ゆっくりと……ゆっくりと。

　──拙まずい。

　そんなダニーの姿に、グレンの魂たましいが即そく座ざにそう直感し、全身に緊きん張ちようを走らせた。

「あ、あの……ダニーさん？　どうしてこんなところに……？　その……何か、ボクに御用ですか……？」

　ニーナがごしごしと涙を拭って、いつもの凜りんとした調子を取り戻もどし、ダニーに向き直る。

「……用？　用があると言えば、ありますね……」

　すると。

　ダニーは不意に悪あく魔まのように、嫌らしくにんまりと笑って──

　ニーナへ、左手の人差し指を向ける。

「──ッ!?　《幼き雷らい精せいよ・──》」

　咄とつ嗟さに察したグレンが呪じゆ文もんを唱え始めながら、ニーナに飛びかかるのと──

「──《雷らい帝ていの閃せん槍そうよ》ッ！」

　ダニーが呪文を一節詠えい唱しようで唱えたのは、ほぼ同時。

　起動される、黒くろ魔ま【ライトニング・ピアス】。

　次の瞬間、ダニーの指先から暗くら闇やみを真っ直ぐ切り裂さく極光の雷らい閃せんが放たれる。

「ひ──ッ!?」

　間かん一いつ髪ぱつ、その極死の雷閃は、グレンの体当たりでよろめいたニーナの頭を掠かすめ──

「──《・汝なんじその紫し電でんの衝撃以もちて・──》」

　ニーナと共に、もつれるように倒たおれたグレンが、素早く転がって起き上がり──

「──《──・彼かの敵てきを撃うち倒せ》ッ！」

　遅おくれて起動される、黒魔【ショック・ボルト】。

　グレンがダニーを指さし、その指先から、微び弱じやくな電気の力線が飛ぶ。

　が──

「うーん、うざいなぁ……《霧む散さんせり》」

　ダニーが、ひょいと手をかざして、黒魔【トライ・バニッシュ】の呪文を呟つぶやくと……

　ぱぁんっ！　グレンの放った呪文は、ダニーに届く前に余よ裕ゆうで霧散していた。

「う──」

　グレンはダニーを指さしたまま硬こう直ちよくし、だらだらと脂あぶら汗あせを垂らす。

　今のわずかな呪文応おう酬しゆうで悟さとったのだ。

　ダニーは卓たく越えつした魔ま術じゆつ師しであり──そして、自分とダニーとの間には魔術師としての絶望的な実力差・戦力差がある、ということを──

「……え？　な、何……？　だ、ダニーさん……どうして……？」

　尻しり餅もちをついたニーナが、青ざめ、震ふるえながら……問う。

「いや、なに……誠にありがちな話で、大変申し訳ないのですが、ニーナさん……」

　どこまでも薄ら寒い笑顔で、ダニーが死し刑けい宣告をする。

「……要するに、貴女あなた、邪じや魔まなんですよ……はい」

「な……ッ!?」

「せっかく、私が将来ウィーナス商会を牛ぎゆう耳じるために、ダリオ叔父おじの嫡ちやく出しゆつ子しを、散々苦労して病死に見せかけて毒殺したのに……まさか、あのダリオ叔父に、貴女のような落とし子がいたなんて……貴女のせいで、私の苦労が水の泡あわなんですよ……はい……」

「お、お前……だから、ニーナを殺すっていうのか……ッ!?」

　グレンの烈れつ火かの如き目を受け、ダニーが薄ら寒く小こ馬ば鹿かにしたように鼻を鳴らす。

「都つ合ごうが良いことに、ここは貧民街の路地裏……人を一人殺したくらいじゃたいした事件にもならない……この好機は逃のがしませんよ？　残念ですが、貴方あなた達二人には、ここで消えてもらいます……」

　冷れい酷こくな殺意を漲みなぎらせ、ダニーがグレン達へと改めて指を向ける……

「う、……ぁああ……」

　恐おそらく、ここまで明確で鋭えい利りな殺意を向けられるのは……死を実感するのは……生まれて初めてなのだろう。グレンの隣となりで、ニーナが恐きよう怖ふに震えている。

　グレンは背後をちらりと流し見る。

　後ろには脇わき道みちのない、真っ直ぐ続く狭せまい道。

　黒魔【ライトニング・ピアス】のような、直線上を高速かつ、高い貫かん通つう力で貫つらぬく魔術にとっては、絶好のシチュエーションだ。

　当然、グレンの魔術師としての実力では、ダニーに敵かなうはずもない。

　逃にげられない。二人とも──ここで死ぬ。殺される──

　──普ふ通つうなら。

「ぐ──グレンッ！」

　その時、今まで恐怖に震えていたニーナが、意を決したように立ち上がり、両手を広げて、グレンを背中に庇かばうように、ダニーの前へ立ちはだかる。

「逃げてッ！　──早くッ！」

「…………」

「あっははははははははは──ッ！　見上げた子だねぇ、君は──ッ!?　ここで殺すのが実にもったいないなぁ──ッ！」

「お願い、ダニーさんっ！　ボクは煮にるなり焼くなり好きにすればいいッ！　でも……グレンは……この子だけは……ッ！　どうか……見み逃のがしてください……ッ！」

「ばぁ[image: ～][image: ～]かっ！　見逃すわけないでしょう!?　君を始末した後、そのガキもきっちり始末させてもらうさッ！」

「くっ……この人でなしッ！　グレン、早く逃げてッ！　お願いッ！　早く……ッ！　ボクが殺されている間に──ッ！　キミだけでも──」

　涙なみだながらに必死にグレンを背に庇い、訴うつたえるニーナ。

「ひゃははははははははは──ッ！　なんとも美しい喜劇だなぁあああああ──ッ!?」

　それを、さもおかしそうに笑い飛ばすダニー。

　そして、グレンは──

「大だい丈じよう夫ぶだよ……ニーナ」

　なぜか、妙みように落ち着き払はらった様子で、一歩、ニーナの前に出た。

「だっ、駄だ目めだよ、グレン！　前に出ちゃ──」

「ねぇ、ニーナ……聞いてくれるかな？」

　グレンは、こんな切せつ迫ぱくした状じよう況きようだというのに……どこか照れくさそうに言う。

「ニーナ……僕は『正義の魔ま法ほう使つかい』になりたかったんだ……」

「……え？」

「はぁ……？」

　まったく脈みやく絡らくのないグレンの話に、ニーナも、ダニーも、呆あつ気けに取られる。

「華か麗れいに魔術を振ふるって、皆みんなを助けて、皆を笑顔にする……そんな、強くて格好良い『正義の魔法使い』に……僕はなりたかったんだ……」

「ごちゃごちゃうるさいな……君はもう死んでください」

　うざったそうに、ダニーが不思議な余裕を持つグレンへ指を向けて……

「《雷帝の閃槍よ》」

　呪文を唱えて──その指に苛か烈れつな稲いな妻ずまの輝かがやきが灯ともり──

「やっ、やめてぇええええええええええええええええ──ッ！」

　ニーナが絶望に叫ぶが──

　…………。

　……。

「な……なんだ……？」

　ダニーの指先には、稲妻の輝きがバチバチと音を立てて漲っているのに……いつまで経たっても、雷閃が……グレンへ向かって発射されない。

「ど、……どうなっているんだ!?」

　ダニーが指をぶんぶんと振るが、やはり、何も起こらない。

　やがて、稲妻の輝きはゆっくりと増していき……ある強さになった時点で──

「──ッ!?」

　不意に、ダニーの指先から発射された。

　空間を切り裂く、一条の閃せん光こう。

　だが、当然、グレンはとっくの昔にニーナの手を引き、その射線を外していた。

「なんだ……？　魔術の起動が……遅い!?　遅すぎる!?　なぜだ!?」

　とまどうダニーを余所よそに……

「……でも、実は僕って魔術師の才能が全然なくてさ……僕は、僕が夢に描えがいていた『正義の魔法使い』にはなれないって、わかっちゃったんだ……」

「グレン……？　キミは一体、何を……？」

「くっ……くそぉっ！　《雷帝の閃槍よ》ッ！　《雷帝の閃槍よ》──ッ！」

　慌てたように、再びダニーが、次々と呪文を叫さけんでいく。

　だが、結果は同じだ。

　ダニーの呪文詠唱スペリング自体は常に一節で括くくられ、恐ろしく速いのに──

　その呪文の、詠えい唱しよう完かん了りようから起動するまでが、滅め茶ちや苦く茶ちやなまでに──遅い。

　ゆっくりと時間をかけて起動するせいで、発射するタイミングは丸見え。

　ならば──回かい避ひは、あまりにも容易。

　グレンが再びニーナの手を引き、二つの雷閃を何の危なげもなく、かわす。

「でも……ニーナ。皆のために『力』を得ようと……皆を守るためになりふり構わなかった君を見てて、気付いたんだ……『正義の魔法使い』ってさ……別に強い魔術を格好良く扱あつかえるから『正義の魔法使い』なんじゃないんだよね……皆を守って戦って、笑顔にしたから……だから『正義の魔法使い』なんだよね……」

「グレン……」

「ははは……そうだよ……セリカの言うとおりだった……格好なんてどうでもよかったんだ……その『力』で何を為なすかが一番大切だったんだ……」

「おい、お前……ッ!?　そ、それは、一体……なんだ……ッ!?」

　ダニーが気付けば。

　グレンの左手にはいつの間にか、一枚のカードがあった。

「お前に、僕の魔術特性パーソナリテイを教えてやるよ。僕の魔術特性パーソナリテイは……【変化の停てい滞たい・停止】だ」

「はぁ!?　【変化の停滞・停止】!?　世に希まれに見るクソ使えない特性ですね!?　それが一体、どうし──」

　途と端たん、ダニーがはっとしたように目を剝むく。

「お、お前……まさか……？」

「この特性のせいで、僕は魔術師としては決して大成しない。真っ当な魔術師として『正義の魔法使い』になるという夢を叶かなえるのは不可能だ。でも……本当に大切なことのためにがむしゃらだったニーナを見て、ずっと考えてたんだ……僕が『正義の魔法使い』としてできることを……こんな僕でも『正義の魔法使い』になる方法を……ッ！」

　グレンが掲かかげるカードには、とある図ず柄がらが描かれている。

　拙つたない画力で、描き殴なぐられた『愚ぐ者しや』の意い匠しよう。

　それは、タロットナンバー０『愚者』のアルカナ──

「辿たどり着いた答えは──魔術の封ふう殺さつ。【変化の停滞・停止】という魔術特性パーソナリテイを利用し、自分を中心とした一定領域内の魔術の起動を妨ぼう害がいする！　彼ひ我がにどれほどの魔術師としての力量差があろうが──関係なく同じ土俵に立たせる、そんな術」

「なぁ……ッ!?」

「そうだね……名前は──」




　──どうだ？　グレン。凄すごいだろ？

　──これが私の、私だけの秘ひ儀ぎ……固有魔術オリジナル【私の世界】だ。




　ふと、グレンの脳のう裏りに、そんな、いつか、誰だれかの言葉が過よぎり──

　そして、グレンは言った。

「──固有魔術オリジナル【愚者の世界】ッ！　僕の、僕だけの秘儀──無力な僕が、『正義の魔法使い』として在あるために編み出した──僕だけの秘儀だ！　今は起動速度を遅おくらせるだけの術だけど──いずれ、全ての魔術の起動を完全封殺できるようにしてみせる！」
















「ぐ……【愚者の世界】……固有魔術オリジナルだとぉ……ッ!?」

　ありえないとばかりに、ダニーが顔を歪ゆがめる。

「なんだそれ……ッ!?　なんだ、その馬ば鹿かげた発想は……ッ!?　お前、頭おかしいのか!?　魔ま術じゆつ師しとして恥はずかしくないのか!?　そんな自らが魔術師であることを完全否定するような、本ほん末まつ転てん倒とうな術を……一体、どうして……ッ!?」

「もちろん、こんな『力』使いたくはなかったさ……この術は、僕がこれまで目指していた魔術師の在り方を真っ向から否定する術だもの……これを一度でも使用した時点で、僕はもう、僕が夢に思い描いていた『正義の魔法使い』には、決してなれないんだろうね……だが、かまうもんか……ッ！」

　グレンは何かを吹ふっ切ったような表情で、ダニーを睨にらみ付ける。

「もう、なりふりなんて構うものか！　僕は僕のやり方で『正義の魔法使い』になってやる！　皆を……大切な人を守って……皆を笑顔にするんだッ！　それが……僕なりの『正義の魔法使い』の在り方だ──ッ！」

　だっ！

　グレンが拳こぶしを構えて、ダニーへ向かって突とつ進しんする。

「くっ……ッ！　《吠ほえよ炎えん獅じ子し》──ッ！」

　起動が遅すぎて発射タイミングが丸見えならばと、ダニーは狙ねらいをつける必要のない無差別範はん囲い攻こう撃げき魔術──黒魔【ブレイズ・バースト】を唱える。

　だが、ダニーの指先で炎ほのおの塊かたまりがゆっくりと渦うずを巻くだけで……その起動は遅い。

　とてつもなく……あまりにも……遅い。

　通常なら、もうとっくに発射された火球が、グレンを炭化させているはずだが──

　グレンの突進に、起動が、とても間に合いそうにもない。

「はっ──この、ガキがぁああああああああああああ──ッ!?」

　ダニーは魔術の起動を諦あきらめ、拳を構えてグレンに立ち向かう。

　拳けん闘とうの構えだ。ダニーも上流階級層の嗜たしなみとして、相当に修練を積んでいるらしい。

「魔術を封殺したくらいで、いい気に──」

　懐ふところに飛び込んできたグレンへ、ダニーが容よう赦しやなく右ストレートを振るう。

　だが──

「──ながぁあああ──ッ!?」

　何の迷いも恐おそれもなく──グレンはダニーの攻撃に、セリカ仕じ込こみの左クロスカウンターを、走力の物理量も乗せて、鮮あざやかに合わせていた。

　グレンの左拳がダニーの肘ひじ越ごしに、ダニーの顔面へと文字通りめり込む。

「ふっ──」

　そのままグレンは一歩踏ふみ込み、右のボディブロウを、ずむ、とダニーの脇わき腹ばらへ。

「ぎゃ──ッ!?」

　めきめきと肋ろつ骨こつが軋きしむ衝しよう撃げきに、たまらずダニーが身体からだを二つに折り──

　刹せつ那な、軽快に踏まれるグレンのステップ。

　鞭むちのように鋭するどい左ジャブでダニーの顔を二度突つき、正確に距きよ離りを測り──

「はぁああああああああああああああああ──ッ！」

　流れるように続く、グレンの右ストレート、一いつ閃せん。

　ダニーの顔面に、これ以上ないほどの会心の一撃クリテイカル・ヒツト。

　ダニーの身体が、ぎゅんっ！　と独楽こまのように回転しながら吹き飛んで──

「……ぎゅむん……」

　完かん璧ぺきに意識を刈かり取られたダニーが、血ち反吐へどと共に、地に倒たおれ伏ふすのであった。

「はぁ……はぁ……はぁ……勝った……」

　だが、グレンに勝利の余よ韻いんは、あまりない。

　互たがいの魔術を封ふうじ、近接格かく闘とう戦で殴り合う……それは魔術師として、なんと無ぶ様ざまな姿か。

　きっと、世界中の魔術師の誰もが、そんなグレンの姿を大笑いすることだろう。

　グレン自身、ずっと憧あこがれていた『正義の魔法使い』の姿が……とてつもなく遠い所へと行ってしまったような、猛もう烈れつな喪そう失しつ感がある。

　だが……

（でも、これでいい……うん……これで……いいんだ……）

　そんなグレンの胸中の切なげな呟つぶやきを肯こう定ていするかのように……

「ありがとう……ッ！　本当にありがとうね、グレン……ッ！」

　ニーナが涙なみだながらに、グレンの背中に抱だきついてくる──

「ボクにはよくわからなかったけど……とっても格好良かったよ……うん……キミは……ボクにとって……立派な『正義の魔法使い』だったよ……ッ！」

　眩まぶしい笑顔でそう言ってくれたニーナの言葉だけで。

　グレンは、全てが満足だった。




　一方──

　そんな貧民街から遠く離はなれた、セリカの屋や敷しきの屋根上では。

「……ふふっ……なんていうか、男の子だねぇ……」

　いつものように、遠見の魔術でグレンの様子を盗ぬすみ見ていたセリカが、手の中で古びた懐中時計を弄もてあそびながら、微笑ほほえんでいる。

　そして、泣きながら抱き合う少年少女を、いつまでも優しく見守るのであった。




　……さて、この物語の結末を明かすと。

　その日以来……グレンとニーナが会うことは、二度となかった。

　ダニーが殺人容疑と殺人未み遂すいで送検され、ウィーナス家から失しつ脚きやくし。

　ニーナは、ろくにグレンへ別れを告げる暇ひまもなく、フェジテを離れ、遠い場所へ連れられて行ってしまった。

　その後、ニーナがどうなったのかは……グレンは知らない。知るよしもない。

　彼女はウィーナス家に取り入り、彼女なりに何かを為したのか？

　それとも、商会の暗部と権力闘とう争そうの闇やみに吞のまれて、人知れず、消えていったのか？

　そして、また──この時のグレンは知らない。

　この日の思いを胸に『正義の魔法使い』を目指す自分が、どのような運命を辿るのか。

　自分がこれから歩む苦難と葛かつ藤とうの日々。魔術の現実。そして、挫ざ折せつ。汚けがれなき新雪のように真っ白な想おもいは無残に踏みにじられ、血で真っ赤に染まり、愛しい人セラの墓標すら立ち……いずれ、この時の想いを忘れてしまうことを──グレンはまだ知らない。

　ただ、グレンとニーナ……あの日、かわした最後の言葉と笑顔だけは──何も知らない子供のように純じゆん粋すいだったがゆえに為し得た、あの日の眩まばゆい輝かがやきだけは──

　たとえ、時果ての、忘ぼう却きやくの園の中にあっても──

　いつまでも色いろ褪あせずに、こうしてグレンの心に残っていたのだ──




　────。




「…………」

　ふと、色褪せたアルカナを眺ながめながら、過去を追想していたグレンの意識が……現在へと帰き還かんする。

　開けっ放しの窓から外を見れば、いつの間にかすっかり日も沈しずみかけ、黄昏たそがれ時だ。

「……もう、こんな時間か……やれやれ、腹減ったなぁ……」

　グレンは古ぼけたアルカナを懐にしまうと自室を後にし、下の階へと降りた。

「……よ。グレン」

　居間でグレンを迎むかえたのはセリカだ。

　いつものように、テーブルの上にティーセットを並べ、食事前の紅茶を楽しんでいる。

「掃そう除じは進んだか？」

「おう、もうマジで完璧！」

　息をするように噓うそを吐つき、グレンはセリカの対面に腰こしかける。

「夕食はもうちょっと待て。準備はできてるから」

「……へーいへい」

　セリカは紅茶を傾かたむけながら、新聞を読んでいた。

　読み終わるまで待て、ということらしい。

　セリカが新聞を読み終わるまでの間、グレンは懐から古びたアルカナを再び取り出し、それをぼんやりと眺め始める……

（ニーナ。あれから、俺なりに色々とあったよ。魔術式の理解と呪文詠唱スペリング技術を徹てつ底てい的に鍛きたえ上げて……まぁ、三流だが、一応魔術師と呼べるレベルにはなった……）

　まるで、あの日の懐なつかしい少女に語りかけるように、グレンが心の中で独りごちる。

（だが、悪いな……『正義の魔法使い』の夢は破れちまった……俺がこれからどこに向かうのかは、まだわからねえ……でも、あの夢のおかげで、今の教師としての俺があるわけだし……何より、あの時、お前の笑顔を守れた……それだけは捨てたもんじゃなかったって、そう思ってもいいのかな……？）

　今の自分のあまりのらしくなさに、思わず苦笑するグレン。

（そうそう……あの孤こ児じ院いんはなんとか存続しているよ、ニーナ。……アルドのおっさん曰いわく、経営がいよいよ危なくなると、いつも匿とく名めいで大口の寄付が来るんだと……その送り主がお前だと、俺は信じたいが……お前であるという裏付けはどこにもない……）

　グレンがため息を吐き、テーブルの上の燭しよく台だいの火に目を向ける。

（なぁ、ニーナ……お前は今、どこで何をやっているんだ……？）

　グレンがぼんやりと、燭台の光を透すかすようにアルカナを眺め続けていると。

「おー、おー、ついに時代が動いたなぁ……」

　新聞を読みふけるセリカが、突とつ然ぜん、感心したように呟いていた。

「……どうした？　何か面おも白しろいニュースでもあったか？」

　グレンがアルカナを懐にしまいながら、まったく興味なさそうに問う。

「面白いニュースっていうか……興味深いニュースがあってな」

　ばさり、とセリカが新聞を下げ、グレンへ顔を見せる。

「何……あの悪名高きウィーナス商会の会長ダリオ＝ウィーナスとその取り巻きの旧経営陣じんがついに失脚したんだとよ。なんでも……若き新会長が、ダリオら旧経営陣を商会から追い出し、ウィーナス商会を新経営陣で完全に牛ぎゆう耳じったんだとか」

「──ッ!?」

　グレンが思わず目を見開く。どきりと心臓が跳はねる。

「えげつない商売で人を食い物にし、荒あら稼かせぎするばかりだった旧会長と違ちがい、この若き新会長は随ずい分ぶんとできた人物だな。商会の暗部を悉ことごとく一いつ掃そうし、風通しの良いクリーンな体質の商会へと卓たく越えつした手しゆ腕わんで舵かじを切ったみたいだ……いやぁ、若いのに立派なもんだねぇ」

　グレンの心臓が、否いや応おうなく早はや鐘がねのように高鳴っていく。

　そんなグレンの心中などつゆ知らず、セリカは新聞を読みふける。

「おー、まさかあの悪名高きウィーナス商会が慈じ善ぜん事業にまで手を出すとはな……帝てい国こく各地の経営難の孤児院へ援えん助じよと教育支し援えんを行って、将来的にはその孤児院の子供達を即そく戦せん力りよくの労働力として商会に雇やとい入れる……そんな体制も整えてるそうだぞ、その新会長」

「ちょ、ちょっと待ってくれ、セリカ……ッ!?」

「……なんだ？」

　やけに必死な表情のグレンに、セリカが目をぱちくりさせる。

「そ、その新会長の名前……名前はわかるか!?　一体、誰だれだ!?」

「……珍めずらしいな？　お前が財界ニュースに興味を示すなんて……」

「いいから、早く教えろ!?　ウィーナス商会の新会長は誰だ!?」

「ったく、うるさいな……ちょっと待ってろ……ええと確か……」

　セリカが再び新聞に目を落とし、その文面をざっと流し見ていく。

「……ああ、そうだった。こいつだ、こいつ」

　そして、セリカはグレンの方を見上げ……言った。

「ニーナ。……ニーナ＝ウィーナス。弱じやつ冠かん二十二歳の新進気き鋭えいの若手会長だ。あまりにも若く、おまけに美人過ぎるってことで、財界では結構騒さわがれているらしいぞ？」

「……そ、そう……か……」

　グレンは安あん堵どしたように息を吐き、ぐったりと椅い子すの背もたれに背を預けた。

「……お、新会長のやつ、就任の記者会見でこんなコメントを残してるぞ？　〝今日の勝利を、あの日の小さな『正義の魔法使い』君に捧ささげます〟……って、ははは、なんだこりゃ？　まるで意味不明だな……」

「……は、ははは……馬ば鹿か野や郎ろう……あいつ……」

　そんなことを誰へともなく呟くグレンの顔には……いつもの皮肉げな表情からは想像もつかないほど、穏おだやかな笑みが浮うかんでいた。

「……どうした？　グレン。何か変なものでも、食ったか？」

「いや、なんでもねぇ。……俺も、もうちょっと頑がん張ばらねぇとなって、思ってな？」

「ああ、駄だ目めだこりゃ。……明日は大雪か。……やれやれだ」

　だが、そう言いつつも何かを察したセリカは多くを問わず、新聞を畳たたんでテーブルに置くと、そろそろ食事にしようと、厨ちゆう房ぼうへと足を運ぶ。

　居間に一人、取り残されてしまったグレン。

　まったく、柄がらじゃないぜ……そう思いながらも。

　今夜だけは懐かしい少女の思い出を肴さかなに、一いつ杯ぱいやろう……そんなことを考えて。

　グレンは頭の後ろで手を組み、より一層深く椅子の背もたれに背を預けるのだった。




　…………。




　──ありがとう……ッ！　本当にありがとうね、グレン……ッ！

　──ボクにはよくわからなかったけど……とっても格好良かったよ……うん……キミは……ボクにとって……立派な『正義の魔法使い』だったよ……ッ！
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　こんにちは、羊ひつじ太た郎ろうです。

　今回、短編集『ロクでなし魔ま術じゆつ講師と追想日誌メモリーレコード』第二巻、刊行の運びとなりました。

　編集者並びに出版関係者の方々、そして本編『ロクでなし』を支持してくださった読者の皆みな様さま方のおかげです！　どうもありがとうございます！




　さて、この短編集は、第一巻と同じように、ドラマガ誌上で連れん載さいされている短編数本に、書き下ろし短編を合わせたものです。

　おかげさまで、ドラマガの短編連載も順調に続いており、連載当初こそ、短編という形式に戸と惑まどっていたものの、今やすっかりと慣れました。

　現在、ドラマガの短編連載は、本編『ロクでなし』でできないネタや、描びよう写しやしきれない設定などを補ほ足そくするような形で進めていっています。この短編によって、読者の皆様の『ロクでなし』の物語世界観をより広げることができれば幸いです。

　それでは、この手の短編集では定番の各短編作品解説です。前巻が解説と称しようして、ち[image: ～][image: ～]っとも解説になってなかったので、今回はもう少しマトモに……




○紙一重の天災教授

　もう完全に羊の趣しゆ味み炸さく裂れつ。やりたい放題回です。

　編集に『好きにやれ』と言われて『好きにやった』結果がコレです。

　どうしてこうなった、誰だれがここまでやれと言った、いい加減にしろ……当時の編集が頭を抱かかえて嘆なげいた問題作。なんか今まで積み重ねてきた『ロクでなし』世界観が一人の男によって、完全にブチ壊こわされた瞬しゆん間かんです。

　だが、反省しないっ！　我が生しよう涯がいに一片の悔くいなしっ！　ふははははーっ！

　一応の設定的な辻つじ褄つま合わせと致いたしましては『件くだんの彼の発明品は、正気の常人には到とう底てい理解できない理論と狂きよう気きの産物であるがゆえに、誰も真似できない、再現できない』、『ゆえに世の中に出回らない』ということで！

　アレです。彼の発想は、時代を先取りしすぎてブラックボックスなんです。一人の天才プログラマが組んだ、あまりにも高度で難解なプログラムコードは、普ふ通つうのプログラマじゃ解かい析せきできないし、メンテできないのと一いつ緒しよです（苦しい言い訳）。




○帝てい国こく宮きゆう廷てい魔ま導どう士しアルバイター・リィエル

　三人娘むすめの最後の一人、リィエルがドラマガ短編デビューを果たした回です。

　本編では、リィエルが本格的にアルザーノ帝てい国こく魔ま術じゆつ学院にやってきたのが、第三巻からなので、それに合わせてドラマガ短編に登場させました。以後、リィエルも短編のレギュラーとして、活かつ躍やくすることになります。

　いやぁ、短編書いてて思うんですけど、リィエルって本当に作者的に使いやすいですねぇ～、我ながら短編では非常に美味おいしいキャラです。

　展開に困ったときには、とりあえずリィエルにバカやらせとけばいいよ的な、非常に万能キャラだと思い……ごめんなさい、石投げないでください！

　また、この回では、この時点ではまだモブとはいえ、セシリア先生も登場し、短編内における『ロクでなし』世界観も徐じよ々じよに固まってきた転機の回とも言えるでしょう。

　え？　前回？　……知りませんね、そんなことは……ふっ……（遠い目）。




○任務に愚ぐ直ちよくすぎる男・アルベルトの落とし穴

　アルベルトさん、短編に主役で登場回です。

　ここで、ちょっと作品裏話。

　アルベルトって、『ロクでなし』本編内では、要するに『フェニ○クス一イツ輝キ』的な立ち位置に生まれたキャラなんですよね。雑魚ざこ～中ボスクラスなら対決しただけで確殺、かといって、大ボスクラスを相手取ってもカマセにならない、むしろ普通に勝っちゃう、という無茶苦茶なお助けキャラ。作者のお気に入りとか、ひいきがどうのとか、それ以前に、最初からそういうキャラクター宿命なわけです（……どうしよう……？）。

　いやぁ～、アルベルトのキャラを設定するとき、『主人公の相棒、かつ、兄貴分みたいなやつ』を考えたら真っ先に『一輝兄さん』が思おもい浮うかんで、それを参考にしたら、まさかこんな強キャラになるとは……作者的に負ける姿が想像できないので、本編ではコンセプト通り大暴れしてます。おかげでつい最近、本編でそんなアルベルトさんの犠ぎ牲せいになっちゃった、自じ称しよう・近きん距きよ離り魔ま術じゆつ戦最強の可か哀わい相そうな新キャラがいましたね……（遠い目）。

　そんなアルベルトさん、どうやらコメディもいけるみたいです。

　生き真ま面じ目めな彼の空回りっぷりを楽しんでいただければ、と思います。




○貴方あなたと私の忘レナ草

　この話を読めば、皆みなが思うでしょう。私も思いました。

　誰だ、こいつ？

　まぁ、白しろ猫ねこちゃんの普ふ段だんとは違ちがう性格や一面を描えがけて楽しかったです。

　思い出しますねぇ……この頃ころの白猫ちゃんは『メインヒロイン（笑）』、『ルミアがいれば、要いらない子』などと、色んなところで揶や揄ゆされていました。

　全部、私の技量不足が原因なのですが、そんな白猫ちゃんを救済するために、必死になって、こんな短編を書いた記き憶おくがあります。




○二人の愚ぐ者しや

　書き下ろし短編。『ロクでなし』の主人公グレンの、幼年期時代のお話です。

　幼い頃、彼は、物語に登場するような格好良い『正義の魔ま法ほう使つかい』に憧あこがれていました。

　だけど、ある時、突とつ然ぜん、彼は気付いてしまったのです。

　自分は、決して物語に登場するような『正義の魔法使い』にはなれないのだ、と。

　打ちひしがれて、ふて腐くされる彼の前に現れた、とある少女。

　裕ゆう福ふくなセリカに拾われた『持つ者』であるグレンとは対照的に、その少女は貧困に日々喘あえぐ『持たざる者』。

　だが、常に前向きで素敵な笑顔の彼女は、グレンにとって、どこまでも眩まぶしかった──

　その少女との邂かい逅こうは、幼い少年に一体、何をもたらすのか？

　そして、幼い彼の、あの日の選せん択たくとは？

　グレンの青春時代の１頁ページ、タイトル通りの追想の物語です。

　ご堪たん能のうしていただければ幸いです。




　とまぁ、今回はこんな感じでしょうか？

　ついに、アニメ版『ロクでなし』も始まりました。おかげさまで、グレン達が生き生きと動く様を見ることができ、アニメ制作スタッフの皆様には感謝に堪たえません。このアニメを切きつ欠かけに『ロクでなし』の世界に新たに触ふれて頂ける方々がいらっしゃれば幸いです。

　また、この作品にいつも美び麗れいなイラストを上げていただいている三み嶋しまくろね様、グレン達の活躍を格好良く描いてくれている常つね深みアオサ様にも、この場を借りて感謝申し上げます、本当にありがとうございます！

　もちろん、この私、羊太郎も読者の皆様の期待に沿えるよう、これからも精せい一いつ杯ぱい頑がん張ばります！　どうかよろしくお願いします！


羊太郎




























羊太郎

●ひつじたろう



短編集第２巻！　ここまで順調に本が出せるのは読者の皆さんのおかげです、本当にありがとうございます！

それはさておき、最近インフルエンザにかかりました。会社員と小説家の二足わらじという無茶な生活がたたり、体力が落ちていたのでしょう、おかげで地獄を味わいました……

（回想）『ちくしょうぉおおお……げほごほっ！　〆切りがぁ、〆切りが近いのに……ッ！　がはっ！　でも、書かなきゃ……ごほっごほっ!?　ぐふっ、こ、こんなに苦しいのなら辛いのなら……印税など要らぬ……ッ!!』

……あるぇー？　この地獄の原因って、インフルエンザというより、無計画さゆえの自業自得──


















カバー・口絵・本文イラスト／三嶋くろね

カバーデザイン／草野剛
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